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しっくい

　　　

版画「古典漆喰シーザー」のこと

　

昨年11月、沖縄に飛んだ。ある俳句の会が組んだ句会ツアーに便乗させてもらったのである。私はその俳句の会

の会員ではないし、句作は月に数句思い出したように詠む程度。句会参加の経験は、三井寺の原爆忌句会に２回参

加しただけであるが、なんとなく俳句の人達はやさしい、といった思いがあったからである。

　

私はパーキンソン病に罹っている上、前立腺肥大症の為早晩手術が必要で、遠方への一人旅は危険の要素をとも

なっていた。

　

思いかえすと、祈りの旅は広島にはじまり、焼津で久保山さんの遺品に接し、東京の第五福竜丸と東京大空襲戦

災資料館を訪ねた。そして昨年は長崎。原爆忌句会では長崎の句を詠んだ。

　　

聶崎の爆心地ゆれ彼岸花

　　

如己堂に博士の姿重い夏

　

そして次の目的地は当然ながら沖縄となるのであるが、単独行には自信がなかった。

　

祈りに加えて沖縄行の目的には、「シーザー」との出合いである。私の一人嶋り:芦画製作の為のスケッチで、山

行が主であった。その道中の村里の社で、よく狛犬に出合った。それらは村の石工が、体力・知力と感性を尽くし

て制作したものであろう。さまざまな表現があり、なかには九尾の狛犬に出合った事もあった。いつかそれらをス

ケッチするようになった。ある機会に、モンゴルの狛犬の写真を手に入れた。国外にも狛犬がいる。考えてみれば

スフィンクスもその類ではないか。長崎の教会の人口の左右にも、狛犬の様な石像があった。こんなことがからみ

合って、「シーザー」との出合いが、もうひとつの目的となっていたのである。

　　

「シーザー」の語源は「獅子」であり、魔除けである。中国から伝わり、中国から朝鮮を経て本土に伝わったも

のが狛犬（「狛」は「高麗」からきたもの）であるという。

　

妻と沖縄行を話し合った事もあるが、体力的に無理で実現しなかった。妻は７年前にパーキンソン病に伴う合併

症で永眠した。パーキンソン病では私の先輩である。俳句もそうである。妻は俳句と自分史の前半の原稿を残して

いた。私はそれをまとめて「人生の茜色を求めて」（200頁）と題して、京都の出版社の力を借りて、自費出版した。

　

沖縄句会は那覇空港集合である。空港到着までの間、慎重に行動する事。足腰の筋肉が急に硬直（固縮）する事

もあるので、ゆとりの時間を充分にとつた。常時おこる頭のふらつきに対応する為にもこれは有効であった。また

パーキンソン病は水分の補給が欠かせないが、前立線肥大の為排尿が問題になる。妻を介護した経験等、いろいろ

な点て気配りをし、実行に移ったのである。

　

句会ツアーでは、親切にしていただいた。暗い夜道を通る時にはご婦人が腕を組んで歩行を助けてくれたり、夕

食時の料理をとり分けていただいたり、皆さんのお世話になった。

　

次の句は句会での私の投句のうちの二句である。

　　

すすき折れ基地を過ぎてまた基地に

　　

ガマ日暮れ見すえて見えぬ闇を見る

　

念願であった「シーザー」は実物を見ただけでなく、古い年代の「古典漆喰シーザー」をスケッチする事も出来

た。表紙の絵は、そのうちの一体の版画である。特有の荒あらしさとどこかとぼけた味がしていた。

　

パーキンソン病との闘いは、人生観を確立する闘いであるように思える。病との闘いは、原因不明､治癒不能の

為、闘いではなく「つき合い方」とする方々が少なくないが、私は不満である。事実として、治らないことに対し

て、身体上のさまざまな痛苦はあっても、心の平安は求めたい。それをいかに獲得するかについては、今日まで培っ

てきたそれぞれの人の人生観の確立の他はない。病に対し悲観的になると進行し、楽天的であると進行が遅い、と

いわれている。これには、医師への信頼、医学の発達への確信があっての上である。

　

障害というか、故障というかは様ざまな形で表れる。文章を書いていると、文字がだんだんと小さくて読めない

程になる。便秘は慢性的である。朝起床時に足腰が痛く、トイレでひと苦労する。手足のふるえ（振戦）は、幸い

まだ版画制作に支障はない。近くの保育園児との交流で、パワーをもらっているせいだと思っている。

　

注意しなければならないのは、薬の副作用と、他の病、身体の故障が要注意である。私は歯科、眼科にも通い、

物忘れも多くなってきた。フィニッシュを考えざるを得ない。

　

今年９月、京都の「ギャラリーかもがわ」の企画で、版画の個展を開催することとなった。亡妻の遺稿集でお世

話になった出版社と同系列とは因縁を感じる。個展には「古曲漆喰シーザー」の生命力を表現した版画も、数点並

べてみたい。個展が終わつたら、十五年も前から取り組んでいる「父母の記」（両親史）のまとめに入る。多忙で

ある。病はしばらく引つこんでいてもらいたい。

安達信男

アトリエ野分萌舎／日本美術会／美術家平和会議

〒520-0006

　

大津市滋賀里一丁目４番20号
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私
た
ち
が
運
動
を
す
す
め
る
上
で
、
最
近

必
ず
私
た
ち
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
の
が

「
財
政
難
」
と
い
う
「
怪
物
」
で
す
。
長
年

の
悪
政
の
中
で
、
私
た
ち
の
生
活
と
は
縁
も

ゆ
か
り
も
無
い
遠
い
所
で
、
巨
大
化
し
た

「
怪
物
」
は
、
突
然
私
た
ち
の
前
に
現
れ
、

暴
れ
だ
し
て
い
ま
す
。
退
冶
す
る
の
は
お
前

達
の
貢
任
だ
と
、
偉
い
人
た
ち
は
言
い
ま
す
。

木
当
に
私
た
ち
の
責
任
で
し
ょ
う
か
？

　

だ

か
ら
仕
方
が
な
い
と
諦
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

話
を
現
実
の
社
会
に
戻
し
て
私
た
ち
を
取

り
巻
く
状
況
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

「
怪
物
」
の
正
体
は
、
八
〇
〇
兆
円
の
国

の
借
金
、
地
方
を
合
わ
せ
る
と
九
〇
〇
兆
円

を
超
え
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
国
民
一
入
当
た

り
七
六
〇
万
円
の
借
金
だ
そ
う
で
す
。

　

政
府
の
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に

関
す
る
基
本
方
針
（
骨
太
の
方
針
）
二
〇
〇

六
」
で
は
、
一
。
０
０
六
年
か
ら
二
〇
。
一
年

ま
で
に
ト
川
兆
三
〇
〇
〇
億
円
の
歳
出
削
減
、

社
会
保
障
関
係
は
一
兆
六
〇
〇
〇
億
円
の
削

減
が
必
要
だ
と
言
う
の
で
す
。
私
た
ち
難
病

患
者
に
関
係
深
い
厚
生
労
働
宵
は
、
―
○
○

○
億
円
の
削
減
が
至
上
命
令
だ
そ
う
で
す
。

　

私
た
ち
が
住
む
滋
賀
県
で
も
、
「
行
財
政

改
苓
に
つ
い
て
の
県
民
と
知
事
の
対
話
」
資

料
に
よ
り
ま
す
と
財
政
収
支
見
通
し
（
財
源

不
足
額
）
が
平
成
。
。
ト
年
度
約
四
〇
〇
億
円
、

平
成
こ
ト
ー
年
度
約
円
六
〇
億
円
、
平
成
ニ

ト
二
年
度
約
四
五
〇
億
円
か
不
足
す
る
と
言

う
の
で
す
。
だ
か
ら
す
べ
て
の
国
民
・
県
民

が
、
こ
の
借
金
を
背
負
う
べ
き
だ
と
言
う
の

で
す
。

　

私
た
ち
難
病
患
者
も
避
け
る
こ
と
が
出
米

な
い
こ
う
し
た
厳
し
い
現
実
が
あ
る
こ
と
も

認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と

言
っ
て
運
動
を
諦
め
る
訳
に
は
行
き
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
命
に
直
結
す
る
運
動
だ
か
ら
で
す
。

こ
う
し
た
時
だ
か
ら
こ
そ
現
実
を
し
っ
か
り

見
桝
え
て
運
動
の
在
り
方
を
模
索
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
。
０
０
四
年
ト
ー
月
一
。
ト
六
日
児
童
福
祉

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
て
「
小
児
慢
性
特
定

疾
患
治
療
研
究
事
業
」
が
国
会
に
お
い
て
可

決
成
立
し
、
―
Ｏ
Ｏ
五
年
四
月
一
目
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
は
「
認
定
基
準
の

導
入
と
医
療
費
一
部
負
担
の
導
入
」
が
あ
っ

た
も
の
の
、
法
の
谷
問
に
置
か
れ
「
奨
励
的

経
費
」
補
助
金
（
あ
れ
ば
付
け
る
と
い
う
性

格
）
で
不
安
定
で
あ
っ
た
も
の
が
、
「
義
務

的
経
費
」
と
な
り
、
中
身
は
と
も
か
く
法
の

谷
間
か
ら
法
内
事
業
へ
移
行
す
る
こ
と
が
出

米
た
の
で
す
。
で
も
小
児
難
病
の
子
ど
も
や

慢
性
疾
患
の
子
ど
も
達
が
Ｉ
十
歳
を
迎
え
た

と
き
、
ま
た
何
も
な
い
法
の
谷
問
に
戻
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
す
。

　

お
年
寄
り
の
難
病
患
者
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？
本
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
で
は
、
ヒ
十
五
歳
以
Ｌ
の

お
年
寄
り
（
七
十
五
歳
の
根
拠
な
く
、
国
民

皆
保
険
制
度
を
持
つ
国

で
は
年
齢
で
受
け
る
医

疫
の
中
身
を
変
え
る
国

は
例
が
な
い
）
は
、
受

け
ら
れ
る
医
療
が
制
限

さ
れ
る
包
括
医
療
の
導

入
や
早
期
退
院
な
ど
制

限
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

　

社
会
保
障
を
巡
る
状

況
で
は
、
介
護
保
険
制

度
、
障
害
者
自
立
支
援

　

ベ

ベ七タ

‰

中］

　

･"%･･

西，

法
、
医
療
制
度
改
苓
な
ど
共
通
す
る
問
題
点

は
、
入
間
を
「
介
護
保
険
制
度
」
で
は
、
七

段
階
の
介
護
度
認
定
区
分
に
別
け
、
「
障
害

者
自
立
支
援
法
」
で
は
六
段
階
に
障
害
程
度

区
分
を
し
、
医
療
法
で
は
患
者
を
三
段
階
に

「
医
療
区
分
」
し
、
そ
れ
ぞ
れ
受
け
ら
れ
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
の
内
容
を
、
制
限
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
そ
の
す
べ
て
を

「
何
単
位
」
「
何
点
」
と
数
字
化
し
、
こ
れ
ま

で
「
非
営
利
原
則
」
や
「
聖
域
」
と
し
て
守

ら
れ
て
き
た
社
会
保
障
の
各
分
野
を
「
規
制

緩
和
」
の
名
の
ト
に
、
「
営
利
の
対
象
」
化

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
実
を
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／
ダ
ベ

１

(しがなんれん作業所)-

‰
″

　

面

大黒

１



し
っ
か
り
見
据
え
た
運
動
の
在
り
方
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

『
社
会
保
障
』
と
い
う
。
。
。
‥
葉
を
、
も
う
。

度
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
障
害
も
難

病
も
長
年
の
闘
い
の
巾
で
①
「
不
可
避
性
」

（
避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
）
、
②
「
不
可
知

性
」
（
予
知
で
き
な
い
）
、
③
「
不
可
逆
性
」

（
元
に
戻
れ
な
い
）
④
「
普
遍
性
」
（
誰
に
で

も
可
能
性
が
あ
る
）
と
し
て
、
「
個
入
の
レ

ベ
ル
」
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
「
公
的

責
任
に
基
づ
く
社
会
的
支
援
の
介
在
が
ど
う

し
て
も
必
要
」
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

が
「
社
会
保
障
」
の
理
念
で
す
。
ｒ
ど
も
も

高
齢
者
も
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
ｆ
ど
も
か
ら
大
入
、

お
年
寄
り
ま
で
、
或
い
は
障
害
者
や
難
病
患

行
も
、
国
民
の
ほ
と
ん
ど
が
、
要
求
で
。
致

で
き
る
状
況
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
情
勢
を

正
し
く
捉
え
た
運
動
の
在
り
方
が
難
病
運
動

に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

国
際
的
に
は
、
障
Ｉ
行
権
利
条
約
の
批
准

と
い
う
人
変
有
利
な
状
況
が
あ
り
ま
す
。
一

般
的
な
解
釈
と
し
て
、
批
准
さ
れ
た
条
約
は
、

。
般
の
法
律
を
拘
束
す
る
と
。
。
。
‥
わ
れ
て
い
ま

す
。
批
准
を
て
こ
に
今
の
状
況
を
変
え
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

権
利
条
約
の
中
身
の
「
合
理
的
配
慮
」
（
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
ア
コ
モ
デ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、
こ
の

条
約
の
重
要
な
概
念
で
す
。
「
障
害
に
基
づ

く
不
利
益
や
不
都
合
に
対
し
て
は
、
社
会
の

側
か
ら
変
更
や
調
整
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
Ｉ
で
す
。
こ
う
し
た
有
利
な
側

面
も
運
動
の
中
身
と
し
て
考
え
る
必
要
か
お

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

./

f
j
t
.

みー
気

曜宍
冷
影

土井

　

智恵（しがなんれん作業所）

Ｅ

佛山久美子（しがなんれん作業所）

圀

山本

　

弘子（しがなんれん作業所）中村

　

恵（しがなんれん作業所）
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24年間の要望書と回答の歴史をまとめる動機となったのは、2005（平成17）年頃より滋賀県と滋賀県難病

連絡協議会の間で、難病施策をめぐる意見の違いが顕著になってきたからであり、その違いをそのままにし

ておくことは、双方にとってマイナスの要素になると判断したからである。歴史を重視する意味は、今日あ

るは過去の歴史の積み服ねであり、将来に向かう方向性を形作るうえで重要な役割を果たすからである。

　

下記の１年一行には多くの教訓が込められている。これからも、その一つ一つを人切にしながら歩みたい。

24年間の要望書と回答の歴史

年　度 要望書提出月日 県文書回答月日 特記事項

1984(昭和59)年度 ９月25日係長 11月28日　文書
滋賀難病連結成　９月９日年２回要望・補助金30万円回答

得る

1985(昭和60)年度 ９月10日課長 １月27日　文書 公的機関内に事務所の設置を要望

1986(昭和61)年度 ９月25日課長 12月8日　文書 日本患者・家族団体協議会(JPC)誕生31団体10万入

1987(昭和62)年度 ９月５日課長 ３月12日　文書 「事務所は個入の家でなく、独立した事務所を」前田こう一

1988(昭和63)年度 ９月７日部長 ２月15日　文書
日本の医療・福祉と患者運動を考える全国交流集会滋賀で
開催

1989(平成元)年度 ８月17日部長 ２月７日　文書 消費税導入される一総会で消費税撤回を誓う

1990(平成２）年度 ９月14ロ部長 ３月４ロ　文書 滋賀難病連10』引体1,318入、JPC155,000入

1991(平成３)年度 ８月７日部長 ３月18日　文書 ｢市民福祉国際フォーラム'91｣参加

1992(平成４)年度 ８月14ロ部長 ３月17日　文書 「要望の必要性はわかる」前川利夫部長

1993(平成５)年度 ８月13日部長 ３月25日　文房
｢一つひとつ切実な課題として伝わってくる｣
　　国松善次部長

1994(平成６)年度 ８月25日部長 ３月22日　文書 滋賀難病連相談員制度設ける

1995(平成７)年度 ８月31日部長 ３月15日　文書
｢総合的な対策を推進していきたい｣
　　西堀末治部長

1996(平成８)年度 ８月30日部長 ２月24日　文沢
｢実態をもとに対策を講じていきたい｣
　　前田博明課長

1997(平成９)年度 ９月５日部長 ３月３日　文書 難病医療患者負担導入に怒りの声、滋賀県議会に働きかけ

1998(平成10)年度 ９月16日部長 ３月４日　文書 「消えた夢と新たな課題」強皮症患者鈴木皓代から学ぶ

1999C平成Ｈ)年度 10月15日部長 ３月２日　文書 NPO法入取得か検討課題に

2000(平成12)年度 10月13［」部長 ３月19日　文書 NPO法入取得に学習続ける

2001(平成13)年度 10月15日部長 ３月29日　文書 ＮＰＯ認証8/26・入梅フェスティバルに参加

2002(平成t4)年度 ９月10日部長 ４月17日　文書 しがなんれん作業所開設6/1

2003(平成15)年度 ９月17日部長 ３月21日　文書
「滋賀県難病患者共同作業所通所試行事業実施要綱」スター

ト

2004(平成16)年度 ９月22日部長 ３月24日　文書 滋賀難病連20周年記念事業9/11～13

2005(平成17)年度 ９月14日部長 ３月24日　文書 県行革嵐難病施策にも・JPA誕生52団体309,012入

2006(平成18)年度 ９月14ロ部長 ３月30口手渡し 行政の存在が問われる滋賀県行政

2007(平成19)年度 ９月14日部長 行政との協働の営みは可能か・滋賀難病連12団体2,280入

３



司
会

　

み
な
さ
ん

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

　
　

バ
イ
ス
な
ど
」
お
伺
い
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し

う
ご
ざ
い
ま
す
。
情
勢
は
厳
し
い
で
す
が
、

　

く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
こ
そ
難
病
患
者
に
と
っ
て
希
望
の
持
て

る
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
財
政
難
」
と
い
う
言
葉
を
合
言
葉
に
、

次
々
と
私
た
ち
が
長
年
月
か
け
て
積
み
Ｌ
げ

て
き
ま
し
た
運
動
の
成
果
が
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
崩
さ
れ
、
特
に
聖
域
と
い
わ
れ
た
社
会

保
障
の
分
野
も
、
ま
し
て
「
法
の
谷
間
」
に

放
置
さ
れ
続
け
て
き
た
難
病
対
策
に
お
い
て

は
、
容
赦
な
く
形
を
変
え
て
「
何
も
な
か
っ

た
時
代
」
に
ま
で
戻
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
滋
賀
県
で

の
二
十
年
余
の
難
病
運
動
の
物
心
両
面
で
中

心
に
な
っ
て
ご
活
躍
頂
い
た
歴
代
の
会
長
・

理
事
長
に
、
。
同
に
会
す
る
こ
と
は
困
難
な

た
め
、
ご
寄
稿
を
頂
き
、
「
紙
上
座
談
会
」

の
形
式
で
、
も
う
。
度
、
ご
活
躍
頂
い
た
原

点
に
帰
り
、
今
後
の
難
病
運
動
の
在
り
方
を

模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
は
、
「
会
長
・
理
事
長
に
な

ら
れ
た
こ
ろ
の
難
病
を
取
り
巻
く
状
況
、
当

時
の
運
動
の
様
子
、
今
後
の
運
動
へ
の
ア
ド

　

そ
れ
で
は
、
滋
賀
県
で
の
難
病
連
活
動
の

先
駆
け
と
な
り
、
今
現
在
も
京
都
宇
治
市
で

ご
活
躍
中
の
初
代
会
長
の
石
井
小
白
合
さ
ん

二
九
八
四
～
。
九
八
Ｌ
在
任
）
よ
り
お
話

を
伺
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
井

　

そ
れ
で
は
、
患
者
会
活
動
へ
の
き
っ

か
け
か
ら
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
。
ト
八
歳
の
時
、
突
然
両
足
と
も
に
大
腿

骨
頭
壊
死
に
な
り
痛
み
の
た
め
立
つ
こ
と
す

ら
難
し
く
、
中
椅
ｆ
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
治
療
法
を
求
め
て
情
報
収
集
し

た
も
の
の
解
決
策
は
見
つ
か
ら
ず
、
先
が
見

え
ず
不
安
を
抱
え
た
収
椅
子
で
の
日
々
を
。

年
ほ
ど
送
っ
て
い
た
時
に
、
膠
原
病
友
の
会

石井小百合会長

主
催
の
「
骨
頭
壊
死
相
談
会
」
を
知
り
、
そ

こ
で
相
談
で
き
た
お
か
げ
て
手
術
を
受
け
再

び
自
‥
分
の
足
で
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ｒ
術
か
ら
半
年
、
杖
歩
行
で

し
た
が
何
と
か
自
分
の
足
で
移
動
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
頃
か
ら
、
救
わ
れ
た
感
謝
の
気

持
ち
を
少
し
で
も
お
返
し
し
た
い
と
私
の
患

者
会
活
動
へ
の
参
加
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

十
八
歳
の
発
病
当
時
か
ら
患
者
会
の
存
在

を
知
っ
て
は
い
た
の
で
す
が
、
若
さ
と
病
気

へ
の
認
識
の
け
さ
も
あ
っ
て
「
傷
の
砥
め
合

い
の
場
ワ
・
」
と
敬
遠
し
て
い
ま
し
た
。
け
れ

ど
も
実
際
に
活
動
に
参
加
し
て
み
て
そ
の
活

動
の
内
容
に
驚
き
感
心
し
ま
し
た
。
相
談
活

動
、
名
医
と
い
わ
れ
る
刄
門
医
と
の
気
兼
ね

の
な
い
交
流
、
行
政
や
厚
生
竹
へ
の
働
き
か

け
等
そ
の
果
た
し
て
い
る
社
会
的
役
割
の
大

き
さ
に
惹
き
こ
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、

難
病
ゆ
え
に
社
会
の
お
荷
物
的
存
在
と
卑
ド

し
て
い
た
自
分
に
自
己
存
在
価
値
を
俘
え
て

も
ら
え
た
こ
と
も
大
き
い
こ
と
で
し
た
。

　

そ
し
て
今
、
臼
分
が
特
定
疾
患
と
い
う
公

費
負
担
制
度
の
恩
心
が
受
け
ら
れ
て
い
る
の

は
多
く
の
患
者
の
訴
え
と
犠
牲
的
活
動
の
お

l ｡ ･ i ･

か
げ
て
あ
り
、
し
か
も
、
私
は
特
定
疾
患
制

度
発
足
の
年
で
あ
る
昭
和
四
ト
八
年
に
発
病

し
て
お
り
、
初
め
か
ら
そ
の
恩
恵
に
浴
す
こ

と
が
で
き
た
の
だ
と
知
っ
た
こ
と
は
衝
撃
で

し
た
。
や
が
て
活
動
を
通
じ
て
、
膠
原
病
以

外
の
大
変
な
難
病
患
者
の
交
流
か
ら
そ
の
実

態
も
知
る
こ
と
に
な
り
、
膠
原
病
だ
け
に
と

ら
わ
れ
な
い
難
病
患
者
全
体
の
活
動
に
つ
い

て
も
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

司
会

　

そ
ん
な
時
、
浜
大
津
に
あ
っ
た
喫
茶

店
で
お
出
会
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

ね
。

石
井

　

そ
う
で
す
ね
、
懐
か
し
く
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
で
は
次
に
、
滋
賀
難
病
連
結

成
を
目
指
し
た
こ
ろ
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
患
者

会
の
意
義
と
そ
の
役
割
の
重
要
件
を
知
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
の
、
自
分
が
住
む
滋
賀
県

で
は
県
全
体
の
患
者
組
織
が
ま
だ
確
立
さ
れ

て
お
ら
ず
、
何
と
か
県
単
位
の
難
病
連
の
組

織
作
り
を
進
め
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
患
者
会
活
動
で
培
っ
た
経
験
と
勇
気
、

働
き
か
け
な
け
れ
ば
何
も
変
ら
な
い
と
い
う

信
念
を
貰
っ
た
お
か
げ
て
、
当
時
二
十
代
の

　

４



若
さ
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
物
怖
じ
す
る

こ
と
も
な
く
単
身
、
県
庁
の
医
務
予
防
課
に

頻
繁
に
相
談
に
行
っ
た
り
、
わ
ず
か
な
ツ
テ

を
頼
り
に
臆
す
る
こ
と
も
な
く
連
絡
を
取
り
、

入
脈
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に

心
い
ま
す
。

　

そ
う
し
て
声
を
か
け
集
ま
っ
て
く
だ
さ
っ

た
メ
ン
バ
ー
の
素
晴
ら
し
か
っ
た
こ
と
。
ス

モ
ン
訴
訟
と
い
う
苫
難
の
患
者
会
活
動
を
長

年
に
わ
た
っ
て
積
ん
で
こ
ら
れ
た
中
西
さ
ん
。

私
か
障
害
者
雇
用
で
採
用
さ
れ
た
職
場
に
お

ら
れ
た
奥
様
が
筋
無
力
症
の
葛
城
さ
ん
ご
夫

妻
。
こ
れ
ま
で
難
病
連
へ
の
理
解
を
得
ら
れ

な
か
っ
た
腎
協
で
し
た
が
会
長
交
代
に
よ
り

新
た
に
就
任
さ
れ
、
積
極
的
に
協
力
を
約
束

し
て
く
だ
さ
っ
た
故
松
田
さ
ん
。
リ
ウ
マ
チ

友
の
会
滋
賀
支
部
を
結
成
す
る
準
備
を
考
え

て
お
ら
れ
た
奥
村
さ
ん
。
偶
然
に
も
松
田
さ

ん
と
奥
村
さ
ん
は
幼
友
達

だ
っ
た
の
も
仲
間
の
絆
を

強
め
ま
し
た
。
ま
た
当
時
、

県
社
会
福
祉
協
議
会
の
部

長
で
あ
っ
た
河
方
さ
ん
。

リ
ウ
マ
チ
の
忠
者
本
入
で

印
刷
や
会
議
の
場
所
、
各

秤
の
助
成
金
な
ど
の
情
報

を
提
供
さ
れ
る
な
ど
多
方

面
に
わ
た
っ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
く
だ
さ
り
、
結
成

肖
初
の
財
源
が
な
く
人
変
だ
っ
た
時
期
、
定

ま
っ
た
事
務
所
も
持
て
ず
困
っ
て
い
た
時
期

を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
目
、
京
都

に
転
居
し
た
後
、
市
町
村
単
位
の
難
病
連
絡

会
を
組
織
し
た
の
で
す
が
人
材
面
で
人
変
苫

労
し
、
当
時
の
滋
貿
難
病
連
の
発
起
人
メ
ン

バ
ー
と
の
巡
り
合
い
が
い
か
に
貴
重
な
も
の

だ
っ
た
か
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
お
か

げ
で
本
格
的
に
準
備
に
か
か
っ
て
わ
ず
か
。
二

ヶ
月
程
と
い
う
短
期
間
に
会
の
結
成
に
こ
ぎ

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
、
振
り
返

る
と
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
た
達
成
感
と
、

と
て
も
充
実
し
て
楽
し
か
っ
た
と
い
う
印
象

が
残
っ
て
い
ま
す
。

司
会

　

念
願
の
会
結
成
と
初
代
会
長
を
引
き

受
け
て
罰
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
の
気
持

ち
は
ど
う
で
し
た
か
。

石
井

　

こ
の
私
に
初
代
会
長
と
い
う
任
が
回
っ

９

7Ｊヽ､４、

故三浦裕子（しがなんれん作業所）

て
き
た
の
は
、
た
だ
最
初
の
声
か
け
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
い
う
だ
け
。
加
え
る
な
ら

当
時
は
ま
だ
若
い
女
性
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
経

歴
と
実
績
を
積
ん
で
お
ら
れ
る
人
た
ち
の
巾

で
、
身
の
ほ
ど
も
わ
き
ま
え
ず
大
役
を
引
受

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

け
れ
ど
も
「
膠
原
病
友
の
会
滋
賀
支
部
」

も
そ
の
二
ヶ
月
前
に
立
ち
Ｌ
げ
て
お
り
、
そ

の
事
務
局
と
膠
原
病
友
の
会
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

長
、
難
病
連
会
長
と
い
う
二
つ
の
役
を
担
い
、

仕
事
も
続
け
て
い
た
口
々
、
夜
什
事
を
終
え

て
帰
る
と
が
務
処
理
や
役
以
と
事
務
辿
絡
に

加
え
、
一
～
二
時
間
も
の
電
話
相
談
。
結
構

マ
ス
コ
ミ
等
に
取
り
Ｌ
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
相
談
電
話
の
数
は
か
な
り
あ
り
、
一
大
決

心
を
し
て
電
話
さ
れ
て
き
た
だ
ろ
う
忠
者
・

家
族
か
ら
の
話
を
い
い
加
減
に
切
る
こ
と
は

で
き
ず
、
夕
食
の
準
備
に
も
取
り
か
か
れ
な

い
ま
ま
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
し
て
夕
食
を
作
る

意
欲
も
食
欲
も
失
く
し
、
疲
れ
果
て
て
寝
て

し
ま
っ
た
こ
と
も
度
々
で
し
た
。
肖
時
は
ま

だ
週
休
。
一
目
制
で
は
な
く
、
唯
。
の
休
日
で

あ
る
‐
曜
‐
も
会
議
や
全
国
行
動
、
時
間
が

取
れ
れ
ば
入
院
先
に
面
会
、
患
者
さ
ん
宅
へ

の
訪
問
と
ゆ
っ
く
り
休
養
す
る
時
間
も
な
く
、

あ
の
当
時
を
振
り
返
る
と
充
実
し
て
い
た
印

象
に
加
え
、
忙
し
さ
に
伴
っ
た
と
ん
で
も
な

い
し
ん
ど
さ
ま
で
も
が
蘇
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
影
響
か
、
滋
賀
難
病
連
を
せ
っ
か
く

　

５

作
り
～
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
組
織
固
め

を
す
べ
き
結
成
の
翌
年
に
は
体
調
を
壊
し
て

し
ま
い
、
役
員
会
に
は
ほ
と
ん
ど
出
席
で
き

な
い
有
様
で
し
た
。
役
に
立
て
な
い
歯
が
ゆ

さ
と
巾
し
訳
な
さ
、
病
気
が
改
＆
‥
さ
れ
る
ど

こ
ろ
か
ど
ん
ど
ん
悪
化
し
て
い
く
こ
と
え
の

焦
り
、
苛
立
ち
。

　

結
成
当
初
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々
は
そ
れ
で

も
私
か
戻
る
の
を
お
待
ち
く
だ
さ
り
、
着
実

に
運
営
を
続
け
て
く
だ
さ
り
と
て
も
救
わ
れ

ま
し
た
が
、
長
期
間
の
入
院
生
活
を
繰
り
返

し
、
明
る
い
兄
通
し
が
持
て
な
い
状
況
が
続

く
と
何
も
で
き
な
い
だ
け
に
会
長
と
い
う
扁

書
き
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
申
し
訳
な
く
、

負
い
‐
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
会
長
不
在
の
指
摘
を
聞
き
、
松

田
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
代
わ
っ
て
腎

協
か
ら
参
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
柳
田
さ

ん
の
評
判
か
ら
、
人
院
中
で
何
も
で
き
な
い

自
分
よ
り
、
よ
り
会
の
運
営
に
貞
献
し
て
く

だ
さ
る
の
で
は
な
い
か
と
会
長
職
を
辞
退
す

る
決
心
を
し
ま
し
た
。

司
会

　

初
め
て
お
闘
き
す
る
話
で
す
が
、
夜

ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と
も
、
休
口
も
、
食
事
も

と
れ
な
い
ほ
ど
の
状
況
や
病
状
ま
で
も
悪
化

さ
せ
る
結
果
を
生
み
出
し
、
あ
な
た
を
追
い

込
ん
で
い
た
こ
と
を
気
付
か
ず
に
い
た
私
た

ち
の
責
任
を
、
今
気
付
い
て
も
遅
い
わ
け



で
す
が
、
肖
時
、
そ
ん
な
素
振
り
も
見
せ
ず

頑
張
っ
て
い
た
姿
に
、
若
さ
へ
の
期
待
と
忙

し
さ
の
中
で
、
難
病
で
あ
る
こ
と
を
失
念
し
、

甘
え
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
一

方
で
は
、
何
も
な
か
っ
た
巾
で
、
こ
う
し
た

会
の
結
成
を
待
ち
望
ん
で
い
た
難
病
患
行
に

と
っ
て
、
あ
な
た
や
会
へ
の
期
待
が
あ
ま
り

に
も
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
病
気
を
持
ち
な
が
ら
の

活
動
の
あ
り
方
、
任
務
分
担
の
必
変
性
等
々
、

組
織
作
り
の
大
切
な
部
分
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
は
、
活
動
の
中

で
特
に
印
象
に
残
っ
た
Ｉ
な
ど
闘
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

石
井

　

一
番
残
念
に
思
う
こ
と
は
、
結
成
当

時
か
ら
会
の
組
織
作
り
に
加
わ
っ
て
く
だ
さ

り
、
遠
く
高
月
町
か
ら
で
も
厭
わ
ず
会
礒
に

出
向
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
滋
賀
ヘ
モ
フ
ィ

リ
ア
友
の
会
「
湖
友
会
」
の
人
た
ち
が
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
訴
訟
の
た
め
に
、
緒
に
行
動
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
り
、
お
顔
を
み
せ
ら
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
結
成
肖

初
、
頻
繁
に
県
庁
の
サ
ロ
ン
に
集
合
し
て
は

県
と
の
話
し
合
い
を
持
っ
た
こ
と
。
当
時
の

意
欲
的
な
姿
勢
が
懐
か
し
く
患
い
出
さ
れ
ま

す
。
京
祁
に
転
居
し
て
初
め
て
滋
貿
県
が
い

か
に
難
病
連
に
協
力
的
だ
っ
た
か
が
わ
か
り

ま
し
た
。
相
談
会
を
開
催
す
る
に
当
た
っ
て
、

対
象
の
特
定
疾
患
患
者
へ
の
相
談
会
の
周
知

を
請
け
負
っ
て
案
内
を
郵
送
し
て
い
た
だ
け

た
こ
と
は
、
何
よ
り
難
病
連
の
信
頼
度
を
高

め
、
会
員
の
増
大
に
結
び
つ
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
ま
た
、
各
保
健
所
上
催
の
柑
談
会

や
難
炳
忠
行
さ
ん
の
カ
ン
フ
″
レ
ン
ス
ヘ
の

同
席
を
要
請
さ
れ
る
な
ど
、
行
政
と
の
関
係

も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

司
会
片
年
で
発
症
す
る
血
友
病
患
行
に
と
っ

て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
へ
の
「
偏
見
」
と
「
差
別
」
は
、

二
度
と
立
ち
上
が
れ
な
い
ほ
ど
の
シ
ョ
。
ク

で
し
た
ね
。
私
も
懇
意
に
し
て
い
た
だ
い
た

だ
け
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
般
的
に
、
難
病
そ
の
も
の
へ
の
「
偏
見
」

や
「
差
別
」
は
、
今
で
も
大
な
り
小
な
り
存

在
し
ま
す
が
、
私
も
薬
害
問
題
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の

人
た
ち
と
交
流
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
問
題

は
患
者
自
身
が
表
に
出
て
立
ち
上
が
る
こ
と

で
解
決
の
道
を
切
り
拓
く
し
か
方
法
が
な
い

よ
う
で
す
ね
。
行
政
の
姿
勢
も
様
変
わ
り
の

方
向
に
あ
り
ま
す
が
、
で
は
、
最
後
に
な
り

ま
す
が
、
難
病
活
動
を
進
め
る
上
で
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
あ
れ
ば
闘
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

吹
か
入
る
こ
と
で
活
動

の
勢
い
、
活
性
化
、
広

が
り
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
長

年
活
勤
し
て
く
だ
さ
っ

て
き
た
方
に
は
そ
の
方

向
性
を
・
誤
ら
な
い
よ
う

見
守
り
、
的
確
に
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
役
割
を
担
っ

て
も
ら
う
。
新
会
員
さ

ん
に
は
常
に
声
を
か
け

;
勿i‘:?

お
誘
い
す
る
よ
う
心
が
け
、
。
部
の
決
ま
っ

た
人
た
ち
の
会
に
な
ら
な
い
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
電
話
相
談
だ
け
で
な
く
積
極
的
に

患
者
さ
ん
の
元
へ
出
か
け
て
い
く
相
談
や
サ

ポ
ー
ト
活
動
を
行
う
こ
と
。

　

自
身
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
体
験

を
通
し
て
、
難
病
患
者
は
困
難
ケ
ー
ス
で
あ

る
こ
と
が
多
く
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
、
本
人
の

意
向
よ
り
家
族
や
介
助
者
の
都
合
が
重
視
さ

れ
る
傾
向
を
感
じ
ま
す
。
会
と
し
て
一
入
一

大
の
難
病
忠
者
が
抱
え
て
い
る
悩
み
や
苫
難

石
井

　

で
は
、
今
後
に
望
む
こ
と
を
闘
い
て

　
　

に
直
接
か
か
わ
り
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で

ト
さ
い
。

　

今
、
私
の
頭
に
あ
る
の
は
、
難
病
連
だ
け

で
な
く
各
疾
病
団
体
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と

で
す
が
、
新
し
い
役
Ｕ
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
、

入
の
流
れ
を
円
滑
に
す
る
こ
と
。
新
し
い
息

少
し
で
も
困
難
性
を
軽
減
で
き
、
敬
遠
さ
れ

な
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。
福
祉
・

氏
療
制
皮
だ
け
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
ソ
フ

ト
の
面
で
の
資
源
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
仁

在
、
患
者
本
大
の
代
弁
者
と
し
て
の
役
割
を

大黒

　

－（しがなんれん作業所）

担
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
患
行
・

家
族
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
存
在
し
続

け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

司
会

　

石
井
さ
ん
お
忙
し
い
中
、
ご
寄
稿
い

た
だ
き
、
貴
市
な
お
話
本
当
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
最
後
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
「
代
弁

者
と
し
て
の
役
割
」
大
い
に
参
考
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
く
言
わ
れ
る
「
金
太
郎
飴
」

的
な
活
動
が
多
い
申
、
肝
に
銘
じ
た
い
ご
心

見
で
し
た
。
お
互
い
に
自
分
の
ペ
ー
ス
を
守

り
な
が
ら
体
の
こ
と
を
考
え
て
生
き
た
い
も

の
で
す
。
お
体
を
人
切
に
さ
れ
、
ご
活
躍
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

司
会

　

。
九
八
六
（
昭
和
六
ト
　
　
）
年
ヒ
月
、

難
病
連
の
結
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

ド
さ
っ
た
腎
協
の
松
川
正
孫
さ
ん
が
急
逝

八

九
八
六
年
六
月

日
）
さ
れ
、
関
係
行

一
同
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
結
成
準

　

６



備
の
段
階
で
、
石
井
さ
ん
と
二
入
で
瀬
田
の

ご
自
宅
を
訪
問
し
た
時
、
笑
顔
で
迎
え
て
く

だ
さ
り
、
快
く
会
結
成
に
賛
同
さ
れ
、
歴
史

あ
る
腎
協
の
賛
同
を
得
た
こ
と
で
非
常
に
心

強
く
思
っ
た
こ
と
や
松
田
さ
ん
の
笑
顔
が
今

で
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
腎
協
か
ら
、

お
顔
も
広
く
素
晴
ら
し
い
方
が
、
松
剛
さ
ん

の
後
任
と
し
て
難
病
述
に
加
わ
っ
て
下
さ
り
、

石
井
さ
ん
の
後
任
と
し
て
第
四
回
総
会
二

九
八
Ｌ
年
五
月
三
ト
ー
目
）
に
て
第
一
。
代
の

会
長
を
引
受
け
て
下
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
「
血
液
入
工
透
析
療
法
」
と
い
う
大
き

な
医
療
規
制
・
生
活
規
制
を
受
け
な
が
ら
、

発
病
当
初
か
ら
患
者
活
動
に
関
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
柳
田
貞
男
さ
ん
（
一
九
八
七
～
一
九
九

）
在
任
）
に
、
会
長
を
引
受
け
て
下
さ
っ
た

当
初
の
こ
と
か
ら
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
れ
で
は
柳
田
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

柳
田

　

そ
れ
で
は
、
会
長
を
引
受
け
る
に
い

た
っ
た
頃
の
こ
と
か
ら
お
話
し
ま
す
。

　

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
ト
二
年
）
第
四
回

の
総
会
で
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
の
血
液
入
工
透
析
療
法
の
始
ま
り
は
昭

和
六
ｊ
－
年
。
月
か
ら
で
あ
り
、
内
部
障
害

（
慢
性
腎
不
全
）
。
級
一
種
の
交
付
も
同
年

一
月
こ
ト
九
口
付
で
し
た
。
障
害
手
帳
を
も

ら
っ
た
時
に
、
こ
の
手
帳
を
持
つ
人
は
生
涯

に
わ
た
っ
て
困
難
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

柳田貞男会長

る
に
ち
が
い
無
い
の
で
、
そ
の
人
達
の
側
に

立
っ
て

　

何
か
の
運
動
に
役
立
ち
た
い
と
考

え
家
入
に
も
そ
の
主
趣
を
伝
え
、
特
に
配
偶

者
か
ら
は
、
こ
の
病
気
の
人
は
残
余
の
命
が

短
い
の
で
、
精
一
杯
や
っ
て
下
さ
い
、
私
も

協
力
し
ま
す
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

透
析
に
入
っ
た
次
の
年
度
に
は
、
私
か
受

療
中
の
瀬
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
の
設
立
に

参
加
し
、
以
来
院
内
の
お
世
話
を
続
け
て
来

ま
し
た
。
特
に
当
時
難
病
連
の
代
衣
を
さ
れ

て
い
た
同
じ
医
院
で
の
透
析
仲
間
の
松
田
正

孫
さ
ん
と
は
懇
意
に
さ
せ
て
も
ら
い
、
長
月

の
人
萱
神
社
の
祭
礼
に
は
、
家
族
共
々
、
人

萱
の
家
へ
誘
っ
て
も
ら
い
、
自
家
製
の
鮒
ず

し
を
振
る
舞
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
七
月
に
な
っ
て
急
逝
さ
れ
て
驚
い
て
い

た
と
こ
ろ
へ
、
後
任
の
代
表
と
し
て
の
話
が

舞
い
込
ん
で
来
ま
し
た
。
そ
の
頃
滋
賀
県
腎

臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
の
役
員
も
し
て
い
た

の
で
、
そ
の
会
を
代
表
し
て
と
い
う
意
味
も

あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
腎
協
会
長
の
田
村
氏

の
諒
解
も
得
て
、
代
表
を
引
き
受
け
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

司
会

　

肖
時
、
懸
案
に
な
っ
て
い
ま
し
た
難

病
辿
事
務
所
の
開
設
（
一
九
八
七
年
）
に
つ

い
て
も
お
話
願
え
ま
す
か
。

柳
田

　

患
者
団
体
と
し
て
、
確
実
な
運
営
を

し
て
い
く
に
は
、
ぷ
務
所
を
持
つ
こ
と
が
人

切
で
あ
り
、
滋
賀
腎
協
も
難
病
連
も
個
人
宅

を
事
務
所
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る

だ
け
県
庁
に
近
い
と
こ
ろ
へ
事
務
所
を
構
え

る
こ
と
を
提
案
し
、
両
嗇
の
ま
務
が
執
れ
る

場
所
を
捜
し
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
も
Ｊ
Ｒ
大

津
駅
よ
り
湖
岸
に
向
う
中
央
通
り
に
、
昔
破

風
様
の
錦
湯
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
。
。
階
建
の

錦
ビ
ル
が
あ
り
、
運
良
く
六
坪
足
ら
ず
の
二

階
の
角
が
空
い
て
い
た
の
で
借
用
し
、
合
同

の
事
務
所
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
闘

所
式
に
は
、
大
津
祭
り
を
主
宰
す
る
四
宮
神

社
の
志
賀
宮
司
に
ご
依
頼
し
て
、
開
所
の
お

祓
い
の
行
事
を
と
り
行
い
ま
し
た
。
そ
の
‐

の
感
激
は
今
で
も
忘
れ
難
い
想
い
出
で
で
す
。

司
会

　

ご
尽
力
の
お
蔭
で
活
動
の
拠
点
と
し

て
の
事
務
所
が
開
設
さ
れ
、
県
内
の
活
動
で

は
厚
生
部
長
と
の
懇
談
、
難
病
対
策
の
県
施

策
へ
の
盛
込
み
な
ど
大
き
な
前
進
面
と
、
大

き
な
視
野
で
活
動
の
あ
り
方
を
追
求
し
、
Ｊ

Ｐ
Ｃ
全
国
集
会
の
滋
賀
で
の
開
催
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ

へ
の
組
織
提
言
な
ど
目
覚
し
い
活
動
の
発
展

が
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
時
期
の
活
動
の
様

子
や
思
い
を
順
次
お
話
し
て
い
た
だ
け
ま
す

　

７

か
。

柳
田

　

難
病
連
の
代
表
に
な
っ
た
の
で
、
難

病
の
法
的
な
施
策
の
柱
と
な
る
通
達
類
を
研

究
す
る
中
に
、
昭
和
四
七
年
十
月
に
発
令
さ

れ
た
「
難
病
対
策
要
綱
」
と
い
う
の
に
出
会

い
ま
し
た
。
こ
の
要
綱
は
た
か
だ
か
Ｉ
Ｏ
行

ぐ
ら
い
の
も
の
で
し
た
が
、
そ
の
時
の
政
府

が
と
り
組
む
、
難
病
へ
の
対
策
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　

「
難
病
は
そ
の
発
症
の
原
囚
が
不
明
で
あ

り
、
そ
の
治
癒
へ
の
道
が
確
定
し
て
い
な
い

も
の
」
と
し
、
特
定
の
疾
患
と
し
て
国
が
研

究
班
を
設
け
て
解
明
し
て
い
く
、
と
い
う
も

の
で
す
。
次
に
、
社
会
的
、
経
済
的
、
生
活

上
の
困
難
を
伴
う
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
血

液
人
工
透
析
、
血
友
病
、
薬
害
エ
イ
ズ
の
三

疾
患
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
配
慮
を
行
う
も

の
で
あ
り
、
当
面
寝
た
き
り
の
疾
病
者
は
こ

の
要
綱
に
含
ま
な
い
等
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ

と
も
あ
っ
て
。
。
。
つ
の
特
定
疾
病
に
は
障
害
者

手
帳
が
交
付
さ
れ
、
更
正
医
療
の
適
用
と
な

り
一
般
難
病
は
、
研
究
班
の
発
足
し
た
難
病

と
、
そ
の
他
の
難
病
に
分
離
さ
れ
、
そ
の
後
の

疾
病
対
策
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ｐ
Ｃ
全
国
交
流
集
会

　
　
　
　
　
　

（
一
九
八
八
年
）

Ｊ
Ｐ
Ｃ
（
口
本
患
者
・
家
族
団
体
協
議
会
）



の
全
国
集
会
を
滋
賀
県
で
と
の
呼
び
か
け
に

応
え
「
口
本
の
医
糠
・
福
祉
と
患
者
運
動
を

考
え
る
全
国
交
流
集
会
八
八
年
」
を
役
員
会

で
決
定
し
、
実
行
委
員
長
を
お
引
受
け
し
て

準
備
に
入
り
ま
し
た
。
開
催
前
年
度
の
交
流

集
会
は
柵
鵬
県
一
一
本
松
巾
岳
温
泉
で
あ
り
葛

城
事
務
局
長
が
参
加
し
、
実
態
の
視
察
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
同
交
流
会
に
は
全
国
行

事
と
し
て
県
助
成
金
。
。
。
ト
万
円
、
大
津
巾
は

通
常
県
の
Ｉ
／
２
の
と
こ
ろ
こ
ト
万
円
の
助

成
を
決
定
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
九
八
八
年
（
昭
和
六
ト
三
年
）
ト
ー
月

　
　
　
九
日
ｃ
ｙ
．
。
ト
日
の
両
日
び
わ
湖
ツ
ー
リ
ス

ト
ホ
テ
ル
で
行
い
、
ト
九
‐
の
総
公
は
。
階

で
昼
食
は
二
階
で
行
い
幕
間
に
市
民
協
力
の

大
正
琴
演
奏
で
盛
り
上
が
っ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。

　

全
国
人
会
を
引
受
け
て
開
催
す
る
こ
と
に

は
、
そ
の
後
の
会
の
活
性
化
も
あ
り
、
苦
労

は
あ
っ
た
が
有
益
で
し
た
。

　

そ
の
間
、
抱
き
し
め
て
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ
の

行
事
が
あ
り
肖
会
会
員
八
名
の
参
加
と
共
に

京
阪
神
か
ら
こ
万
六
千
入
が
参
加
し
て
、

「
抱
き
し
め
て
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ
」
で
び
わ
こ

学
園
建
投
資
金
の
協
力
を
し
た
の
で
し
た
。

Ｊ
Ｐ
Ｃ
へ
の
組
織
提
言

　
　
　
　
　
　

二
九
八
八
年
）

同
年
Ｊ
Ｐ
Ｃ
幹
事
と
な
っ
た
幹
事
会
で
組

織
の
問
題
を
提
言
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
在

東
京
の
患
者
団
体
を
中
心
と
し
て
組
織
さ
れ
、

地
方
組
織
を
持
っ
て
い
な
い
団
体
で
あ
り
、

他
方
各
府
県
に
は
各
々
難
病
連
が
あ
っ
て
、

地
域
難
病
連
と
し
て
全
国
交
流
集
会
を
開
催

し
て
い
る
実
情
か
ら
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
中
に
全
国

団
体
部
会
と
地
域
部
会
に
分
け
る
提
案
を
し

ま
し
た
が
、
前
者
の
団
体
意
見
が
強
く
、
意

見
と
し
て
は
尊
重
す
る
が
本
格
的
論
議
に
は

な
ら
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
各
地
方
に
は
府
県

の
政
策
へ
の
要
求
も
あ
り
、
そ
の
部
分
の
交

流
が
無
く
、
い
つ
も
全
国
問
題
に
片
寄
る
議

論
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

五
周
年
記
念
誌
の
発
行

　
　
　
　
　
　
　

（
一
九
八
九
年
）

　

団
体
が
何
を
目
指
し
、
ど
ん
な
活
動
を
し

て
い
る
か
を
広
報
す
る
の
は
、
社
会
的
に
存

在
す
る
団
体
と
し
て
は
肖
然
の
こ
と
で
あ
り
、

発
行
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
び
わ
湖
ツ
ー
リ
ス
ト

ホ
テ
ル
で
実
施
し
た
の
も
、
記
憶
に
残
っ
て

い
ま
す
。
会
と
し
て
は
両
期
的
な
行
事
で
し

た
。事

務
所
の
再
移
転

　

二
九
八
九
年
～
一
九
九
〇
年
）

　

県
腎
協
は
常
用
雇
用
者
が
い
る
た
め
、
大

津
市
更
生
会
か
ら
強
い
要
請
を
受
け
て
、
大

津
市
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階
に
入
居

し
て
合
同
の
事
務
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
な

り
、
滋
賀
難
連
は
単
独
の
事
務
所
を
維
持
す

る
財
政
基
盤
が
な
か
っ
た
の
で
、
1
1
　
　
む
を
得

ず
移
転
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
と
な
っ
た
の

で
す
。
幸
い
石
井
役
員
の
尽
力
で
9
2
津
市
野

村
町
の
個
人
所
有
の
住
宅
を
借
り
受
け
事
務

所
移
転
が
あ
り
、
更
に
翌
年
に
は
奥
村
役
員

の
厚
意
で
ご
所
有
の
マ
ン
シ
ョ
ン
（
栗
東
市

目
川
）
の
一
室
を
借
り
ら
れ
、
以
来
安
定
し

た
公
議
等
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

県
へ
の
要
望
と
県
厚
生
部
長
と

の
懇
談

　
　
　

（
一
九
八
八
年
）

　

こ
の
頃
県
厚
生
部
長
と
の
話
し
合
い
が
持

た
れ
、
難
病
の
実
情
を
聴
取
し
て
も
ら
い
、

関
係
部
局
者
の
出
席
も
あ
っ
て
、
そ
の
後
の

毎
年
の
行
事
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
私
の
配

偶
者
の
友
人
で
あ
る
保
健
婦
の
今
江
寿
子
さ

ん
に
相
談
員
と
し
て
参

加
し
て
も
ら
い
、
相
談

制
度
が
確
立
し
た
。
そ

の
頃
行
政
（
国
の
施
策
）

も
難
病
の
施
策
を
保
健

所
の
地
域
で
の
難
病
患

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
活

発
に
な
り
、
特
に
水
口
、

八
‐
巾
、
彦
根
、
木
之

本
な
ど
の
難
病
柑
談
が
、

県
難
病
連
と
の
共
催
の
形
で
実
現
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

難
病
対
策
の
県
施
策
へ
の
盛
り

　

込
み

　
　

二
九
九
一
年
）

　

当
峙
私
は
（
社
）
滋
賀
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
の
副
会
長
を
し
て
お
り
、
政
策
批
当

役
員
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
第
。
次
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
。
第
一
一
次
び

わ
こ
障
害
行
プ
ラ
ン
、
滋
賀
県
障
肖
者
基
本

構
想
二
〇
。
０
等
の
各
策
定
委
員
と
し
て
計

両
に
参
画
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
平

成
五
年
十
二
月
の
障
Ｉ
者
基
本
計
画
の
改
訂

時
に
参
議
院
で
の
附
帯
決
議
に
「
難
病
忠
者
、

白
‥
閉
症
は
こ
の
法
律
の
範
囲
に
入
る
」
と
の

主
旨
を
体
し
、
県
障
害
者
施
策
の
中
に
難
病

患
者
へ
の
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

例
え
ば
県
立
障
害
者
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
難

病
手
帳
所
有
者
も
無
料
で
自
山
に
使
用
す
る

小室美津子（しがなんれん作業所）

８



こ
と
が
出
来
る
な
ど
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

後
各
施
策
に
難
病
対
策
が
入
っ
て
く
る
の
で

し
た
。

司
会

　

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
こ
の
間
に

滋
賀
難
病
連
の
運
動
、
活
動
の
あ
り
方
の
礎

が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
、
ご
寄
稿
い
た
だ
き
本
当
に

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
健
康
に
留
意
さ
れ

て
、
滋
賀
難
病
辿
を
今
後
も
見
守
っ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

柳
田
さ
ん
の
後
任
と
し
て
第
。
。
。
代
の
会
長

を
引
受
け
て
頂
い
た
の
は
、
同
じ
く
県
腎
協

の
会
長
を
な
さ
っ
て
い
た
人
橋
征
入
さ
ん

（
一
九
九
三
～
。
九
九
七
在
任
）
で
し
た
。

私
も
柳
田
さ
ん
が
会
長
に
な
ら
れ
た
後
、
京

滋
の
ス
モ
ン
の
役
‥
口
を
し
て
い
ま
し
た
の
で

県
内
の
活
動
は
故
人
と
な
ら
れ
た
柳
井
兄
さ

ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
お
り
、
は
じ
め
て

お
聞
き
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
人
橋
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
橋

　

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
難
連
の
葛
城
さ

ん
が
お
見
え
に
な
り
、
会
長
の
在
任
時
代
の

思
い
出
な
ど
掲
核
し
た
い
の
で
原
稿
を
と
。
ｄ

わ
れ
、
思
い
め
ぐ
ら
す
刺
と
な
り
ま
し
た
。

　

月
‐
の
経
つ
早
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

ト
年
ひ
と
昔
と
Ｉ
．
。
。
‥
い
ま
す
が
、
私
か
会
長
を

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
１
　
成
程
年

か
ら
の
四
年
間
の
事
で
、
記
憶
も
薄
れ
て
い

ま
す
が
特
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
書

大橋征人会長

い
て
み
ま
し
た
。

　

私
は
腎
不
令
患
者
で
（
社
）
滋
賀
県
腎
臓

病
忠
者
福
祉
協
会
に
属
し
、
難
迪
と
の
関
係

は
昭
和
六
ト
。
。
。
年
か
ら
で
し
た
。
こ
の
時
こ

ん
な
に
多
く
の
難
病
が
あ
り
、
。
疾
病
の
忠

行
さ
ん
が
少
数
の
た
め
患
者
さ
ん
の
声
が
行

政
に
届
か
ず
、
苦
労
な
さ
っ
て
い
る
こ
と
を

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
胆
成
瓦
年
、
会
長
の

柳
田
さ
ん
よ
り
私
の
代
わ
り
に
会
友
を
、
と

言
わ
れ
人
変
困
り
ま
し
た
。

　

柳
田
さ
ん
は
、
指
導
力
、
行
動
力
、
知
名

度
と
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
人
変
優
れ
た
方
で

現
在
の
難
辿
の
爪
礎
を
作
ら
れ
た
方
で
す
。

ど
う
し
た
も
の
か
と
考
え
な
が
ら
難
連
の
役

員
会
に
臨
み
ま
し
た
。
役
員
さ
ん
の
励
ま
し

と
、
全
員
で
協
力
す
る
か
ら
と
温
か
い
お
。
。
。
‥

葉
を
い
た
だ
き
、
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に

な
り
、
責
任
の
屯
さ
に
困
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

　

当
時
、
会
の
業
務
と
し
て
引
き
継
い
だ
こ

と
は
、
①
月
。
日
凹
の
役
貝
会

　

②
滋
賀
県
へ

の
要
望
活
動
③
各
保
健
所
と
協
力
し
あ
っ

て
の
難
病
相
談
公

　

④
機
関
誌
「
し
が
な
ん

れ
ん
」
の
允
行

　

⑤
川
会
砧
願
糾
名
等
が
ド

な
剌
業
だ
っ
た
様
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

当
時
困
っ
て
い
た
Ｉ
に
、
ｌ
ｊ
務
所
が
ほ

し
い
（
公
的
場
所
に
）
・
活
動
資
金
不
足

・
難
病
忠
者
さ
ん
の
福
祉
の
向
1
　
･
等
が
あ
り

ま
す
。
特
に
重
要
課
題
と
し
て
取
細
み
ま
し

た
。

　

私
が
就
任
し
た
時
は
、
Ｉ
務
所
は
日
本
リ

ウ
マ
チ
友
の
会
滋
貿
支
部
長
の
奥
村
様
の
ご

好
意
で
マ
ン
シ
ョ
ン
の
。
室
を
お
借
り
し
て

い
ま
し
た
。
現
在
も
作
業
所
と
し
て
お
借
り

し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
二
年
ほ
ど
し
て
、
県

へ
の
要
望
が
実
り
公
的
機
関
に
Ｉ
務
所
を
開

設
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
（
滋
賀
県
し
心

身
障
害
児
総
介
戦
育
セ
ン
タ
ー
内
）
一
同
大

変
感
激
し
難
病
柑
談
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

月
一
回
の
役
員
会
で
は
、
各
会
の
困
っ
て
い

る
Ｉ
な
ど
熱
心
に
討
議
し
ま
し
た
。
病
気
に

よ
っ
て
条
件
が
異
な
る
難
し
さ
、
保
健
所
と

提
携
し
て
各
地
区
の
患
者
さ
ん
に
直
接
お
会

い
し
、
難
病
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
年
に
。

皮
機
関
誌
「
し
か
な
ん
れ
ん
」
を
発
行
し
ま

し
た
。

　

国
会
請
願
署
名
活
動
は
、
県
民
の
皆
様
に

御
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
催
し
公
場
な
ど
に

行
き
、
心
接
巾
民
の
杵
様
に
訴
え
署
名
を
哨

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
何
と
。
一
昌
っ
て
も
資
金
不
足
で
す
。
９

役
八
さ
ん
の
活
動
は
交
通
費
も
出
廿
な
い
状

態
で
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
今
も
同
じ
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
民
間
企
業

の
力
を
お
借
り
し
て
各
町
内
に
回
覧
を
ま
わ

し
物
品
の
販
売
に
収
糾
み
ま
し
た
が
、
思
う

よ
う
な
資
金
集
め
に
成
ら
ず
や
め
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
資
金
集
め
の
難
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
地
道
な
活
動
の
成
火
も
あ
っ

て
、
民
間
柚
祉
振
興
財
団
よ
り
助
成
金
が
頃

け
る
よ
う
に
な
り
、
本
当
に
助
か
っ
た
よ
う

に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
為
、
何
処
に
患
者

さ
ん
が
川
ら
れ
る
の
か
関
係
機
関
か
ら
教
え

て
も
ら
え
ず
、
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
た
が
も

記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
残
念
だ
っ

た
Ｉ
は
、
私
は
。
‐
に
門
～
。
１
１
八
回
治
療
が
必

要
な
為
、
遠
方
や
泊
り
が
け
の
会
議
な
ど
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
μ
で
す
。
そ
の
都
度
私

に
代
わ
り
役
は
さ
ん
に
参
加
川
い
た
Ｉ
な
ど
、

［
日
分
の
身
体
の
悪
さ
を
恨
め
し
く
思
っ
た
Ｉ

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
円
年
問
の
任
期
の

中
で
、
。
度
だ
け
泊
り
が
け
の
会
議
に
参
加

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
平
成
Ｌ
年
の
。
刈
ト

門
‐
と
ト
斤
目
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
関
西
地
区
ブ
ロ
ッ

ク
交
流
会
で
神
戸
ワ
イ
ン
城
へ
行
き
ま
し
た
。

関
。
山
‥
地
区
の
役
‥
ロ
さ
ん
が
に
に
ト
名
ぐ
ら
い
の

参
加
行
で
各
県
の
収
組
み
や
、
問
題
点
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
余
り
に
も
心
見



が
多
く
峙
間
が
足
り
な
か
っ
た
り
と
杵
さ
ん

が
病
入
で
あ
り
な
が
ら
、
仲
間
を
思
う
気
持

ち
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
驚
い
た
こ
と

は
、
。
。
日
後
の
ト
七
日
の
阪
神
淡
路
大
震
災

が
お
こ
っ
た
Ｉ
で
す
。
も
し
。
。
‐
集
会
が
遅

か
っ
た
ら
、
私
達
は
ど
う
な
っ
て
い
た
だ
ろ

う
と
思
う
と
ソ
ー
と
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
し
て
こ
ん
な
T
"
も
あ
り
ま
し
た
。
介
併

症
の
た
め
体
調
を
く
ず
し
入
院
中
に
雌
連
の

総
会
が
あ
り
、
お
医
者
さ
ん
に
無
理
を
言
っ

て
病
院
か
ら
総
会
会
場
へ
行
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
先
生
か
ら
「
人
橋
さ
ん
も
人
変

だ
な
１
、
自
分
の
身
体
の
事
も
考
え
ん
と
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
門
年
間
、
多
く
の
方
々
に
お
会
い
し
、

お
話
を
し
て
感
じ
た
刺
は
、
認
定
さ
れ
て
い

陽子（しがなんれん作業所）福里

な
い
難
病
も
多
く
、

病
気
に
よ
っ
て
症
状

も
様
々
で
匙
‥
痛
も
様
々

で
あ
る
が
、
役
員
の

皆
様
は
人
変
な
パ
ン

デ
ー
を
持
ち
な
が
ら
、

明
る
く
元
気
に
精
．

杯
頑
張
っ
て
お
ら
れ

る
こ
と
に
私
自
身
大

き
な
力
を
．
泊
い
て
活

動
し
た
様
に
思
い
ま

す
．

　

し
か
し
私
は
、
難
病
と
。
り
ス
。
日
い
方
は
好

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
難
病
認
定
を
受
け
る

と
訪
う
事
は
裏
を
返
せ
ば
、
現
在
医
療
で
は

完
治
し
な
い
治
ら
な
い
と
言
う
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

私
達
腎
不
全
患
者
も
、
一
目
。
透
析
医
療
を

始
め
る
と
週
と
同
休
む
こ
と
な
く
終
生
受
け

続
け
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
人
変
な

沁
痛
と
負
批
が
家
族
を
巻
き
込
ん
で
続
く
Ｉ

に
な
り
ま
す
。
望
む
事
は
難
病
患
者
す
べ
て

が
、
何
時
で
も
、
ど
こ
で
も
、
安
心
し
て
充

分
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
事
で

す
。
し
か
し
。
番
望
む
Ｉ
は
、
。
‐
も
早
く

完
治
医
療
が
可
能
に
な
り
難
病
と
い
う
言
葉

が
無
く
な
る
事
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
な
く
て
も
、
難
病

な
ど
の
弱
者
に
な
れ
ば
、
行
政
の
方
か
ら
救

い
の
手
を
延
ば
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
と

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
難
連
の
役
員
さ
ん
は
、
実
に
良
く

が
ん
ば
る
。
ど
こ
か
ら
こ
の
力
が
生
ま
れ
る

の
考
え
ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
で
す
。
こ
う
言
う

人
達
が
い
る
お
陰
で
今
‐
が
あ
る
の
だ
ろ
う

と
私
は
感
じ
る
と
と
も
に
大
変
良
い
勉
強
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
四
年
間
だ
っ
た
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
。
‐
も
１
　
１
ｒ
く
難
病
で
盾
‥
し
ん
で

お
ら
れ
る
人
が
無
く
な
る
日
が
来
る
■
-
＋
と
、

み
ん
な
が
夢
多
き
未
来
あ
る
入
生
か
送
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

役
八
の
杵
様
は
、
こ
れ
か
ら
も
充
分
お
身

体
に
気
を
つ
け
て
難
連
の
発
展
と
患
者
さ
ん

の
為
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
心
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。
ま
と
ま
り
の
無
い
話
に
な

り
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

司
会

　

大
橋
さ
ん
本
当
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
透
析
と
い
う
医
療

規
制
、
生
活
規
制
が
あ
る
中
で
、
ご
心
労
頂

い
た
こ
と
あ
ら
た
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

お
身
体
に
充
分
ご
留
意
い
た
だ
き
今
後
も
温

か
く
難
病
迪
の
活
動
を
見
守
っ
て
。
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

大
橋
会
長
の
後
を
受
け
て
第
四
代
会
長
に

は
、
故
入
と
な
ら
れ
て
い
ま
す
同
じ
く
腎
協

の
芝

　

木
廣
さ
ん
（
一
九
九
Ｌ
～
。
九
九
八

在
任
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
芝
さ

ん
の
在
任
期
間
中
、
事
務
局
長
と
し
て
コ
ン

ビ
を
糾
ま
れ
て
い
た
現
理
Ｉ
長
の
森
令
ｆ

さ
ん
か
ら
、
芝
さ
ん
の
ご
只
柚
を
お
祈
り
す

る
と
共
に
当
時
を
偲
ん
で
芝
さ
ん
の
ご
活
躍
、

お
入
柄
、
難
病
を
取
り
巻
く
様
ｆ
な
ど
思
い

出
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

末廣氏芝故

森

　

．
九
九
七
年
、
大
橋
会
長
の
後
を
受
け

芝
さ
ん
が
就
任
さ
れ
、
私
が
が
務
川
を
預
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
忠
者
会
の
運
営
に
つ

い
て
は
、
一
年
間
の
流
れ
を
把
捉
し
て
い
た

つ
も
り
で
し
た
が
、
難
病
連
の
運
動
は
全
く

と
。
。
。
‥
つ
て
い
い
ほ
ど
違
う
も
の
で
、
何
を
ど

う
し
て
良
い
の
か
分
ら
ず
、
今
ま
で
会
友
や

が
務
局
長
に
頼
り
、
任
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
忠
い
知
り
ま
し
た
。

　

芝
会
長
と
は
、
遡
れ
ば
私
か
ま
だ
物
心
付

く
か
付
か
な
い
か
の
幼
い
頃
、
よ
く
お
会
い

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
私
か
生
ま
れ
た
当
時

は
酪
農
で
牛
を
創
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時

の
お
仲
間
た
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
そ
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れ
ぞ
れ
職
も
変
わ
り
ま
し
た
の
で
お
会
い
す

る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
不
思
議
な

ご
縁
で
、
難
病
連
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
会
長
、

事
務
局
長
と
い
う
形
で
お
会
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

幸子理事長森

　

こ
の
頃
の
運
動
で
。
番
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
な
ん
と
Ｉ
．
。
。
‥
つ
て
も
、
特
定
疾
患
治

療
研
究
Ｉ
業
に
患
行
負
批
が
導
人
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
発
病
以
来
、
私
は
こ
の
公
費
負
担

制
度
の
お
陰
で
安
心
し
て
治
療
を
続
け
る
こ

と
が
出
来
て
い
ま
し
た
。
こ
の
制
度
が
生
ま

れ
る
ま
で
の
、
ス
モ
ン
か
ら
始
ま
る
難
病
の

歴
史
を
聞
き
、
命
を
か
け
た
闘
い
を
知
っ
て
、

な
ん
と
し
て
も
こ
の
制
度
は
守
り
ぬ
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
く
思
い
ま
し
た
。

検
査
や
治
療
が
必
要
な
私
た
ち
に
と
っ
て
、

自
己
負
担
の
導
人
は
命
を
削
る
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
問
題
で
し
た
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
を
中
心
に

展
開
し
た
「
私
た
ち
を
病
院
か
ら
遠
ざ
け
な

い
で
！
」
と
い
う
患
者
負
担
導
入
反
対
運
動

は
全
国
で
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

医
師
会
や
病
院
協
会
、
各
病
院
を
廻
り
、
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
を
お
願
い
し
、
令
国
各
地
か

ら
国
へ
反
対
の
ハ
ガ
キ
大
運
動
を
展
開
し
ま

し
た
。
私
た
ち
難
病
連
も
中
ノ
島
公
会
堂
を

埋
め
つ
く
し
た
。
九
八
近
畿
総
決
起
集
公
で

も
。
反
対
を
訴
え
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
県
議
会
に
も
お
願
い

し
、
国
へ
意
見
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
も
な
り
ま
し
た
。
結
火
は
ど
う
し
て
も

自
己
負
批
の
導
入
を
防
ぐ
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
長
い
粘
り
と
全
国
に
広
が
っ

た
運
動
の
成
果
で
、
所
得
に
応
じ
た
負
批
の

導
人
と
な
り
、
国
か
ら
。
。
。
‥
え
ば
当
初
の
ｆ
定

よ
り
随
分
低
い
額
で
の
自
己
負
担
の
導
入
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
患
者
に
と
っ

て
は
将
来
の
不
安
が
人
き
く
な
る
始
ま
り
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
阪
で
開
催
さ
れ
た
。
九
七
年
の
Ｊ
Ｐ
Ｃ

全
国
患
者
・
家
族
集
会
に
は
ト
１
　
］
名
が
参
加

し
、
翌
年
羽
年
の
高
知
へ
は
じ
名
が
参
加
し
、

全
国
の
仲
間
と
熱
い
思
い
を
確
認
し
合
い
ま

し
た
。
連
帯
の
力
が
伝
わ
り
、
心
強
く
、
地

域
で
の
迦
動
も
よ
り
活
発
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

ま
た
ｙ
年
に
は
、
「
難
病
患
者
等
居
宅
生

活
支
援
Ｉ
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
巾
町
村
で

も
難
病
に
つ
い
て
収
り
糾
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
県
が
担
っ
て
き
た
難
病
対

策
は
、
巾
町
村
で
は
ど
こ
に
ど
の
く
ら
い
の

患
行
さ
ん
が
住
ん
で
お
ら
れ
る
の
か
把
捉
す

る
こ
と
も
出
来
ず
、
制
皮
が
出
来
て
も
川
知

さ
れ
ず
、
只
体
的
に
利
川
し
よ
う
と
し
て
も

制
度
Ｌ
の
問
題
も
あ
っ
て
使
い
に
く
い
制
度

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
巾
、

地
域
の
保
健
所
で
の
医
療
講
演
や
交
流
会
は

活
発
に
間
催
し
て
い
た
だ
き
、
あ
る
保
健
所

で
は
、
令
疾
忠
を
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
開
催
す
る
収
り
組
み
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
も
保
健
所
か
ら
の
依
頼
に
、
年

間
。
。
。
十
川
を
超
え
る
協
力
を
し
、
当
事
行
が

甲
む
催
し
を
共
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
看
護
学
校
や
臥
療
柚
祉
の
各

分
野
、
入
権
問
題
な
ど
様
々
な
と
こ
ろ
か
ら
、

授
業
や
公
開
セ
ミ
ナ
ー
で
の
講
演
の
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。
障
Ｉ
や
柚
祉
、
ま
ち
づ
く
り

と
い
っ
た
様
々
な
会
議
に
も
出
席
し
、
難
病

や
医
療
の
分
野
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、

生
活
者
と
し
て
生
活
全
体
に
関
わ
る
問
題
と

し
て
考
え
て
い
く
、
そ
の
こ
と
を
訴
え
て
い

く
機
会
を
得
ら
れ
た
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
巾
、
難
病
ゆ
え
に
誤
解
や
偏

見
も
あ
り
、
時
に
は
、
患
者
白
目
身
が
名
前
を

出
し
、
顔
を
出
し
て
運
動
す
る
こ
と
で
、
‐

分
だ
け
で
な
く
、
家
族
ま
で
も
が
傷
つ
く
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
署
名
珊
動
に
「
あ
な
た

達
を
た
す
け
る
と
こ
と
で
私
た
ち
の
税
金
が

Ｌ
か
る
の
は
困
る
」
と
・
。
。
。
‥
わ
れ
、
国
民
全
体

の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
難
し
さ
に
直

而
し
た
り
も
し
ま
し
た
。
。
つ
。
つ
の
課
題

に
「
ど
う
し
た
ら
え
え
や
ろ
な
あ
」
と
守
山

の
事
務
所
で
、
い
つ
も
着
実
に
じ
っ
く
り
と

考
え
て
こ
ら
れ
た
芝
会
長
の
姿
を
思
い
出
し

ま
す
。
そ
ん
な
芝
会
長
が
笑
顔
を
見
せ
る
の

は
、
奥
様
の
ｒ
料
理
の
お
弁
当
を
広
げ
て
お

ら
れ
る
と
き
で
し
た
。
透
析
を
受
け
、
養
生

千鶴（しがなんれん作業所）田平

し
な
が
ら
運
動
を
進
め

て
こ
ら
れ
た
芝
会
艮
の

支
え
も
ご
家
族
で
あ
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
の
難
病
の
諸
問
也

を
、
芝
公
長
は
ど
の
よ

う
に
見
て
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
介
護
保
険

制
度
や
障
害
者
［
目
し
支

援
法
な
ど
に
よ
っ
て
、

介
助
の
選
択
肢
は
増
え

１１



ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
制
度
が
使
え

な
い
谷
間
の
も
の
や
、
使
い
た
く
て
も
費
用

負
担
が
必
要
な
た
め
に
使
う
こ
と
が
出
来
な

い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
原
因
も
分
ら
ず
発

症
す
る
難
病
。
準
備
す
る
間
も
な
く
進
行
す

る
難
病
。
生
き
る
こ
と
に
遠
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
現
状
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い

け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
医
療
制
度
の
改

悪
は
誰
の
た
め
の
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。
国

民
の
命
と
生
活
を
守
る
べ
き
と
こ
ろ
が
お
か

し
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
在
、
私
た
ち

の
運
動
は
生
き
る
た
め
に
一
番
大
事
な
こ
と

を
見
落
と
す
こ
と
な
く
、
世
論
を
巻
き
込
ん

で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
芝
さ
ん
も

き
っ
と
千
の
風
に
な
っ
て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

司
会

　

森
さ
ん
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
何
時
も
患
者
一
人
一
入
を
原
点
と
し
て

大
切
に
運
動
を
す
す
め
て
こ
ら
れ
た
芝
会
長

も
、
最
近
の
状
況
を
「
ど
う
し
た
ら
え
え
や

ろ
な
あ
」
と
千
の
風
に
な
っ
て
「
患
者
一
入

一
入
を
原
点
に
し
な
が
ら
、
も
っ
と
も
っ
と

大
き
な
視
野
で
・
・
・
」
と
空
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
。

早
く
安
心
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
も
の
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

艮
年
続
い
た
大
き
な
組
織
か
ら
の
会
長
就

任
か
ら
、
第
几
代
会
長
に
は
、
稀
少
難
病
の

会
「
お
お
み
」
か
ら
人
島
晃
司
さ
ん
（
一
九

九
九
～
二
〇
〇
五
在
任
）
が
就
任
し
て
ト
さ

い
ま
し
た
。
「
法
入
格
」
を
取
得
し
、
会
長

か
ら
理
事
長
と
呼
び
名
も
一
新
す
る
わ
け
で

す
が
、
こ
の
問
の
様
子
な
ど
大
島
さ
ん
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
島

　

私
は
一
九
九
九
年
第
十
六
回
総
会
か

ら
会
長
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
全
国

組
織
を
持
つ
腎
臓
病
協
会
か
ら
選
出
さ
れ
た

役
員
が
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
内
部
事
情
に

よ
り
こ
の
年
よ
り
選
出
を
見
送
る
こ
と
に
な

り
、
次
期
会
長
を
誰
に
す
る
か
役
員
会
で
の

話
し
合
い
の
中
、
私
は
、
や
は
り
大
き
な
組

織
の
人
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

た
の
で
す
が
、
動
き
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
、

全
員
で
協
力
し
て
い
く
と
い
う
条
件
で
、
稀

少
難
病
の
会
と
い
う
小
さ
な
組
織
で
あ
っ
て

も
何
と
か
し
て
行
こ
う
と
引
き
受
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
ど
う
し
て
行
っ
た
ら
良
い
の

か
ま
っ
た
く
分
ら
ず
引
き
受
け
た
わ
け
で
す

が
、
一
つ
だ
け
持
っ
て
い
た
考
え
は
「
難
病

患
者
の
解
放
を
目
指
す
運
動
」
と
い
う
こ
と

大島晃司理事長

で
、
取
り
糾
ん
で
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

今
の
流
行
の
言
葉
で
言
え
ば
「
難
病
忠
者
の

自
立
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。
そ
れ

で
も
何
か
ら
手
を
つ
け
て
い
け
ば
い
い
の
か

分
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
幸
い
前
年
Ｊ

Ｐ
Ｃ
全
国
交
流
集
会
で
「
ニ
ト
ー
世
紀
を
め

ざ
し
て
が
ん
ば
れ
難
病
患
者
口
本
一
周
激
励

マ
ラ
ソ
ン
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
成
っ
て
い

た
の
で
、
こ
れ
を
ま
ず
成
功
さ
せ
る
と
い
う

大
き
な
目
標
が
あ
り
ま
し
た
。

　

難
病
や
難
病
の
患
者
会
を
多
く
の
入
々
に

知
っ
て
も
ら
い
、
患
者
や
そ
の
家
族
を
励
ま

し
な
が
ら
全
国
四
ヒ
都
道
府
県
を
マ
ラ
ソ
ン

で
結
び
、
知
事
に
面
会
要
望
書
を
手
渡
す
と

い
う
壮
大
な
目
標
が
あ
り
ま
し
た
。
通
し
ラ

ン
ナ
ー
滓
本
和
雄
、
サ
ポ
ー
ト
ラ
ン
ナ
ー
佐

藤
貞
吾
、
カ
メ
ラ
マ
ン
安
部
重
賞
各
氏
の
協

力
を
得
、
１
　
］
月
二
十
五
日
北
海
道
を
出
発
し

ま
し
た
。
滋
賀
県
難
病
連
は
ま
ず
資
金
集
め
、

関
係
機
関
と
の
協
議
、
コ
ー
ス
、
広
報
の
四

部
門
に
分
か
れ
実
行
委
員
会
を
組
織
、
準
備

を
整
え
ま
し
た
。
九
月
十
七
］
福
井
県
か
ら

引
き
継
い
だ
時
に
は
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

二
十
‐
県
庁
玄
関
前
広
場
に
は
難
病
忠
者
・

家
族
そ
の
他
市
民
を
含
め
八
十
入
余
り
で
集

会
を
持
ち
、
知
事
に
面
会
要
望
書
を
手
渡
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
後
京
都
に
引
き

継
ぎ
、
卜
一
月
ニ
ト
六
‐
に
は
で
一
八
日
間

を
走
り
ぬ
い
た
一
行
を
全
国
の
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
仲

間
二
五
〇
人
が
厚
生
宵
前
で
出
迎
え
交
流
集

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
。
大
イ
ベ
ン
ト

で
難
病
の
患
者
会
の
存
在
を
全
国
の
人
々
に

知
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
年
滋
賀
難
連
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
す
る

こ
と
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
事
務
所

の
上
目
使
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

県
と
の
話
し
合
い
で
な
か
な
か
聞
き
入
れ
て

も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
瓦
月
国
会
請

願
行
動
の
折
、
国
会
議
員
に
話
し
て
み
る
と
、

そ
の
場
で
県
に
「
何
と
か
な
ら
な
い
か
」
と

電
話
し
て
頂
け
ま
し
た
。
そ
の
後
も
県
と
話

し
合
い
を
進
め
ヒ
月
よ
り
使
用
す
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
国
会
議
員
と

は
そ
ん
な
も
の
か
と
複
雑
な
気
持
ち
も
あ
り

ま
し
た
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
あ
り
か
た

い
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
実
績
を
残
す
意
味

も
含
め
、
頻
繁
に
上
口
使
用
を
続
け
た
こ
と

も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

　

二
〇
〇
〇
年
第
ト
七
回
総
会
で
、
「
私
た

ち
難
病
患
者
に
と
っ
て
は
、
病
気
を
理
由
に

仕
事
を
追
わ
れ
た
り
、
結
婚
に
お
け
る
障
害

等
偏
見
や
差
別
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
私
た

ち
に
と
っ
て
今
必
要
な
こ
と
は
、
医
療
の
充

実
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
病
気
を
持
ち
な
が

ら
も
充
実
し
た
社
会
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

真
の
意
味
で
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
実
現
、
身
体
的
、

精
神
的
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
日
指
し
て
運
動
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
私
白
日
身
レ
ク
リ
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ン
グ
ハ
ウ
ゼ
ン
発
病
以
来
、
疎
外
感
を
味
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
灰
面
そ
ん
な
こ
と
は

な
い
ん
だ
と
思
い
た
い
気
持
ち
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
難
病
を
抱
え
て
い

る
皆
さ
ん
も
多
か
れ
少
な
か
れ
似
た
よ
う
な

気
持
ち
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
、
一
入
で
そ
の
思
い
を
抱
え
込
み
、

耐
え
忍
び
、
ひ
た
す
ら
『
せ
め
て
こ
の
病
気

さ
え
治
れ
ば
』
と
治
療
法
の
闘
発
を
」
ひ
た

す
ら
待
ち
望
む
。
患
者
会
を
唯
。
の
拠
り
所

と
し
て
…
…
そ
の
ま
ま
で
良
い
の
で
し
ょ
う

か
。
病
気
を
抱
え
な
が
ら
日
々
の
生
活
を
楽

し
む
方
法
は
無
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

こ
と
を
考
え
、
問
い
続
け
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
」
と
難
病
患
者
の
解
放

に
む
け
て
の
思
い
を
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
今
で
も
変
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

同
年
度
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
取
得
に
つ
い
て
、

取
得
の
意
味
、
今
後
の
運
動
の
方
向
性
等
に

つ
い
て
話
し
介
い
を
し
て
い
ま
す
。
淡
海
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
招
き
学
習

会
も
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
申
請
に
関
わ
る

こ
と
、
定
款
に
つ
い
て
も
討
議
し
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
。
年
。
月
に
は
、
具
体
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
を
設
立
、
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
を
含
ん

だ
「
お
助
け
マ
ン
」
Ｉ
業
、
共
同
作
業
所
の

闘
設
の
。
、
。
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
議

し
て
い
く
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
次
回
総
会
に
於
い
て
議
案
と
し
て
提
案
す

る
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
０
０
．
年
総
会
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
取
得
が

承
認
さ
れ
、
八
月
。
一
Ｊ
ｒ
七
口
正
式
に
特
定
非

営
利
活
動
法
入
滋
賀
県
難
病
連
絡
協
議
会
が

誕
生
し
ま
し
た
。
新
事
業
に
つ
い
て
は
難
病

患
者
の
た
め
の
共
同
作
業
所
を
設
立
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
指
導
員
の
選
定
、
労
働
条

件
、
必
要
物
品
の
調
達
、
場
所
の
選
定
（
奥

村
さ
ん
所
有
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
を
貸
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
）
部
屋
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
等
着
々
と
進
め
ら
れ
、

県
と
の
話
し
合
い
の
結
果
二
〇
〇
。
一
年
六
月

開
所
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
難
病
患
者
に
よ
る
難
病
患
者
の
た
め
の

作
業
所
」
が
、
い
よ
い
よ
出
来
る
の
だ
と
い

う
、
喜
び
。
杯
の
一
年
で
し
た
。
た
だ
栗
東

巾
か
ら
は
、
「
あ
く
ま
で
も
作
業
所
で
あ
っ

て
、
サ
ロ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
再
三

言
わ
れ
た
こ
と
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

　

こ
Ｏ
０
．
一
年
こ
の
年
は
な
ん
と
言
っ
て
も

六
月
。
日
栗
東
市
治
田
公
民
館
で
行
わ
れ
た

「
し
が
な
ん
れ
ん
作
業
所
」
の
開
所
式
で
す
。

国
松
浮
次
知
嘔
を
は
じ
め
栗
東
巾
の
助
役
等

関
係
職
員
が
参
加
さ
れ
、
ま
た
報
道
機
関
も

多
数
集
ま
り
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
全

国
で
初
め
て
と
い
う
難
病
患
者
に
よ
る
難
病

患
者
の
た
め
の
作
業
所
、
話
題
性
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
あ
れ
だ
け
の
人
が
集
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
に
、
責
任
の
重
さ
も
同
時
に
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
問
題
も
残
さ
れ

ま
し
た
、
当
時
（
現
在
も
）
県
障
害
者
共
同

作
業
所
設
置
運
営
要
綱
の
利
用
者
に
該
当
し

な
い
か
ら
法
律
上
難
病
患
者
は
障
害
者
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
対
象
外
に
な
っ

て
い
る
こ
と
。
ま
た
七
〇
歳
以
七
は
対
象
と

な
ら
な
い
こ
と
等
、
難
病
連
と
し
て
は
、
難

病
患
者
で
あ
っ
て
も
、
高
齢
者
で
あ
っ
て
も

働
く
意
欲
の
有
る
行
を
対
象
に
し
な
い
の
は

入
権
問
題
と
考
え
、
改
善
に
向
け
て
運
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
三
年
こ
の
年
は
運
動
の
場
を
広
げ

よ
う
と
、
県
は
も
と
よ
り
各
巾
町
、
保
健
所
、

県
議
会
と
難
病
患
者
の
実
情
を
訴
え
積
極
的

に
話
し
合
い
を
行
っ
た
年
で
す
。
そ
し
て
三

年
間
の
モ
デ
ル
ー
業
と
し
て
で
は
あ
る
も
の

の
、
「
難
病
患
者
共
同
作
業
所
通
所
試
行
が

業
実
施
要
綱
」
が
定
め
ら
れ
た
の
は
一
つ
の

成
果
だ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

十
一
一
月
か
ら
次
年
度
に

難
病
辿
設
立
二
十
周
年

に
な
る
記
念
行
事
を
実

施
し
よ
う
と
、
①
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
、
②

記
念
誌
発
行
、
③
絵
画

展
、
④
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
の
四
つ
に
分
け
て
実

行
委
員
会
を
結
成
、

「
難
病
元
年
」
と
位
置
づ
け
話
し
合
い
を
し

ま
し
た
。

　

二
〇
〇
四
年
は
「
難
病
元
年
」
と
位
置
づ

け
た
二
十
周
年
記
念
事
業
で
す
。
第
一
部
で

「
し
が
な
ん
れ
ん
作
業
所
」
の
口
常
を
写
し

た
ビ
デ
オ
、
続
い
て
滋
賀
医
科
人
学
石
護
学

科
の
西
島
治
子
氏
に
「
作
業
所
の
持
つ
役
割

や
意
義
」
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
作
業
所
を
闘
所
し
て
本
肖
に
良
か
っ
た

な
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
第
。
一
部
の

講
演
で
は
滋
賀
医
科
大
学
医
療
社
会
学
部
平

英
美
教
授
の
「
医
療
に
お
け
る
患
者
の
自
立

と
は
」
と
題
し
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
「
医
療
だ
け
で
は
な
い
広
い
社
会
参
加

の
中
に
こ
そ
自
立
も
果
た
さ
れ
る
」
と
結
ば

れ
た
こ
と
は
私
た
ち
の
今
後
の
運
動
の
方
向

性
を
桁
摘
さ
れ
た
思
い
が
し
ま
し
た
。
ま
た

第
。
。
。
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
は
、
コ
ー
デ
ィ

ド
’
な
げ
に
に
Ｊ

“
″
゛
か

西
寺田す江乃（しがなんれん作業所）

13



孚
な
け

　

七
５

>
≪
-
･1
　
'
v
ｒ
t
　
<
ｒ
-
'
考
１
‥
～

す
ｊ
ｆ
が
↓
ｙ
つ
ン
カ
４
乙

ネ
ー
タ
ー
に
長
浜
保
健
所
長
の
角
野
文
彦
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
守
山
巾
民
病
院
名
誉
院
長

塩
柴
夫
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
患
者
家
族
瀧
ま

ゆ
み
、
滋
賀
県
健
康
対
策
・
課
主
幹
岡
本
茂
胤
、

水
口
保
健
所
保
健
師
平
岡
千
夏
、
滋
賀
県
難

病
連
副
理
1
1
1
長
中
西
正
弘
の
各
氏
に
よ
っ
て
、

「
難
病
患
行
が
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
め
ざ
し
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
難
病
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る

入
、
忠
者
や
家
族
、
患
者
会
の
者
が
。
同
に

会
し
、
率
直
な
話
を
す
る
機
会
と
な
っ
た
こ

と
は
意
義
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
絵
出
展
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
あ
り

ま
し
た
が
、
全
体
的
に
人
変
実
り
の
あ
る
記

念
事
業
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
以
Ｌ
お
も
い
つ
く
ま
ま
六
年
間
を
振

り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

司
会

　

大
烏
さ
ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(しがなんれん作業所)種－松田

滋
賀
難
病
連
に
と
っ
て

充
実
し
た
そ
し
て
希
望

の
持
て
る
時
期
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
「
難
病

患
者
に
よ
る
難
病
患
者

の
た
め
の
作
業
所
」
は

令
国
に
先
駆
け
る
も
の

で
あ
り
、
障
害
者
自
立

支
援
法
の
荒
波
に
さ
ら

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
守
っ
て
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
ま
と
め
の
意
味
も
含
め
て
現

理
事
長
森
幸
了
さ
ん
（
二
〇
〇
几
～
）
か
ら
、

患
者
会
と
の
出
会
い
、
更
に
は
滋
賀
県
難
病

連
が
お
か
れ
て
い
る
現
状
、
そ
し
て
今
後
に

つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

森

　

私
か
患
者
会
を
知
っ
た
の
は
、
人
院
中

の
病
室
で
し
た
。
主
治
医
か
ら
膠
原
病
友
の

会
滋
賀
支
部
が
ヒ
月
に
結
成
さ
れ
る
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
突
然
の
発
病
か

ら
緊
急
入
院
を
し
て
絶
対
安
静
の
中
、
手
探

り
状
態
で
の
治
療
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
当

初
、
家
族
に
は
「
長
く
は
生
き
ら
れ
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
良
く
な
っ
て
も
寝
た
り
起
き

た
り
の
生
活
に
な
る
だ
ろ
う
。
」
と
Ｉ
。
・
‥
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
「
何
と
か
な
ら
な
い
も

の
か
。
治
簾
法
は
な
い
の
か
？
」
い
く
つ
も

の
書
店
や
図
書
館
を
巡
っ
て
も
何
の
情
報
も

得
ら
れ
な
い
、
そ
ん
な
と
き
に
患
者
会
主
催

の
医
療
講
演
会
が
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
を
闘
い
た
の
で
す
。
す
が
る
思
い

で
父
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
講
演
会
か

ら
帰
っ
て
き
て
「
お
ま
え
も
人
丈
夫
だ
、
き
っ

と
人
丈
夫
だ
。
」
と
興
奮
気
味
に
笑
顔
で
話

す
父
の
顔
を
今
も
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
、

父
は
初
め
て
私
と
同
じ
病
気
の
患
者
さ
ん
を

目
に
し
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
石
井
さ
ん
に
お

会
い
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
峙
何
よ
り
も

父
が
び
っ
く
り
し
た
の
が
、
こ
ん
な
に
珍
し

い
病
気
な
の
に
会
場
で
大
勢
の
患
者
さ
ん
を

目
に
し
た
こ
と
。
そ
し
て
、
講
演
会
を
開
催

さ
れ
て
い
る
の
が
患
者
さ
ん
ご
白
目
身
だ
と
い

う
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
で
し
た
。
絶
望
の
中

か
ら
一
筋
の
希
望
が
見
え
た
の
で
し
た
。
こ

の
年
、
一
九
八
四
年
（
昭
和
丘
九
年
）
年
九

月
に
滋
賀
難
連
が
結
成
さ
れ
て
い
る
の
で
す

ね
。
私
は
一
年
問
の
入
院
生
活
を
終
え
、
ま

だ
介
助
が
必
要
な
状
態
で
、
こ
れ
か
ら
先
、

ど
の
よ
う
に
過
ご
せ
ば
よ
い
の
か
分
ら
な
い

不
安
を
抱
え
な
が
ら
自
宅
に
い
ま
し
た
。
何

と
か
外
山
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
講
演
会
に

参
加
し
人
会
。
患
者
会
で
は
、
ワ
ー
プ
ロ
が

打
て
る
と
い
う
こ
と
で
機
関
誌
編
集
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
、
一
九
八
七
年

か
ら
難
病
辿
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
「
何
か
１
伝
え
る
こ
と
が
あ
れ

ば
」
と
い
う
患
い
が
あ
り
ま
し
た
。
封
筒
へ

の
宛
名
書
き
や
機
関
誌
の
印
刷
、
そ
ん
な
こ

と
か
ら
私
の
患
者
会
へ
の
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
、
経
理
を
い
…
<
-
■
門
に
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
難
病
連
の
会
計
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
手
伝
う
と
い
う
受

動
的
な
も
の
で
し
た
が
、
役
員
会
に
参
加
し
、

活
動
を
少
し
ず
つ
知
る
う
ち
に
、
。
自
分
の
こ

と
と
し
て
自
ら
が
考
え
動
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
自
分
の
出
来
る

こ
と
で
患
行
会
に
参
加
し
て
い
こ
う
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
身
休
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
の
活
動
は
大
変
難
し

い
も
の
で
す
。
身
体
の
調
子
に
合
わ
せ
て
参

加
す
る
範
躊
の
も
の
は
よ
い
の
で
す
が
、
役

職
を
持
っ
と
次
々
に
ｆ
定
か
埋
ま
り
、
休
養

が
取
れ
な
く
な
る
と
疲
れ
も
溜
ま
り
体
調
が

崩
れ
ま
す
。
今
も
、
い
か
に
仕
事
と
体
調
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
を
い
つ
も
意
識
し
な

が
ら
の
活
動
で
す
。

　
　

難
病
相
談
。

　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

　

滋
賀
難
病
連
の
歴
史
を
見
ま
す
と
、
。
九

九
丘
年
一
川
に
神
戸
で
開
催
さ
れ
た
地
域
難

病
連
関
西
地
区
交
流
会
で
、
「
滋
賀
県
難
病

セ
ン
タ
ー
構
想
」
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
ろ
か
ら
私
た
ち
が
望
む
セ
ン
タ
ー
と
い

う
も
の
を
示
し
て
き
た
の
で
す
ね
。
公
的
機

関
の
中
に
事
務
所
を
構
え
、
平
口
の
毎
日
開

　

1
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所
す
る
こ
と
で
相
談
事
業
を
続
け
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
国
の
難
病
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
、
。
０
０
．
。
一
年
度
よ
り
。
。
。
年
問
で
各
都
道

府
県
に
「
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
す
る
方
向
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
是
非
私
た

ち
の
手
で
運
営
し
た
い
と
、
運
営
の
委
託
を

切
望
し
、
九
月
に
県
へ
の
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。
こ
の
年
の
ト
月
、
札
幌
で
開
催
さ

れ
た
第
一
回
全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
大
会

か
ら
参
加
を
続
け
、
セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け

て
の
情
報
収
集
と
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
二

〇
〇
瓦
年
六
月
か
ら
は
、
健
康
推
進
課
の
難

病
担
当
の
方
に
も
出
席
い
た
だ
き
、
私
た
ち

が
望
む
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、
何
か
必
要
で
ど
の
よ
う
に
運
営
す
べ

き
か
五
回
の
検
討
会
を
か
さ
ね
て
ま
し
た
。

相
談
に
当
た
る
相
談
員
の
研
修
も
五
回
行
い

ま
し
た
。
私
か
理
事
長
を
お
引
き
受
け
す
る

こ
と
に
な
っ
た
理
由
の
一
つ
が
こ
の
支
援
セ

ン
タ
ー
の
委
託
、
運
営
を
担
う
こ
と
に
あ
り

ま
し
た
。
「
一
つ
の
会
社
を
運
営
す
る
の
と

同
じ
力
量
が
必
要
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
経

営
経
理
を
学
ん
で
き
た
こ
と
が
少
し
は
生
か

せ
る
」
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
会
社
経
営
と

は
違
う
難
し
さ
も
あ
り
、
奮
闘
の
毎
日
で
す
。

二
〇
〇
六
年
ト
月
、
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を

県
か
ら
委
託
し
、
そ
れ
に
伴
い
十
一
月
に
は

難
病
連
の
事
務
所
も
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
る
厚
生
会
館
へ
と
移
転
し
ま
し
た
。

そ
し
て
十
二
月
四
口
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
所

し
ま
し
た
。
運
営
に
あ
た
り
、
私
に
と
っ
て

は
二
〇
〇
こ
年
十
一
月
か
ら
」
年
間
、
び
わ

こ
支
援
セ
ン
タ
ー
で
関
わ
っ
て
き
た
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
私
な
り
に
病
気
を
受
容
し
、
活
動

を
続
け
て
き
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
学
ぶ
こ
と
で
、
真
っ
向
か

ら
白
目
分
の
病
気
に
向
き
合
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
忠
者
さ
ん
の

話
を
傾
聴
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
共
に

支
援
方
法
を
患
者
・
家
族
の
身
に
な
っ
て
考

え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
い
ま
、
支
援
セ
ン
タ
ー

で
支
援
員
と
共
に
相
談
事
業
を
行
う
こ
と
に

通
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
講
演
会
や
交
流
会

の
開
催
も
患
者
会
で
行
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

就
労
支
援
に
つ
い
て
も
難
病
連
は
「
し
が
な

ん
れ
ん
作
業
所
」
を
通
し
て
難
病
患
者
が
働

く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
経
験

が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
長
年
続
け
て
き
た
活

動
す
べ
て
が
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

難
病
連
の
巡
営

　

現
状
と
今
後

　

定
期
総
会
、
毎
月
開
催
の
理
事
会
、
県
知

事
へ
の
要
望
書
提
出
、
こ
れ
ら
難
病
連
設
立

以
来
ず
っ
と
続
け
て
き
た
運
動
の
基
本
と
な

る
も
の
で
す
。
近
年
、
財
政
困
難
の
影
響
が

大
き
く
、
医
療
や
福
祉
な
ど
の
課
題
は
益
々

厳
し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
そ
ん
な
巾
、
難

述
へ
の
県
か
ら
の
補
助
金
は
昨
年
度
よ
り
ゼ

ロ
と
な
り
、
私
た
ち
が
長
年
続
け
て
き
た
運

動
も
存
続
の
危
機
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
命
と

生
活
に
関
わ
る
運
動
の
拠
点
を
な
く
す
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
二
〇
〇
六
年
、
六
年
ぶ

り
に
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
が
滋
賀
の
地
で

復
活
し
、
そ
の
後
、
兵
庫
、
京
都
へ
と
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
毎
年
続
け
て
き
た
私
た
ち
の
願
い
を

託
し
た
要
望
書
に
つ
い
て
も
、
回
答
は
日
頭

で
行
い
、
文
書
回
答
は
し
な
い
と
の
申
し
出

が
あ
り
ま
し
た
が
、
難
病
支
援
は
法
律
で
守

ら
れ
る
も
の
が
な
く
、
要
望
書
に
対
す
る
文

書
回
答
は
私
た
ち
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
も

の
で
す
。
四
月
か
ら
は
、
ニ
ヶ
月
に
一
度
、

健
陳
対
策
課
と
共
に
学
び
合
う
場
を
持
ち
、

話
し
合
い
を
続
け
て
い
ま
す
。
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
も
あ
き
ら
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
難
病
連
の
運
動
も
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
も
、
新
体
系
へ
と
替
わ
る
作
業
所
の
運
営

も
、
す
べ
て
は
立
場
の
違
い
、
考
え
方
も
違

う
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
意
見
交
換
を
し
、
お
互
い
を
知
り
合
い
、

分
か
り
合
っ
て
い
く
こ
と
で
運
営
の
維
持
発

展
を
図
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

批
判
ば
か
り
で
は
生
ま
れ
る
も
の
が
あ
り
ま

せ
ん
。
点
と
点
を
結
び
、
い
く
つ
も
の
線
を

張
り
巡
ら
し
、
面
と
な
る
基
盤
を
作
っ
て
い

く
。
少
入
数
で
簡
単
に
解
決
で
き
る
問
題
で

な
い
難
病
は
、
い
か
に
こ
の
よ
う
な
人
と
人

と
の
関
わ
り
、
連
携
を
結
ん
で
い
け
る
か
で

す
ｏ
’
こ
歳
違
え
ば
生
き
て
き
た
時
代
が
違
う

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
早
く
変
化
し
て
い
る
今
、

柔
ら
か
な
頭
で
発
想
し
、
い
か
な
る
事
態
に

も
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
歴

史
を
大
事
に
し
な
が
ら
も
、
新
し
い
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
む
と
き
が
来
て
い
ま
す
。
新

た
な
難
病
連
ス
タ
ー
ト
の
た
め
に
、
皆
様
の

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

司
会

　

森
さ
ん
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
厳
し
い
状
況
で
あ
れ
ば
こ
そ
一
致
団
結

が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
力
を
合
わ

せ
難
関
を
乗
り
切
り
た
い
も
の
で
す
。
体
調

に
留
意
さ
れ
、
休
養
を
取
る
時
に
は
何
か
何

で
も
取
る
と
言
う
姿
勢
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

六
人
の
会
長
・
理
事
長
か
ら
ご
寄
稿
頂
き

「
紙
上
座
談
会
」
風
に
ま
と
め
て
見
ま
し
た
。

厳
し
い
時
ほ
ど
原
点
に
帰
り
、
歴
史
か
ら
学

ぶ
こ
と
で
新
た
な
道
か
切
り
拓
か
れ
る
も
の

と
確
信
し
ま
す
。
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
中
に

沢
山
の
示
唆
さ
れ
る
部
分
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
今
後
の
活
動
に
人
い
に
生
か
し
て
い

き
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

15
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私
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
）
の
闘
病
体
験

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
告
知
さ
れ
た
の
は
平

成
ト
．
．
年
．
月
末
で
す
．
検
査
の
結
果
．
．
人

の
先
生
（
主
治
仄
、
副
院
長
）
か
ら
は
じ
め

て
こ
の
病
名
を
聞
か
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
病

気
は
進
行
性
で
最
後
は
寝
た
き
り
に
な
り
、

基
本
的
に
治
る
病
気
で
は
な
い
の
で
難
病
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
か
さ
れ
、
頭
が
貞
っ

自
に
な
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
．
そ
れ

ま
で
は
高
速
道
路
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
内

の
レ
ス
ト
ラ
ン
・
売
店
を
巡
回
す
る
営
業
の

仕
事
を
元
気
で
し
て
い
ま
し
た
し
、
病
気
と

奉
ヤ
条
々
沁

白
井

　
　

博
（
蒲
生
郡
安
土
町
）

　

は
無
縁
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
だ
け
に
シ
ョ
ッ

　

ク
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
当
時
は
毎

　

日
あ
れ
も
こ
れ
も
で
き
な
い
（
箸
を
も
て
な

Ｉ
Ｘ

―

シ
ャ
ツ
ボ
タ
ン
が
留
め
ら
れ
な
い
等
）

来
る
日
も
来
る
日
も
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続

き
気
持
ち
だ
け
が
焦
り
、
妻
の
手
助
け
を
多

く
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
丸
七
年
た
っ
た
今
で
は
こ
の
病

気
に
も
慣
れ
て
気
持
ち
に
余
裕
も
で
き
、
開

き
直
っ
て
最
後
の
覚
悟
ま
で
も
で
き
て
い
ま

す
。
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
状
態
で
も
妻
の
手
助
け
も
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　

と
ん
ど
な
し
に
で
き
る

弘子（しがなんれん作業所）山本

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
乗
れ
な
か
っ

た
自
転
車
に
も
再
挑
戦

し
て
乗
れ
る
よ
う
に
な

り
、
毎
朝
散
歩
代
わ
り

に
ト
～
一
。
ト
分
位
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
単
に
つ
い

て
も
運
転
中
に
Ｏ
Ｆ
Ｆ

の
状
態
が
起
れ
ば
ど
う

な
る
か
と
思
う
と
少
々

心
細
く
な
り
ま
す
が
、

運
転
歴
四
七
年
の
自
信

を
持
っ
て
収
に
乗
っ
て

い
ま
す
。
私
の
障
害
は

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
脳

梗
塞
に
よ
る
左
手
指
軽

度
機
能
障
害
体
幹
障
害

（
歩
行
困
難
）
と
い
う

長
い
障
害
名
が
つ
い
て

い
ま
す
。
現
在
は
こ
の

よ
う
に
歩
行
困
難
の
症

。
６
が
よ
Ｌ
ｊ

111

ｊ
Ｊ
Ｊ
ｙ
Ｌ
Ｌ
”
″

　
　
　
　
　

禰

状
も
出
て
き
ま
し
た
の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
に
つ

い
て
は
、
毎
朝
起
床
時
に
先
生
か
ら
い
ろ
い

ろ
教
わ
っ
た
こ
と
を
一
斤
分
位
で
す
が
や
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
や
ら
な
い
と
洗
面
所
や

ト
イ
レ
に
行
く
に
も
そ
の
第
一
歩
の
歩
行
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
毎
口
欠
か
さ
ず
や
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
自
分
で
楽
し
み
な
が
ら
歩
行
訓
練

を
す
る
た
め
に
、
二
年
ほ
ど
前
か
ら
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
や
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地

元
（
安
土
）
に
そ
の
ク
ラ
ブ
が
あ
る
の
で
直

ち
に
入
会
し
、
健
常
者
に
交
じ
っ
て
ゴ
ル
フ

に
励
ん
で
い
ま
す
。
親
し
く
な
っ
た
会
員
さ

野田

　

妙子（しがなんれん作業所）

ん
か
ら
は
「
腕
も
上
げ
た
け
ど
、
身
体
も
か

な
り
達
者
に
な
っ
た
な
あ
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
つ
い
先
口
も
長
浜
ド
ー

ム
で
の
県
大
会
に
地
元
か
ら
出
場
す
る
チ
ー

ム
（
六
名
の
メ
ン
バ
ー
）
の
メ
ン
バ
ー
の
。

入
に
選
ば
れ
て
出
場
し
て
き
ま
し
た
。

　

病
状
は
確
実
に
進
行
し
て
い
ま
す
し
、
今

年
中
か
明
日
な
の
か
い
つ
ダ
メ
に
な
る
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
明
日
に
向
か
っ
て
身
体

の
続
く
限
り
、
前
向
き
に
一
目
で
も
生
き
長

ら
え
る
こ
と
を
念
じ
て
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。



「
年
頭
所
感
」

　

あ
る
政
治
家
が
テ
レ
ビ
で
「
入
生
に
は
、

登
り
坂
と
下
り
坂
が
あ
る
。
そ
し
て
ま
さ
か

と
い
う
坂
も
あ
る
」
と
Ｉ
．
ｊ
つ
て
い
る
の
を
聞

き
、
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。

　

私
の
入
生
を
振
り
返
っ
て
き
た
と
き
、
こ

れ
ま
で
の
人
生
最
大
の
「
ま
さ
か
」
は
Ａ
Ｌ

Ｓ
（
筋
萎
縮
性
側
策
硬
化
症
）
と
い
う
病
気

に
侵
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
病
気
は
、

全
身
の
筋
肉
が
侵
さ
れ
て
徐
々
に
動
か
な
く

な
り
、
寝
た
き
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
最
後

に
は
呼
吸
筋
の
機
能
が
低
下
す
る
た
め
に
入

工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
生
命
維
持
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
、
苛
酷
な
進
行
性
の
難

病
で
あ
る
。

　

最
初
に
筋
肉
が
侵
さ
れ
る
場
所
は
、
個
人

差
が
あ
り
、
足
と
か
１
が
不
自
山
に
な
り
発

病
に
気
付
く
人
が
多
い
が
、
私
の
場
合
は
酒

を
飲
み
す
ぎ
た
と
き
の
よ
う
に
、
話
を
す
る

時
に
ロ
レ
ツ
が
回
ら
な
く
な
り
、
病
院
で
検

査
。
す
ぐ
に
は
診
断
結
果
が
出
さ
れ
ず
、
半

年
ほ
ど
通
院
後
、
医
師
か
ら
自
信
な
さ
そ
う

に
ま
た
、
気
の
毒
そ
う
に
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
い
う
病

名
を
告
げ
る
と
き
に
「
こ
の
病
気
は
影
像
や

数
値
で
立
証
で
き
ず
、
診
問
違
い
も
あ
り
え

る
。
ま
た
過
酷
な
症
状
ゆ
え
に
得
心
が
い
く

中

川

勲

ま
で
、
ど
う
ぞ
他
の
病
院
で
も
診
て
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
旨
わ
れ
た
そ
の
言
葉
の
重

さ
を
最
近
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

平
成
ト
七
年
二
月
始
め
に
目
の
異
常
に
気

付
い
て
か
ら
も
、
会
話
が
。
年
ほ
ど
可
能
だ
っ

た
し
、
難
し
く
な
っ
て
か
ら
も
、
手
の
機
能

が
正
常
で
あ
っ
た
の
で
筆
談
で
カ
バ
ー
す
る

事
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
は
仕
事
も
し

て
い
た
し
、
休
日
に
は
温
水
プ
ー
ル
で
水
泳

に
通
っ
た
り
、
湖
南
ア
ル
プ
ス
や
」
上
山
登

山
を
し
た
り
、
見
た
目
も
健
康
そ
の
も
の
だ
っ

た
。
同
時
に
病
気
に
一
方
的
に
負
け
て
な
る

も
の
か
と
治
療
薬
の
効
果
を
入
体
実
験
す
る

「
治
験
」
の
募
集
に
参
加
し
て
、
平
成
十
七

年
九
月
か
ら
一
年
間
、
エ
ダ
ラ
ボ
ン
と
い
う

治
験
薬
を
四
週
川
に
ト
口
、
。
日
一
〇
〇
∝

を
点
滴
注
射
す
る
た
め
に
大
阪
医
大
病
院
に

二
Ｉ
○
ロ
通
院
し
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
一
年
間
の
病
状
の
悪
化

進
行
が
ロ
い
に
く
先
週
ま
で
出
来
て
い
た
事
が
今

日
に
は
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う

こ
と
が
重
な
っ
て
元
気
を
無
く
し
て
し
ま
う

に
は
ト
分
す
ぎ
る
ほ
ど
、
過
酷
な
病
気
で
あ

る
こ
と
を
忠
い
知
ら
さ
れ
た
。
年
で
あ
っ
た
。

足
は
立
て
な
く
な
り
中
椅
子
の
世
話
に
な
り
、

１
　
の
力
が
な
く
な
り
物
が
も
て
な
く
な
り
、

食
事
や
排
泄
、
着
替
え
、
人
浴
な
ど
全
て
自

力
で
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
会
話
は
出
来
な
く
な
り
、
嘸
下
障
害
か
ら

肺
炎
を
起
こ
す
危
険
回
避
の
た
め
に
「
胃
口

ウ
の
増
設
」
を
昨
年
ト
川
に
終
え
た
。

　

こ
ん
な
環
境
下
の
私
で
あ
る
が
、
視
点
を

変
え
れ
ば
心
ま
れ
て
い
る
と
思
う
一
面
も
あ

る
。

　

ま
ず
年
齢
が
今
年
で
六
ト
四
歳
と
平
均
寿

命
と
比
べ
る
と
不
足
す
る
も
の
の
、
「
人
生

六
ト
年
」
を
全
う
す
る
事
が
で
き
た
。
さ
ら

に
六
ト
。
一
歳
の
年
金
開
始
年
齢
ま
で
働
け
た

の
で
、
テ
レ
ビ
で
よ
く
見
る
「
ワ
ー
キ
ン
グ

フ
ァ
ー
」
の
よ
う
な
経
済
的
不
安
も
な
い
。

ま
た
何
か
と
心
配
し
て
く
れ
る
友
人
に
も
恵

ま
れ
て
い
る
。
家
族
の
愛
情
に
、
ど
っ
ぷ
り

廿
え
て
幕
ら
し
、
季
節

の
移
ろ
い
を
今
後
、
何

回
数
え
ら
れ
る
か
を
楽

し
み
に
、
定
年
後
の
特

権
で
あ
る
「
毎
日
が
‐

曜
口
」
を
ゆ
っ
く
り
過

ご
し
て
生
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

平
成
ニ
ト
年
元
日
。

高木カツ子（しがなんれん作業所）

國

谷下

　

房江（しがなんれん作業所）
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松
田

　

公
代

ラ
イ
ト
点
け
し
車
の
過
ぎ
る
一
時
を

　

猫
は
草
む
ら
に
伏
せ
て
待
ち
居
り

子
ど
も
等
の
燥
ぐ
プ
ー
ル
の
裏
山
に

　

蝉
に
混
じ
り
て
篤
も
鳴
く

玄
関
に
我
が
物
顔
に
う
す
く
ま
る

　

野
良
猫
に
我
は
に
ら
み
勝
ち
た
り

膨
ら
み
し
雷
の
紅
は
沈
丁
花

　

今
朝
春
雪
は
淡
く
か
か
れ
り

左
手
の
甲
に
俄
か
に
痛
み
あ
リ

　

皮
下
出
血
し
青
く
腫
れ
た
り

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
す
る
子
の
側
に
犬
も
居
り

　

同
じ
リ
ズ
ム
に
後
足
で
跳
ぶ

　
　
　
　
　

川
崎
妙
子

遊
び
た
き
風
を
捉
へ
て
雪
柳

風
神
の
遊
び
心
や
花
吹
雪

行
き
す
り
に
賞
で
て
所
望
の
濃
紫
陽

ケ
セ
う
セ
う
と
陽
気
に
生
き
る
夏
帽
子

黙
祷
に
思
い
去
来
す
原
爆
忌

でt

行

早川

　

文子

　
　
　

服
部
光
枝

年
と
し
に
倖
深
む
初
春
や

　

病
を
知
ら
す
に
八
十
路
を
歩
む

分
身
の
ご
と
く
い
と
し
い
わ
れ
の
影

　

月
冴
え
渡
る
枯
野
を
帰
る

な
お
や
か
に
枝
垂
れ
咲
き
に
し
白
萩
の

　

夕
べ
散
り
初
む
庭
の
明
る
さ

毒
持
つ
と
秘
め
て
赤
あ
か
曼
珠
沙
華

‐
つ
１
４
み

　

く
も

　

あ
い

　
　

い

　
　

○

薄
墨
の
雲
の
間
よ
り
没
り
つ
陽
の

お
吟
な

　

じ
よ
・
Ｄ
ね
ん

　

女
の
情
念
燃
え
た
つ
る
が
に

り
４
み

　

く
も

　

あ
い

　
　

い

　
　

○

一
墨
の
雲
の
間
よ
り
没
り
つ
陽
の

爛
れ
て
赤
さ
梅
雨
の
夕
映
え

　
　

母
へ

あ
な
た
の
腰
が
曲
か
っ
て

合
ロ

そ
の
背
中
の
荷
物
は
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か

時
に

　

か
ん
高
い
声
で
笑
う

あ
な
↑
に
を
癒
し
て
く
れ
た
も
の
は
何
か

玲
子

寵
を
背
負
い

　

鍬
を
持
ち

水
草
を
引
き

　

一
輪
車
を
押
す
あ
な
た
の

野
良
仕
事
姿
は
孤
独
で

　

そ
の
身
体
は
小
さ
か
っ
た

藁
で
葺
い
た
母
屋
の
庭
に
は

古
い
大
き
な
柚
子
の
木
が
あ
っ
た

枝
は
堅
く
輯
だ
ら
け
で

実
が
な
る
と

　

棒
の
先
に
挟
ん
で
取
る
の
だ
が

小
枝
が
折
れ
ず

　

私
は
よ
く
叩
き
落
し
た

と
う
し
て
や
さ
し
く

　

も
ぎ
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

そ
の
こ
ろ
の
あ
な
た
と
同
じ
年
に
な
り

柿
の
本
や
イ
チ
ジ
ク
の
本
や
柚
子
の
木
の
下
で

あ
な
た
は
今
で
も
寵
を
背
負
う

秋
の
刈
り
入
れ
が
終
わ
る
と

　

新
米
と
一
緒
に

太
陽
の
香
を
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
た
実
た
ち
が
送
ら
れ
て
く
る

ひ
↑
に
す
ら
季
節
を
実
ら
せ
て

　

分
け
与
え
続
け
た
あ
な
た
の

辛
抱
強
さ
と
お
お
ら
か
さ

そ
の
背
中
の
た
く
ま
し
さ
に

　

私
は
感
謝
す
る

…
…

　

1
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滋
健
第
．
、
．
八
．
．
り

平
成
十
九
年
（
．
べ
じ
○
七
年
）
二
月
三
ト
ロ

特
定
非
営
利
活
動
法
人

滋
賀
県
難
病
連
絡
協
議
公

狸
事
長
森

　

幸
Ｆ
様

滋
賀
県
健
康
福
祉
部
長

平
成
十
九
年
度
社
会
福
祉
施
策
に
対
す
る
要
望
に
つ
い
て
（
回
答
）

　

平
成
ト
八
年
九
川
ト
四
目
付
け
滋
難
連
第
ト
．
、
．
り
に
よ
り
要
望
が
あ
り
ま
し
た
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
別
添
の
と
お
り
回
答
し
ま
す
．

-

滋
賀
県
に
お
け
る
難
病
対
策
基
本
計
画
を
策
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

難
病
対
策
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
難
病
患
者
の
実
態
把
抑
や
課
題
整
理
な

ど
を
充
分
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
状
と
し
て
患
者
全
体
を
把
捉
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
難
病
対
策
の
簾
本
計
川
を
直
ち
に
策
定
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ニ

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
と
も
な
い
、
数
値
目
標
を
も
っ
た
「
障
害
福
祉
計
画
」
策

　

定
が
、
都
道
府
県
や
市
町
村
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
滋
賀
県
及
び
県
下
市
町
の
計
画

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
難
病
施
策
を
盛
り
込
む
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

以
ド
、
要
望
と
回
答
を
併
せ
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
□
内
は
川
答
。

県
の
「
障
害
福
祉
計
画
」
に
お
き
ま
し
て
は
、
「
滋
賀
の
障
Ｉ
行
福
祉
を
進
め
る
た
め

の
瓦
つ
の
視
点
」
と
し
て
、
「
そ
の
入
ら
し
く
、
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

み
ん
な
で
取
り
組
む
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
巾
の
、
。
だ
れ
で
も
”
と
い
う
視
点
で
、

難
病
患
行
の
方
も
今
日
め
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
は
だ
れ
で
も
支
援
を
受
け
ら
れ
る
体
制

づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
巾
町
計
両
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
当
事
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実

施
す
る
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
計
画
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

三

　

滋
賀
県
難
病
対
策
推
進
協
議
会
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
滋
賀
県
難
病
連
絡
協
議
会
を
構
成
メ
ン
バ
ー

　

と
し
て
加
え
、
定
期
的
に
開
催
し
、
難
病
対
策
に
つ
い
て
協
議
を
す
る
場
を
持
っ
て
い
た
だ

　

き
た
い
。

　

木
県
に
お
け
る
難
病
特
別
対
策
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
滋
賀
県
難
病
対
策
推
進
協
議
会

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
協
議
会
の
構
成
‥
八
に
つ
い
て
も
、
そ
の
他
知
剌
が
必
要
と
認
め
る
行
と
し
て
、

協
議
内
容
に
応
じ
て
難
病
患
者
の
立
場
を
代
表
す
る
嗇
の
出
席
を
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

四

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
滋
賀
県
難
病
連
絡
協
議
会
が
実
施
す
る
難
病
相
談
事
業
は
、
難
病
相
談
支
援

　

セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
な
ど
他
機
関
で
は
担
え
な
い
内
容
の
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
当
会
の

　

難
病
相
談
事
業
に
要
す
る
経
費
に
対
し
補
助
を
さ
れ
た
い
。

　

滋
賀
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
貴
会
に
委
託
し
た
こ
と
に
伴
い
、
難
病
相

談
が
業
に
つ
い
て
は
貴
会
の
特
長
を
活
か
し
て
実
施
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
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り
ま
す
。

　

な
お
、
貴
会
の
独
白
‥
事
業
に
つ
い
て
補
助
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

保
健
所
で
は
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
手
続
き
時
や
個
々
の
相
談
等
に
お
い
て
難

病
患
者
や
ご
家
族
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
管
内
の
状
況
に
合
わ
せ
た
医
療
柑

談
会
や
講
演
会
、
交
流
会
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
会
、
講
演
会
、
交
流
会
事
業
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
良
い
事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

20

五

　

災
害
時
に
お
け
る
難
病
患
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て

　

災
害
時
に
お
け
る
対
策
と
し
て
、
本
県
で
は
、
県
域
に
Ｉ
カ
所
の
鵬
幹
災
害
医
療
セ
ッ

タ
ー
、
二
次
医
療
圏
ご
と
に
Ｉ
ヵ
所
の
地
域
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
の
施
設
・
設
備
整
備
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
初
動
体
制
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
ー
ズ
の
概
念
を
用
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
に
応
じ

た
適
ｙ
Ｌ
な
医
療
救
護
活
動
に
努
め
、
災
害
拠
点
病
院
に
つ
い
て
は
、
緊
急
医
療
班
（
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
）
の
体
制
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
医
療
機
関
を
対
象
と
し
た
広
域
災
害
時
医
療
救
護
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
、
更
な
る
体
制
整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
難
病
患
者
に
お
い
て
は
県
内
で
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
医
療
・
救

護
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
難
病
等
在
宅
患
者
担
当
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
を
策
定
し
て
お
り
、
災
害

時
に
お
け
る
支
援
が
必
要
な
患
者
へ
の
救
急
医
療
・
救
護
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

八
「
滋
賀
県
難
病
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
の
活
動
に
つ
い
て

　

重
症
難
病
患
者
の
入
院
施
設
の
確
保
に
つ
い
て
、
特
に
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
が
円
滑
に
行

え
る
体
制
づ
く
り
の
た
め
、
拠
点
・
協
力
病
院
へ
の
凋
介
や
意
見
の
収
集
を
行
い
、
取
り

ま
と
め
結
果
を
も
と
に
関
係
機
関
と
検
討
し
た
上
で
予
算
要
求
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
制
度
改
革
に
お
け
る
医
療
機
関
へ
の
支
援
と
し
て
、
医
療
制
度
改
革
の
一

つ
の
柱
で
あ
る
療
養
病
床
の
再
編
成
に
あ
っ
て
は
、
医
療
と
介
護
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い

て
、
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
国
民
に
ト
分
説
明
す
る
と
と
も
に
、
円
滑
に
推
進
さ
れ
る
よ

う
必
要
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
人
院
患
者
の
状
態
に
応
じ
た
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
受
け
皿
の
確
保
、
お
よ
び
低
所
得
者
対
策
な
ら
び
に
、
事
業
者
へ
の
転
換
支

援
等
必
要
な
措
置
な
ど
に
つ
い
て
、
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、
医
療
保
険
適
川
の
療
養
病

床
か
ら
、
介
護
老
入
保
健
施
設
等
へ
の
転
換
に
よ
る
介
護
給
付
費
の
増
大
は
、
国
の
責
任

に
お
い
て
財
政
措
置
を
講
じ
、
地
方
公
共
団
体
や
被
保
険
者
の
負
担
が
増
加
し
な
い
よ
う

に
方
策
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
十
八
年
八
月
に
近
畿
府
県
民
生
主
管
部
長
会
議
か
ら

平
成
十
九
年
度
に
向
け
て
療
養
病
床
の
円
滑
な
再
編
成
に
つ
い
て
の
要
望
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
後
、
制
度
移
行
に
伴
う
様
々
な
課
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
に
そ
の
都
度
、
要
望
を

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
在
宅
療
養
を
推
進
す
る
た
め
の
支
援
と
し
て
、
県
で
は
、
平
成
十
六
年
度
よ
り

在
宅
医
療
の
推
進
の
た
め
、
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
平
成
十
九
年

度
に
は
、
家
族
の
介
護
負
批
軽
減
を
目
指
し
た
在
宅
医
療
を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
に
、

「
ニ
ト
凹
時
間
在
宅
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
事
業
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

六

　

重
症
難
病
患
者
が
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
、
き
め
の
細
か
い
在
宅
支
援
を
、
県
下

　

の
ど
の
地
域
に
住
ん
で
い
て
も
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

難
病
患
者
の
在
宅
療
養
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
健
所
が
中
心
と
な
り
、
医
嬢
・
保

健
・
福
祉
の
各
関
係
機
関
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
各
種
嘔
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
圏
域
ご
と
に
、
地
域
の
難
病
患
者
お
よ
び
そ
の
ご
家
族
の
方
が
置
か
れ
て
い
る

状
況
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
四
域
ご
と
の
特
徴
に
あ
わ
せ
た
取
り
組
み
を
今
後
も
行
っ
て

い
き
ま
す
。

七

　

各
保
健
所
で
実
施
さ
れ
る
難
病
相
談
や
医
療
活
動
、
交
流
会
等
に
お
い
て
は
、
患
者
・
家

　

族
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
内
容
と
な
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



九
「
滋
賀
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
誰
も
か
気
軽
に
利
用
で

　

き
る
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

１

21３４5

，

　

関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て

難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
が
難
病
忠
者
お
よ
び
そ
の
家
族
に
よ
り
よ
い
事
業
を
展
開

で
き
る
よ
う
に
、
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
を
設
置
し
、
セ
ン
タ
ー
事

業
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
、
日
曜
日
の
開
所
に
つ
い
て

厚
生
会
館
に
は
複
数
の
団
体
Ｉ
務
所
が
入
川
さ
れ
て
い
る
た
め
、
会
館
の
適
正
な
竹
理

運
営
を
行
う
た
め
に
管
理
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｌ
、
日
曜
日
の
開
所
条
件
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
現
状
と
し
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
川
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て

障
害
者
ト
イ
レ
の
件
に
つ
い
て
は
、
厚
生
会
館
管
理
委
員
会
と
協
議
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

利
川
し
や
す
い
駐
巾
場
の
確
保
に
つ
い
て

厚
生
会
館
の
駐
車
場
を
拡
充
し
、
問
題
点
を
改
節
す
る
こ
と
は
現
状
と
し
て
困
難
な
状

況
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

。
。
一
入
体
制
に
つ
い
て

柑
談
支
援
を
は
じ
め
、
各
穐
の
セ
ン
タ
ー
ー
業
に
か
か
る
Ｉ
務
は
相
当
量
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
セ
ン
タ
ー
の
状
況
お
よ
び
実
績
を
見
て
、
必
要
な
職
員
の
人

件
費
の
確
保
が
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

1
0
「
難
病
患
者
手
帳
」
を
難
病
患
者
の
社
会
参
加
の
手
段
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

難
病
患
者
が
社
会
参
加
の
有
力
な
手
段
と
し
て
難
病
手
帳
か
活
用
で
き
る
よ
う
、
滋
賀
県
と

　

し
て
で
き
う
る
限
り
の
内
容
を
具
備
し
、
難
病
患
者
が
家
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
、
地
域

　

社
会
に
参
加
す
る
条
件
を
整
え
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
県
立
近
代
美
術
館
の
常
設
展
示
の

　

鑑
賞
や
琵
琶
湖
大
橋
・
近
江
大
橋
の
通
行
料
の
減
額
、
そ
の
他
県
立
の
施
設
の
利
用
に
つ
い

　

て
考
え
て
く
だ
さ
い
。

12３

　

特
定
疾
忠
氏
療
受
給
者
証
を
所
持
さ
れ
て
い
る
方
々
が
、
県
茫
施
設
で
の
利
用
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
の
簡
素
化
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

　

当
事
業
は
、
国
の
補
助
制
度
に
基
づ
き
実
施
し
て
お
り
、
提
出
書
類
を
省
略
す
る
な
ど

県
独
自
で
仕
組
み
を
改
正
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。

　

な
お
、
申
請
于
続
き
に
は
期
‐
ま
で
に
継
続
の
于
帳
が
届
く
よ
う
に
。
定
の
期
限
を
設

け
て
お
り
ま
す
が
、
期
限
を
過
ぎ
た
後
も
手
続
き
は
可
能
で
あ
り
、
現
在
に
お
い
て
も
手

続
き
を
行
う
な
ど
、
対
象
者
の
状
況
に
合
わ
せ
て
配
慮
し
て
い
ま
す
。

難
病
患
者
に
も
就
労
の
機
会
を
保
障
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
国
の
所
管
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
要
望
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
滋
賀
労
働
局
に
伝
え
て
参
り
ま
す
。

　

県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
障
害
者
の
就
労
と
生
活
の
両
面
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

で
支
援
す
る
障
害
者
働
き
・
暮
ら
し
応
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
難
病
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
協
力
し
て
、
難
病
患
者
の
方
々
の
就
労
支
援
に
努
め
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

ま
た
、
県
内
の
各
障
害
者
働
き
・
暮
ら
し
応
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
交
換
の
た
め
の
就
労

支
援
連
絡
会
議
で
、
就
労
支
援
関
係
者
を
対
象
と
し
た
難
病
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発

の
た
め
の
研
修
も
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

全
市
町
で
難
病
患
者
等
居
宅
生
活
支
援
事
業
の
実
施
を

　

毎
年
、
市
町
の
巾
業
実
施
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
巾
町
に
対
し
て
、
事
業
の
推

進
と
住
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
機
会
あ
る
ご
と
に
働
き
か
け
て
お
り
、
こ
こ
数
年
、
本
事

業
を
開
始
す
る
巾
町
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
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今
後
も
、
事
業
を
周
知
し
て
い
く
と
と
も
に
、
未
実
施
の
巾
町
に
対
し
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
、
当
該
事
業
の
制
度
化
に
っ
い
て
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。

1
4

　

改
定
「
介
護
保
険
法
」
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
の
「
要
介
護
区
分
」
認
定
、
「
障
害
程
度

　

区
分
」
認
定
に
当
た
っ
て
、
難
病
患
者
の
よ
う
に
「
見
え
な
い
障
害
」
に
つ
い
て
、
「
要
介

　

護
度
・
障
害
程
度
区
分
」
が
、
適
正
な
「
区
分
」
に
な
る
よ
う
認
定
調
査
委
員
、
認
定
審
査

　

委
員
な
ど
関
係
者
に
周
知
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

「
要
介
護
区
分
」
に
関
連
す
る
ご
要
望
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
認
定
調
査
員
研
修

会
等
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
適
正
な
認
定
調
査
が
行
わ
れ

る
よ
う
周
知
徹
底
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
障
害
程
度
区
分
」
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
本
県
で
は
、
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

準
拠
し
つ
つ
、
独
自
に
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
用
い
な
が
ら
認
定
調
査
員
の
養
成
研
修

と
市
町
審
査
会
委
員
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
「
内
部
障
害
」
「
難
病
」
「
精
神
障
害
」
な

ど
、
口
に
見
え
に
く
い
疾
病
や
障
害
に
つ
い
て
は
、
基
礎
的
理
解
を
し
た
う
え
で
、
各
佃

入
の
状
況
を
把
握
す
る
よ
う
努
め
、
調
査
と
審
査
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
、
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
徹
底
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

1
5

　

各
患
者
団
体
か
ら
の
要
望

　
　

（
日
本
て
ん
か
ん
協
会
滋
賀
県
支
部
）

剛

　

包
括
医
療
に
つ
い
て

　
　

包
括
医
療
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
で
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
県
と
し
て
実
施
を
検

　

討
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、
成
入
の
て
ん
か
ん
専
門
医
の
養
成
は
県
と
し
て
行
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
京
都
ス
モ
ン
の
会
滋
賀
支
部
）

山

　

薬
害
対
策
お
よ
び
研
修
会
に
つ
い
て

　
　

薬
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
医
薬
品
の
有
害
作
用
に
よ
る
重
篤
な
健
康
被
害
の
発
生
を

　

教
訓
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
安
全
対
策
の
一
層
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま

　

す
。

　
　

ま
た
、
平
成
十
七
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
薬
事
法
で
は
、
市
販
後
に
お
け
る
安

　

全
対
策
の
。
層
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

県
と
し
ま
し
て
は
、
法
制
化
さ
れ
た
「
医
薬
品
等
安
全
性
情
報
報
告
制
度
」
の
周
知

　

徹
底
を
図
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
医
薬
品
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
　

ま
た
、
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て
、
ス
モ
ン
患
者
や
そ
の
家
族
の
方

　

な
ど
を
対
象
と
し
た
講
演
会
、
研
修
会
の
開
催
を
検
討
し
ま
す
。

閣

　

採
暖
費
に
つ
い
て

　
　

ス
モ
ン
障
害
者
採
暖
費
補
助
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
暖
房
の
燃
料
費
（
灯
油
代
）

　

の
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
、
補
助
基
準
額
を
ニ
」
〇
〇
〇
円
か
ら
三
五
〇
〇
〇
円
に
引

　

き
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
次
年
度
も
同
額
で
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
（
市

　

町
１
／
２
、
県
１
／
２
）

（
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
滋
賀
支
部
）

剛

　

海
外
で
承
認
さ
れ
て
い
る
治
療
薬
に
つ
い
て

　
　

外
国
で
承
認
さ
れ
、
有
用
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
医
薬
品
を
口
本
国
内
で
製
造
販
売

　

す
る
場
合
は
、
口
本
国
内
で
の
承
認
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

最
近
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
海
外
で
実
施
さ
れ
た
臨
床
試
験
の
デ
ー
タ
ー

　

の
活
用
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
承
認
制
度
の
見
直
し
も
図
ら
れ
て
お
り
、
最
近
の
厚
生

　

労
働
省
に
お
け
る
審
査
期
間
は
従
米
に
比
べ
て
短
縮
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

閤

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
つ
い
て

　
　

介
護
保
険
に
お
け
る
要
介
護
認
定
は
、
市
町
が
行
う
認
定
調
杏
と
か
か
り
つ
け
医
の

　

意
見
書
を
も
と
に
審
査
判
定
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
認
定
調
杏
に
当
た
っ
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３

て
は
、
訪
問
し
た
当
日
の
状
況
と
本
人
や
介
護
者
か
ら
日
頃
の
状
況
を
聞
き
取
り
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
適
切
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
法
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
県
独
自
で
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
を
拡
充
す
る
こ
と
は
困
難

で
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

昨
年
度
に
策
定
し
た
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
滋
賀
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
、
「
白
‥
立
」
と
「
社
会

参
加
」
、
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
。
。
一
つ
の
視
点
か
ら
、
高
齢
者
の
地
域
生
活

支
援
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
メ
ニ
ュ
ー
と
な
る
よ
う
、
要
介
護
者
に
限
ら
ず
、

支
援
が
必
要
な
高
齢
者
を
対
象
に
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
通
所
介
護
施
設
等
を
活
用

し
た
「
預
か
り
」
や
「
泊
ま
り
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
「
地

域
な
じ
み
の
安
心
事
業
補
助
制
皮
」
を
平
成
十
九
年
度
に
創
設
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
町
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
メ
ニ
ュ
ー
を
含
め
た
地
域
生
活
支
援
の

あ
り
方
を
市
町
や
関
係
団
体
と
と
も
に
検
討
し
、
市
町
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

核
と
し
た
地
域
で
の
生
活
や
社
会
参
加
の
た
め
の
支
援
の
充
実
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
ま

す
。

　

障
害
者
に
対
す
る
地
域
生
活
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
参
加
の
た
め
の
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
昨
年
ト
月
か
ら
市
町
が
実
施
す

る
「
地
域
生
活
支
援
丿
業
」
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
対
象
者
、
事
業
所
へ

の
報
酬
、
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
、
市
町
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
定
め
て
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
に
お
い
て
は
、
市
町
が
策
定
す
る
「
障
害
福
祉
計
両
」
に
お
い
て
、
ニ
ー
ズ
を
適

切
に
把
握
し
て
必
要
な
整
備
量
を
盛
り
込
む
よ
う
指
針
を
示
す
と
と
も
に
、
制
度
の
急

激
な
変
化
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
基
盤
が
弱
く
な
ら
な
い
よ

う
、
緊
急
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
「
地
域
生
活
支
援
事
業
」
の
事
業
量
確
保
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
等
に
と
っ
て
重
要
な
移
動
手
段
で
あ
る
バ
ス
路
線

に
つ
い
て
は
、
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
導
入
の
補
助
制
度
に
よ
り
、
民
間
事
業
者
へ
の
導

人
促
進
に
努
め
て
お
り
、
ま
た
、
「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て
、
公
共
交
通
事
業
者
に
は
、
新
た
に
乗
合
バ
ス
車
両
を
事

業
用
に
川
い
る
と
き
は
低
床
化
な
ど
の
基
準
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
全
国
筋
無
力
症
友
の
会
滋
賀
支
部
）

剛

　

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
　

対
象
疾
忠
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
国
の
特
定
疾
患
対
策
懇
談
会
に
お
い
て
、
平
成

　

九
年
の
同
懇
談
会
に
お
け
る
心
見
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
検
討
が
継
続
さ
れ
て
き
て
お

　

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
重
症
筋
無
力
症
に
つ
い
て
は
見
直
し
対
象
疾
患
に
は
入
っ
て
お

　

り
ま
せ
ん
。

　
　

今
後
と
も
、
特
定
疾
患
治
簾
研
究
事
業
の
見
直
し
が
示
さ
れ
る
際
に
は
他
府
県
と
も

　

連
携
す
る
中
で
、
適
切
な
対
応
を
取
る
よ
う
要
望
等
を
行
い
ま
す
。

閤

　

口
常
生
活
、
学
校
生
活
に
つ
い
て

　
　

乳
幼
児
期
に
は
、
市
町
に
お
い
て
乳
幼
児
健
診
や
発
達
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
少
し
発
達
に
お
い
て
気
に
な
る
子
ど
も
や
親
か
ら
の
訴
え
に
よ
っ
て
、
医
療

　

機
関
を
紹
介
し
た
り
、
ま
た
、
保
健
所
で
行
う
二
次
健
診
（
小
児
科
、
小
児
眼
科
）
や

　

小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
精
密
健
診
で
は
刄
門
医
師
、
保
健
師
に
よ
る
相
談
も
行
っ

　

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
日
常
生
活
而
に
お
い
て
も
、
不
安
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

　

様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
学
校
に
お
い
て
も
、
養
護
教
諭
等
の
研
修
会
で
小
児
重
症
筋
無
力
症
に
つ
い

　

て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
学
校
・
保
護
者
・
主
治
医
・
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
密
に

　

し
、
学
校
生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
き
め
細
か
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い

　

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

閣

　

交
流
会
に
つ
い
て

　
　

対
象
者
数
の
少
な
い
疾
患
は
、
各
保
健
所
単
位
で
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で

　

あ
る
た
め
、
複
数
の
保
健
所
の
共
催
あ
る
い
は
、
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
交
流

　

会
と
し
て
、
県
内
の
適
切
な
会
場
で
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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（
全
国
膠
原
病
友
の
会
滋
賀
支
部
）

剛

　

特
定
疾
心
冷
簾
研
究
Ｉ
瓦
に
つ
い
て

　
　

対
象
疾
忠
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
国
の
特
定
疾
患
対
策
懇
談
会
に
お
い
て
、
平
成

　

九
年
の
同
懇
談
会
に
お
け
る
意
見
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
検
討
が
継
続
さ
れ
て
き
て
い

　

ま
す
。

　
　

令
身
件
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
に
つ
い
て
は
、
心
ち
に
何
ら
か
の
対
応
が
収
ら
れ
る
状

　

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

今
後
と
も
、
特
定
疾
患
治
療
研
究
Ｉ
業
の
見
直
し
が
示
さ
れ
る
際
に
は
他
府
県
と
も

　

辿
携
す
る
巾
で
、
適
切
な
対
応
を
国
が
収
る
よ
う
要
望
等
を
行
い
ま
す
。

（
作
業
所
関
係
）

　

共
同
什
哭
政
‥
に
つ
い
て

　

本
県
で
は
、
す
べ
て
の
共
同
作
業
所
に
つ
い
て
、
平
成
ニ
ト
ー
年
二
月
ま
で
に
、
就

労
継
続
支
援
Ｉ
業
等
の
新
体
系
の
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
移
行
を
目

指
す
こ
と
と
し
、
現
行
の
八
同
作
業
所
に
対
す
る
補
助
金
は
、
平
成
Ｉ
ト
。
年
。
。
。
月
を

も
っ
て
廃
1
1
　
　
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

肌
点
機
能
型
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
設
置
事
業
要
綱
第
四
条
で
、
利
用
者
を
、

従
来
の
身
体
障
害
行
、
知
的
障
害
占
、
精
神
障
害
に
加
え
、
「
セ
ン
タ
ー
の
利
川
が
適

当
と
判
断
さ
れ
る
難
病
心
者
、
発
達
障
害
者
そ
の
他
の
障
害
者
」
と
明
記
し
、
障
害
種

別
に
こ
だ
わ
ら
な
い
制
度
と
し
て
創
設
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ｙ
期
の
移
行
に
よ
り
、

こ
の
制
度
を
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
難
病
の
方
々
を
対
象
と
す
る
共
同
作
業
所
と
い
う
形
態
よ
り
も
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
の
就
労
支
援
を
行
う
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
滋
賀
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
ト
九
年
度
、
就
労
支
援
を

行
う
た
め
の
升
算
計
卜
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
な

が
ら
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
県
町
施
設
の
利
川
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
行
政
財
産
の
使
川
許
可
を

行
い
、
有
償
に
よ
る
利
川
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
川
可
能
な
施
設
が
あ
っ
た
場

合
、
こ
う
し
た
手
続
き
を
経
て
利
川
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

内科・在宅医療

医療法入

　

叡湖会

大西クリニック

理事長／院長
大西利穂

野田

　

妙子（しがなんれん作業所）

〒520-0047大津市浜大津３丁目7－23

　　

TEL（077）523－5911

　　

FAX（077）523－5918

E-mail: eikokai ohnishi@popO 7.odn.ne.jp

　　　　　　　

－

携帯090-3625-5821
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滋
難
連
第
ト
二
号

平
成
ト
九
年
九
刈
ト
四
日

滋
賀
県
知
事
嘉
円

由
紀
子

　

様

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

滋
賀
県
難
病
連
絡
協
議
会

　
　
　

理
事
長

　

森

　

幸
ｆ

平
成
二
十
年
度

　

社
会
福
祉
施
策
に
対
す
る
要
望
書

た

　

○

一
。
滋
賀
県
に
お
け
る
難
病
対
策
基
本
計
画
を
策
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

難
病
に
関
す
る
基
本
的
な
法
律
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
現
状
の
も
と
で
、
私
た
ち
難
炳
患
者
・

家
族
は
滋
賀
県
に
お
け
る
難
病
行
に
た
い
す
る
施
策
が
今
後
ど
の
よ
う
な
計
山
の
も
と
で
進
め

ら
れ
る
の
か
強
い
関
心
と
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
早
い
機
会
に
、
滋
賀
県
に
お
け

る
仮
称
「
難
病
対
策
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

当
事
者
の
声
が
生
か
さ
れ
る
内
容
と
な
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
平
成
ト
ト
］
年
と
月
ミ
ト

四
‐
に
い
た
だ
い
た
回
答
で
は
、
「
基
本
計
画
の
策
定
に
努
め
た
い
」
と
答
え
て
頂
き
ま
し
た
。

既
に
　
１
年
以
上
の
歳
月
が
過
ぎ
去
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
九
年
。
。
。
月
三
ト
日
い
た
だ
い
た
回
答

平
成
二
十
年
度
に
向
け
て
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
難
病
患
者
の
要
望
を
ま
と
め
ま
し

　
　

で
は
、
「
直
ち
に
策
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
な
回
答
の
変
史
に
対
し
、
何
の
説
明
も
な
く
回
答
さ
れ
る
こ
と
に
、
滋
賀
県
と
し
て
の
姿
勢

　

二
〇
〇
一
年
丘
月
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
総
会
で
国
際
生
活
機
能
分
類
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
）
が
．
Ｅ
Ｌ
式
に
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
障
害
の
あ
る
入
々
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
等

を
勘
案
し
て
な
さ
れ
た
改
定
で
す
。
国
内
で
は
、
障
害
者
堪
本
法
の
抜
本
的
な
改
正
が
二
〇
〇

四
年
六
月
に
さ
れ
、
第
１
ト
。
。
。
条
に
難
病
等
の
施
策
を
き
め
細
か
く
推
進
す
る
よ
う
努
め
る
こ

と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
八
月
一
一
十
五
日
国
連
特
別
委
員
会
で
「
障
害
者
の
権
利

条
約
」
案
が
介
意
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
ト
二
月
十
。
。
。
‐
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
に
お
い
て
も
障
害
者
計
画
策
定
に
際
し
て
は
、
難
病
施
策
に
お
い
て
も
、
他
の
障
害

と
と
も
に
き
め
細
か
く
策
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。
巾
町
に
対
し
て
も
地
方
分
権
化

が
進
む
巾
で
、
ま
す
ま
す
自
治
体
の
計
両
作
り
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
も
と
で
、
県
と
市
町

と
の
適
切
な
連
携
の
も
と
に
障
害
者
施
策
が
総
合
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
特
に
お
願
い
申
し
Ｌ

げ
ま
す
。

　

難
病
が
法
制
化
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
の
要
望
だ
の
提
出
で
す
。
昭
和
瓦
十
九
年
以
来
続
け

ら
れ
て
き
た
文
書
で
の
回
答
を
是
非
お
願
い
し
ま
す
。

に
疑
問
を
も
た
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

ニ
。
滋
賀
県
難
病
対
策
推
進
協
議
会
を
開
催
し
、
難
病
対
策
に
つ
い
て
広
く
協
議
す
る
場
を
持
つ

　

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

平
成
十
九
年
。
。
。
月
二
１
　
口
の
回
答
で
、
「
ま
た
、
協
議
会
の
構
成
員
に
つ
い
て
も
、
そ
の
他

知
心
″
が
必
要
と
認
め
る
者
と
し
て
、
協
議
内
容
に
応
じ
て
難
病
患
者
の
茫
場
を
代
表
す
る
行
の

出
席
を
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
答
え
て
罰
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
間
同
協
議
会
は
開
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
平
成
十
八
年
十
二
月
四
目
滋
賀
県

難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
閃
所
に
際
し
て
も
同
協
議
会
は
開
か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
本
協

議
公
は
ど
の
よ
う
な
時
に
開
催
さ
れ
る
も
の
な
の
か
ご
教
示
願
い
た
い
。
厚
生
労
働
竹
で
は
難

病
特
別
対
策
推
進
事
業
実
施
要
綱
を
定
め
、
全
国
の
都
道
府
県
に
対
し
、
川
知
徹
底
を
図
っ
て

い
ま
す
。
本
協
議
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
広
く
関
係
者
の
皆
様
に
難
病
施
策
を
ご
理
解
い
た
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だ
き
、
推
進
す
る
こ
と
が
人
切
と
思
い
ま
す
。

三
．
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
滋
賀
県
難
病
連
絡
協
議
会
が
実
施
す
る
難
病
相
談
事
業
は
、
難
病
相
談
支
援

　

セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
な
ど
他
機
関
で
は
担
え
な
い
内
容
の
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
当
会
の

　

難
病
相
談
事
業
に
要
す
る
経
費
に
対
し
補
助
を
復
活
さ
れ
た
い
。

　

平
成
十
八
年
一
一
月
ト
五
目
前
国
松
知
事
に
会
い
平
成
ト
七
年
度
ま
で
交
付
さ
れ
て
い
た
前
記

補
助
金
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
理
由
で
無
く
さ
れ
た
の
か
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
前
知
事
は
、

「
そ
こ
ま
で
の
事
情
を
知
ら
な
か
っ
た
。
誠
に
す
ま
な
い
。
今
年
度
は
セ
ン
タ
ー
の
１
算
の
枠

内
で
や
っ
て
欲
し
い
。
」
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
ト
九
年
度
に
期
待
を
す
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
昨
年
度
健
康
推
進
課
で
は
予
算
要
求
す
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
滋
賀
県
と
の

話
し
合
い
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
と
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
「
協
働
」
と
は
こ
う
い
う
も
の
で
あ

る
の
か
と
思
い
悩
ん
で
い
ま
す
。
助
成
金
の
復
活
を
要
望
し
ま
す
。

四
．
在
宅
療
養
に
つ
い
て

　

①
災
害
時
に
お
け
る
難
病
患
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て

　

こ
の
間
の
中
越
沖
地
震
災
害
を
見
て
い
る
と
、
特
に
在
宅
で
療
養
し
て
い
る
難
病
患
者
等
が

安
心
し
て
暮
ら
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
不
安
で
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
人
工
呼
吸

器
装
着
や
在
宅
酸
素
療
法
な
ど
の
利
川
時
の
停
電
等
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
の
か
、
詳
細
に
説
明
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
予
測
で
き
る
災
害
に
対
し
、
心
配
な
く
対

応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

②

　

重
症
難
病
患
者
か
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
、
き
め
の
細
か
い
在
宅
支
援
を
、
県

　

下
の
ど
の
地
域
に
住
ん
で
い
て
も
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

滋
賀
県
に
お
か
れ
て
は
、
咀
度
の
難
病
患
者
等
が
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
療
養
牛

活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
検
討
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
保
健
所
で
は
難
病
特
別
推

進
事
業
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
重
症
な
難
病
患
者
で
あ
っ
て
も
、
滋
賀
県
ｙ
の
ど

の
地
域
に
暮
ら
し
て
い
て
も
、
支
援
が
受
け
ら
れ
、
安
心
し
て
療
養
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
仮
に
。
人
暮
ら
し
の
重
症
難
病
患
者
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
）
が
、

大
津
巾
に
住
ん
で
い
て
、
人
Ｌ
呼
吸
器
を
装
着
し
て
暮
ら
し
て
い
た
と
す
る
時
に
、
現
行
の
制

度
で
ど
の
よ
う
な
支
援
が
提
供
で
き
、
何
か
足
り
な
い
の
か
、
モ
デ
ル
を
設
定
し
て
ご
教
導
願

い
た
い
。

③
全
市
町
で
「
難
病
患
者
等
居
宅
生
活
支
援
事
業
」
の
実
施
を

　

本
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
ご
占
労
さ
れ
て
い
る
と
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
。
実
施
市
町
は
増

え
て
は
い
ま
す
が
、
そ
の
利
川
状
況
は
大
変
少
な
い
現
状
で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
患
者
や

家
族
が
当
該
事
業
の
存
在
そ
の
も
の
を
知
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
先
進
地
の
経
験
に
も
学

ん
で
い
た
だ
き
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
利
用
で
き
る
の
か
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
も
作
成
し
て
い
た

だ
き
普
及
に
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

五
．
「
滋
賀
県
重
症
難
病
患
者
入
院
施
設
確
保
事
業
」
に
つ

い

て

　

本
事
業
は
入
院
を
必
要
と
す
る
難
病
患
者
の
人
院
施
設
を
確
保
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
が
、

例
え
ば
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
患
者
が
必
要
な
時
に
、
必
要
な
期
間
人
院
で
き
る
施
設
は
あ

り
ま
せ
ん
。
家
族
の
介
護
支
援
の
レ
ス
パ
イ
ト
で
す
ら
困
難
な
現
状
で
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状

を
如
何
に
し
て
打
開
し
よ
う
と
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

六
。
「
滋
賀
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で

　

き
る
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
、
ま
た
そ
の
機
能
か
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し

　

て
い
た
だ
き
た
い
。

剛

　

難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
既
存
す
る
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
持
ち
、
有
機
的
に

　

機
能
す
る
よ
う
に
調
幣
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
　

各
保
健
所
で
実
施
さ
れ
る
難
病
相
談
や
医
療
活
動
、
交
流
会
等
に
お
い
て
は
、
患
者
・
家

　

族
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
内
容
と
な
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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滋
賀
県
下
各
保
健
所
で
は
特
に
近
時
、
積
極
的
な
難
病
対
策
に
ご
苦
労
願
っ
て
い
る
こ
と

　

に
感
謝
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
滋
賀
県
難
病
連
絡
協
議
会
の
各
加
盟
団
体
に
お
い
て
も
、

　

難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
保
健
所

　

を
は
じ
め
関
係
機
関
が
有
機
的
に
連
携
し
な
が
ら
、
事
業
が
進
め
ら
れ
れ
ば
、
よ
り
良
い
事

　

業
が
展
開
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
　

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
有
機
的
連
携
構
築
の
た
め
に
、
関
係
者
が
相
談
し
て
事
業
が
進
め

　

ら
れ
る
よ
う
健
康
推
進
課
に
お
い
て
ご
配
意
い
た
だ
き
た
い
。

口

　

難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
、
お
よ
び
講
演
会
、
相
談
会
、
交
流
会
等
の
開
催
に

　

つ
い
て
は
、
Ｌ
日
の
開
所
が
必
須
で
す
。
利
用
者
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
上
目
の
開
所

　

条
件
を
改
善
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

閣

　

利
用
し
や
す
い
駐
亜
場
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
会
館
の
裏
の
駐
車
場
か
ら
は
、
階
段
が

　

あ
り
、
ま
た
正
面
玄
関
に
回
る
た
め
に
は
坂
道
に
な
っ
て
い
ま
す
。

㈲

　

セ
ン
タ
ム

　

す
。
人
材
確
保
の
た
め
の
入
件
費
を
保
障
し
て
く
だ
さ
い
。

閤

　

難
病
患
者
に
も
就
労
の
機
会
を
保
障
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

難
病
患
者
の
就
労
の
機
会
に
つ
い
て
滋
賀
県
と
し
て
只
体
的
な
進
め
方
を
ご
教
示
く
だ
さ

Ｉ
Ｏ

ｒ
Ｑ

七
。
「
難
病
患
者
手
帳
」
を
難
病
患
者
の
社
会
参
加
の
手
段
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

難
病
患
者
が
社
会
参
加
の
有
力
な
手
段
と
し
て
難
病
手
帳
が
活
用
で
き
る
よ
う
、
滋
賀
県
と

　

し
て
で
き
う
る
限
り
の
内
容
を
具
備
し
、
難
病
患
者
か
家
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
、
地
域

　

社
会
に
参
加
す
る
条
件
を
整
え
て
く
だ
さ
い
。
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日
に
い
た
だ
い
た
回

　

答
で
は
、
「
県
立
施
設
で
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討
し
た
い
と
考

　

え
て
い
ま
す
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
早
急
に
利
用
で
き
る
よ
う
ご
配
意
い
た
だ
き
た
い
。

八
。
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
等
各
種
難
病
施
策
の
受
給
に
際
し
て
は
、
患
者
・

　

家
族
の
現
状
を
考
え
て
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

い
ま
す
。
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
申
請
、
更
新
を
は
じ
め
、
各
難
病
施
策
利
川
に
際
し
、

　

2
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行
政
窓
口
に
お
け
る
対
応
に
、
「
難
病
を
理
解
し
て
欲
し
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
二
Ｌ
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
家
族
の
発
言
参
照
）

　

つ
い
て
は
、
難
病
患
者
・
家
族
へ
の
対
応
に
関
し
、
保
健
所
や
市
町
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
の

関
係
窓
］
担
当
者
等
に
対
す
る
研
修
な
ど
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

九
。
各
患
者
団
体
か
ら
の
要
望

　

（
日
本
て
ん
か
ん
協
会
滋
賀
県
支
部
）

　
　

成
人
の
て
ん
か
ん
医
療
体
制
に
つ
い
て
、
外
来
診
療
、
入
院
体
制
と
も
に
充
実
し
て
い
た

　

だ
き
た
い
。

　

（
京
都
ス
モ
ン
の
会
滋
賀
支
部
）

剛

　

ス
モ
ン
薬
害
被
害
者
の
「
被
害
者
対
策
」
は
、
一
般
施
策
の
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

　

の
た
め
制
度
が
変
わ
る
ご
と
に
問
題
が
起
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
恒
久
対
策
は
、
す
べ
て

　

国
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
「
確
認
書
」
で
、
厚
生
労
働
省
と
話
し
合
い
で
決
め
て
い
く
こ
と

　

に
な
っ
て
い
て
、
現
在
も
交
渉
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
前
提
に
ス
モ
ン
患
者
へ
の

　

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

閣

　

ス
モ
ン
患
者
の
医
療
機
関
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
利
用
に
つ
い
て
、
医
療
費
問
題
等
で
混
乱
の

　

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
「
ス
モ
ン
は
キ
ノ
ホ
ル
ム
の
副
作
用
に
よ
る
全
身
病
的
な
健

　

陳
被
害
」
で
、
保
険
適
用
対
象
の
医
療
費
負
担
分
は
、
。
０
分
の
。
０
国
が
負
担
す
る
こ
と

　

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
モ
ン
患
者
は
「
医
療
区
分
三
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
入
院
等

　

の
給
食
費
も
　
　
〇
分
の
Ｉ
〇
国
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ぼ

　

ス
モ
ン
患
者
は
、
加
齢
が
進
ん
で
い
て
、
被
害
状
況
も
重
度
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ

　

に
伴
い
医
療
へ
の
依
存
も
増
加
し
、
入
退
院
を
繰
り
返
す
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
定
疾
患
医

　

療
受
給
者
手
帳
が
全
医
療
機
関
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

圃

　

ス
モ
ン
採
暖
費
を
灯
油
等
の
値
ヒ
が
り
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
滋
賀
支
部
）

難
病
患
者
は
果
て
し
な
い
、
つ
ぎ
つ
ぎ
進
行
す
る
症
状
の
わ
が
身
を
見
て
療
養
生
活
を
し
て

　
　

山

　

す
で
に
承
認
さ
れ
て
い
る
治
療
薬
が
、
必
要
な
患
者
に
使
え
る
よ
う
治
療
費
を
助
成
し
て
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く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
認
定
で
は
、
リ
ウ
マ
チ
の
特
性
で
あ
る
痛
み
や
変
形
、
症
状
の

変
動
を
考
慮
し
、
か
つ
、
リ
ウ
マ
チ
患
者
が
必
要
と
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
て
く
だ

さ
い
。

（
全
国
筋
無
力
症
友
の
会
滋
賀
支
部
）

　

口
頃
の
重
症
筋
無
力
症
へ
の
取
り
組
み
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

初
期
に
特
定
疾
患
に
指
定
さ
れ
た
重
症
筋
無
力
症
は
、
研
究
班
の
先
生
方
を
は
じ
め
多
く
の

関
係
者
の
ご
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
医
療
の
進
展
が
あ
り
、
呼
吸
困
難
「
ク
リ
ー
ゼ
」
で

生
命
を
落
と
さ
ず
に
済
む
よ
う
に
な
り
、
地
方
で
も
早
期
診
断
が
進
み
、
更
に
治
療
方
法
の
選

択
肢
が
多
く
な
り
、
平
均
と
し
て
軽
症
で
済
む
割
合
が
増
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
未
だ
に
そ
の
成
果
の
恩
恵
に
浴
せ
な
い
患
者
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

患
者
に
よ
っ
て
効
果
に
大
変
な
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
患
者
の
明
暗
を
分
け
て
い
ま
す
。
全
体

と
し
て
軽
症
で
済
む
割
合
が
増
し
た
と
は
い
え
、
完
全
に
回
復
し
て
医
療
に
決
別
で
き
る
人
は

僅
か
で
、
副
作
用
に
悩
む
多
く
の
患
者
が
い
ま
す
。

巾

　

現
在
厚
生
労
働
竹
特
定
疾
患
対
策
懇
談
会
に
お
い
て
、
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
実
施

　

方
法
に
つ
い
て
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
対
象
疾
患
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
唄

　

症
筋
無
力
症
患
者
の
多
く
が
強
い
危
惧
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

患
者
の
実
態
を
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
き
、
重
症
筋
無
力
症
が
引
き
続
き
特
定
疾
患
治
療
研
究
事

　

業
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
、
国
に
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

恋

　

こ
れ
ま
で
神
経
筋
疾
患
全
般
の
交
流
会
が
各
保
健
所
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
重
症

　

筋
無
力
症
の
み
の
患
者
交
流
が
で
き
る
よ
う
各
保
健
所
で
計
画
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

支
部
と
し
て
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
は
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　

（
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
滋
賀
県
支
部
）

　

日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
滋
賀
県
支
部
長
前
田
重
一
は
、
ほ
一
人
子
一
入
の
二
人
暮
ら
し
で
あ
っ
た
。

こ
Ｏ
Ｏ
ヒ
年
三
月
三
や
一
目
、
認
知
症
で
目
が
放
せ
な
か
っ
た
母
親
が
介
護
保
険
施
設
に
入
所

す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
母
親
の
手
を
借
り
、
工
夫
を
し
つ
つ
在
宅
生
活
を
続
け
て
い
た

前
田
は
、
母
親
の
施
設
入
所
に
よ
り
、
在
宅
で
の
生
活
が
困
難
と
な
っ
た
。
当
時
の
症
状
は
、

歩
行
器
を
使
っ
て
、
か
ろ
う
じ
て
伝
い
歩
き
が
で
き
る
程
度
で
、
両
手
の
機
能
は
ほ
と
ん
ど
動

か
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
や
む
な
く
、
医
療
的
な
処
置
は
必
要
な
い
が
、
甲
南
病
院
を
経
て
、

紫
香
楽
病
院
に
入
院
と
な
っ
た
。
現
在
の
症
状
は
、
歩
行
器
に
よ
る
歩
行
は
不
可
能
と
な
り
、

車
椅
子
で
の
移
動
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
人
の
希
望
は
在
宅
で
の
生
活
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
状
で
は
地
域
に
そ
れ
を
可
能
に
す
る

什
組
み
が
な
い
。
家
族
が
い
た
と
し
て
も
家
族
が
犠
牲
と
な
っ
て
必
死
に
支
え
て
い
る
現
状
で

あ
る
。
前
田
支
部
長
は
当
面
、
長
期
に
入
所
で
き
る
施
設
の
実
現
を
切
望
し
て
い
る
。

　

当
面
、
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に
次
の
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

―
．
難
病
対
策
法
本
計
両
の
策
定

　
　

当
事
者
の
意
見
を
良
く
き
い
た
上
で
、
難
病
対
策
基
本
計
画
を
策
定
し
、
具
体
的
な
数
値

　

目
標
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
・
滋
賀
県
難
病
対
策
推
進
会
議
の
開
催

　
　

二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
一
年
、
一
一
回
の
開
催
の
ま
ま
、
開
催
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
会
議
を

　

文
字
通
り
、
滋
賀
県
全
体
の
難
病
施
策
を
検
討
、
推
進
す
る
場
と
し
て
機
能
さ
せ
て
い
た
だ

　

き
た
い
。

３
．
医
療
機
関
に
お
け
る
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
に
つ
い
て
み
る
と
、
現
状
に
お
け
る
急
性
期
病
院

　

で
の
受
け
入
れ
は
き
わ
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
今
後
ま
す
ま
す
医
療
難
民
が
増
え
て
い

　

く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
も
と
で
、
重
症
難
病
患
者
の
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
は
、
急
性
期
病
院
だ

　

け
で
な
く
、
療
養
病
床
を
持
つ
病
院
で
の
受
け
入
れ
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

　

に
は
、
重
症
難
病
患
者
ケ
ア
に
つ
い
て
直
接
的
な
指
導
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
具

　

体
的
で
活
用
し
や
す
い
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
福
祉
施
策
と
の
融
合
を
視
野
に
い
れ
て
、

　

滋
賀
県
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
作
り
入
院
先
の
確
保
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

４
．
保
健
所
に
お
け
る
難
病
担
当
保
健
師
は
難
病
以
外
の
業
務
も
批
当
し
て
お
り
、
個
々
の
重

　

症
難
病
患
者
に
合
っ
た
支
援
が
か
な
り
困
難
な
状
況
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
現
状

　

か
ら
難
病
担
当
保
健
師
の
加
配
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

５
．
病
状
進
行
の
早
い
Ａ
Ｌ
Ｓ
は
、
先
を
見
越
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ッ
や
そ
れ
に
伴
う
支
援
体
制
が

　

必
要
で
あ
り
、
保
健
所
の
難
病
患
者
在
宅
療
養
支
援
の
一
つ
で
あ
る
「
療
養
支
援
計
両
策
定

　

2
8



辻

　

怜子（しがなんれん作業所）

企画から印刷まで

　　

印刷のアドバイザー

難ポスター、機関誌･紙、記念誌、

　

議案書、資料冊子など

朧求人広告･ビラは企画･印刷･折

　

込みまで一括請け負います

賢池喘£障:1
〒520-0001大津市蓮池町６－２３

　

TEL

　

０７７－５２４－６７７１

　

FAX 077-527-2990

作ってみませんか？

　

自分史・家族史

　

評
価
Ｉ
業
」
を
全
Λ
Ｌ
Ｓ
心
行
に
当
て
は
め
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
共
に
Λ
Ｌ
Ｓ
心
者

　

支
援
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

６
．
難
病
心
者
等
川
宅
生
活
支
援
丿
業
が
有
効
に
実
施
さ
れ
る
た
め
に
、
心
者
・
家
族
や
医
療

　

機
関
並
び
に
支
援
サ
ー
ビ
ス
捉
供
行
等
へ
の
周
知
と
共
に
、
全
巾
町
で
有
効
に
こ
の
Ｉ
業
が

　

機
能
す
る
よ
う
巾
町
に
指
導
援
助
を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

７
．
ヘ
ル
パ
ー
等
の
痰
吸
引
介
駿
行
の
確
保
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

８
．
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
が
在
宅
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
ニ
ト
四
峙
川
の
支
援
体
制
が
必
要
と

　

な
り
、
そ
れ
に
見
合
う
サ
ー
ビ
ス
提
供
Ｉ
業
所
が
な
け
れ
ば
成
り
俘
。
ち
ま
せ
ん
。
滋
賀
県
と

　

し
て
支
援
休
制
確
保
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
収
り
糾
ん
で
い
た
だ
け
る
の
か
お
考
え
を
お
聞

　

か
サ
岫
い
た
い
。

働くものの立場にたつ

　　

民主的医療を

　　　

めざしています

滋賀民医連
〒520-0817

　

大津市昭和町2－17

　　　　

きょーええ２階

　　　

a

　

077(526)8149

　　

FAX 077(526)8149

地域に広がる医療･福祉･介護のネットワーク

●ぜぜ診療所●坂本民主診療所●こびらい生協診療所

●介護老人保健施設日和の里●ぜぜ在宅ケアステーショ

ン陽だまり（訪問看護ステーション●ヘルパーステーショ

ン●デイサービスセンター）●訪問看護ステーションコ

スモス：なないろ●ヘルパーステーションなないろ●デ

イサービスセンターにじの家：ほっこり
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平成18年度特定疾患医療受給者証所持者数(滋賀県２次医療圏別)
(単位：入)

盾月 疾　患　名 大津 湘南 甲賀 東近江 湖東 湖北 湖西 合計

１ ベーチェット病 34 34 14 21 10 20 ４ 137

２ 多発性硬化症 30 24 11 13 15 21 ４ 118

３ 重症筋無力症 39 26 15 30 12 18 ７ 147

４ 全身性エリテマトーデス H1 96 45 83 42 63 16 456

５ スモン ６ ５ １ ３ ３ １ ０ 19

６ 再生不良性貧血 28 21 ８ 24 20 17 ４ 122

７ サルコイドーシス 47 33 13 26 16 24 13 172

８ 筋萎縮性側索硬化症 14 26 ９ ８ 12 12 １ 82

９ 強皮症・皮膚筋炎および多発性筋炎 62 57 39 52 35 42 21 308

10 特発性血小板減少性紫斑病 53 46 25 36 35 24 12 231

11 結節性動脈周囲炎 14 ７ ６ 13 ６ ２ ３ 51

12 潰瘍性大腸炎 316 221 87 169 100 120 30 1,043

13 大動脈炎症候群 ６ 10 ７ ６ ８ ３ ２ 42

14 ビュルガー病 20 12 18 10 ６ ６ １ 73

15 天庖療 10 ５ ２ ３ ５ ５ １ 31

16 脊髄小脳変性症 38 25 21 38 36 24 11 193

17 クローン病 61 62 27 53 30 26 12 271

18 難治性の肝炎のうち劇症肝炎 ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ２

19 悪性関節リュウマチ 14 18 １ ３ ６ ２ ３ 47

20 パーキンソン病（本態性） 273 181 116 143 134 155 35 1.037

21 アミロイドーシス（原発性） ４ １ ０ １ ２ ０ １ ９

22 後縦靭帯骨化症 58 48 28 48 40 32 19 273

23 ハンチントン病 ４ １ １ ２ １ ０ ０ ９

24 モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞症） 23 18 14 13 14 10 ２ 94

25 ウェゲナー肉芽腫症 １ ５ ３ ０ ０ ２ ０ 11

26 特発性拡張型心筋症 109 86 32 37 50 20 21 355

27 シャイ・ドレーガー症候群 28 22 ８ 16 13 15 ４ 106

28 表皮水底症 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

29 膿庖性乾癖 ４ ３ ０ ５ ２ １ ０ 15

30 広範脊柱管狭窄症 ９ ７ ４ ７ ５ ３ ２ 37

31 原発性胆汁性肝硬変 42 30 ７ 25 18 11 ６ 139

32 重症急性騨炎 ４ ２ ６ ４ １ ２ ０ 19

33 特発性大髄骨頭壊死症 42 36 17 28 26 14 ４ 167

34 混合性結合絹織症 20 17 ８ ６ ５ 10 ４ 70

35 原発性免疫不全症候群 １ ０ ０ ３ １ １ ０ ６

36 特発性間質性肺炎 14 １ ３ ３ ６ ３ ０ 30

37 網膜色素変性症 51 56 30 29 20 23 17 226

38 プリオン病 ０ １ ０ １ ２ ０ ０ ４

39 原発性肺高血圧症 ３ ５ ０ ２ １ ０ ０ 11

40 神経線維腫症 ９ ４ ５ ２ ６ ４ １ 31

41 亜急性硬化性全脳炎 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

42 バット・キアリ(Budd-Chiari)症候群 ４ １ ０ １ ０ ０ ０ ６

43 特発性慢性性肺血栓塞栓症（肺高血圧型） ３ １ ０ ２ ０ ０ ０ ６

44 ライソソーム病(ファブリー[Fabry]病含む) １ ２ ０ ２ ０ １ ０ ６

45 副腎白質ジストロフィー ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １

合　計 1.611 1,257 631 971 745 738 261 6.214
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特定疾患医療受給者証交付件数

鸚 疾　　患　　名 実施年月日
平成17年度 平成18年度

増加数 件数 増加数 件数

１ ベーチェット病 昭和47年４月１日 210 16,627 11 16.638

２ 多発性硬化症 昭和48年４月１ロ 695 11.451 487 11,938

３ 重症筋無力症 昭和47年４月１ロ 575 14,337 514 14,851

４ 全身性エリテマトーデス 昭和47年４月１「| 1,214 53,409 416 53,825

５ スモン 昭和47年４月１日 －44 1,996 －70 1,926

６ 阿生不良性貧血 昭和48年４月1［1 一248 8,997 13 9,010

７ サルコイドーシス 昭和49年10月1［1 -189 17.900 53 17,953

８ 筋萎縮性側索硬化症 昭和49年10月１日 295 7.302 393 7,695

９ 強皮症､皮膚筋炎及び多発性筋炎 昭和49年10月１日 1,578 34.592 1,518 36,110

10 特発性血小板減少壮紫斑病 昭和49年10月１日 -1,822 23,971 －775 23,196

11 結節性動脈周囲炎 昭和50年10月１日 425 4,653 506 5,159

12 潰瘍性大腸炎 昭和50年10月１Ｈ 5,142 85,453 5,174 90,627

13 大動脈炎症候群 昭和50年10月１日 66 5.269 －36 5,233

14 ビュルガー病 昭和50年10月１日 －271 8,371 －250 8.121

15 天庖癒 昭和50年10月１日 191 3.695 148 3,843

16 脊髄小脳変性症 昭和51年10月１日 1,138 19.085 863 19,948

17 クローン病 昭和51年10月１日 i,2oa 24,396 1,304 25.700

18 難治性の肝炎のうち劇症肝炎 昭和51年10月１日 一14 263 －18 245

19 悪性関節リウマチ 昭和52年10月１日 173 5,345 221 5,566

20 パーキンソン病関連疾患 6,325 81,351 5,101 86,452

1)進行性核上性麻蝉 平成15年10月１日 - - - -

2)大脳皮質基底核変性症 平成15年10月１日 - - - -

3)パーキンソン病 昭和53年10月1［l - - - -

21 アミロイドーシス 昭和54年10月１日 65 1.078 85 1,163

22 後縦靭帯骨化症 昭和55年12月１日 893 23,393 1,631 25,024

23 ハンチントン病 昭和56年10月１日 16 688 17 705

24 モヤモヤ病(ウィリス動脈輪閉塞症) 昭和57年１月１日 45 10,812 118 10,930

25 ウェゲナー肉芽腫症 昭和59年１月１日 83 1,190 77 1,267

26 特発性拡張型(うっ血型)心筋症 昭和60年１月１Ｈ 2,434 18,771 -135 18.636

27 多系統萎縮症 424 9,309 470 9.779

1)線条体黒質変性症 平成15年10月１日 - - - -

2)オリーブ橋小脳萎縮症 昭和51年10月１日 - - - -

3)シャイ・ドレーガー症候群 昭和61年１月１日 - - - -

28 表皮水庖症(接合部型及び栄養障害型) 昭和62年１月１日 １ 323 ４ 327

29 膿庖性乾鮒 昭和63年１月１日 42 1,468 19 1,487

30 広範脊柱管狭窄症 昭和64年１月１口 233 2,758 254 3,012

31 原発性胆汁性肝硬変 平成２年１月１ロ 868 14,014 368 14,382

32 重症急性肺炎 平成３年１月１日 －91 1,094 75 1,169

33 特発性大腿骨頭壊死症 平成４年１月１日 90 11,166 382 11,548

34 混合性結合組織病 平成５年１月１日 450 7,508 329 7,837

35 原発性免疫不全症候群 平成６年１月１日 一14 1,067 －２ 1,065

36 特発性間質性肺炎 平成07年１月１日 G84 4,396 －230 4,166

37 網膜色素変性症 平成08年１月１日 862 23,404 534 23.938

38 プリオン病 ７ 321 11 332

39 原発性肺高血圧症 平成10年１月１日 95 853 108 961

40 神経線維腫症 平成10年５月１日 130 2,123 154 2.277

41 亜急性硬化性全脳炎 平成10年12月１日 －7 97 ３ 100

42 バッド・キアリ(Budd―chiari)症候群 平成10年12月１日 20 234 ２ 236

43 特発性慢性肺血栓塞栓症(肺高血圧型) 平成10年12月１日 100 711 89 800

44 ライソソーム病(ファブリーCFabry)病含む) 51 459 37 496

45 副腎白質ジストロフィー 平成12年４月1［I 16 148 ３ 151

合　　計 24,144 565,848 19､976 585,824
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特定疾患調査研究対象疾患一覧表(123疾患）

騏 疾　患　名 鸚 疾　患　名 鸚 疾　患　名

１ 脊髄小脳変性症 42 ＡＤＨ分泌異常症 83 肝内胆管障害

２ シャイ・ドレーガー症候群 43 中枢性摂食異常症 84 騨嚢胞線維症

３ モヤモヤ病(ウィリス動脈輪閉塞症)44 原発性アルドステロン症 85 重症急性豚炎

４ 1E常圧水頭症 45 偽性低アルドステロン症 86 慢性豚炎

５ 多発性硬化症 46 グルココルチコイド抵抗症 87 アミロイドーシス

６ 重症筋無力症 47 副腎酵素欠損症 88 ベーチェット病

７ ギラン・バレー症候群 48 副腎低形成(アジソン病) 89 全身性エリテマトーデス

８ フィッシャー症候群 49 偽性副甲状腺機能低下症 90 多発性筋炎・皮膚筋炎

９ 慢性炎症性脱個性多発神経炎 50 ビタミンＤ受容機構異常症 91 シェーグレン症候群

10 多発限局性運勤性末梢神経災ぐルイス・サムナー症候群） 51 ＴＳＨ受容体異常症 92 成人スティル病

Ｈ 県クローン抗体を伴つ末梢神経災（クロウ・フカセ症候群）
52 甲状腺ホルモン不応症 93 高安病(大動脈炎症候群)

12 筋萎縮性側索硬化症 53 再生不良性貧血 94 バージャー病

13 脊髄性進行性筋萎縮症 54 溶血性貧血　　　　　　　‘ 95 結節性多発動脈炎

14 球脊昶性筋萎縮症
CKenned v-Alter｡Sung病う

55 不応性貧血(骨髄異形成症候群) 96 ウェゲナー肉芽腫症

15 脊髄空洞症 56 骨髄線維症 97 アレルギー性肉芽腫性血管炎

16 パーキンソン病 57 特発性血栓症 98 悪性関節リウマチ

17 ハンチントン病 58 血栓性血小板減少性紫斑病(ＴＴＰ)99 側頭動脈炎

18 進行性核上性麻蝉 59 特発性血小板減少性紫斑病 100 抗リン脂質抗体症候群

19 線条体黒質変性症 60 ｌｇＡ腎症 101 強皮症

20 ペルオキシソーム病 61 急速進行性糸球体腎炎 102 好酸球性筋膜炎

21 ライソソーム病 62 難治性ネフローゼ症候群･ 103 硬化性萎縮性苔癖

22 クロイツフェルト・ヤコブ病(CJD) 63 多発性嚢胞腎 104 原発性免疫不全症候群

23
ゲルストマン・ストロイスラー・
シャインカー病CGSS) 64 肥大型心筋症 105 若年性肺気腫

24 致死性家族性不眠症 65 拡張型心筋症 106 ヒスチオサイトーシスＸ

25 亜急性硬化性全脳炎(SSPE) 66 拘束型心筋症 107 肥満低換気症候群

26 進行性多巣性白質脳症（PML） 67 ミトコンドリア病 108 肺胞低換気症候群

27 後続靭帯骨化症 68 Fabry病 109 原発性肺高血圧症

28 黄色靭帯骨化症 69 家族性突然死症候群 110 慢性肺血栓塞栓症

29 前縦靭帯骨化症 70 原発性高脂血症 １１１ 混合性結合組織病

30 広範脊柱管狭窄症 71 特発性間質性肺炎 112 神経線維腫瘤Ｉ型
（レックリングハウゼン炭）

31 特発性大腿骨頭壊死症 72 サルコイドーシス H3 神経線維腫症ｎ型

32 特発性ステロイド性骨壊死症 73 びまん性汎細気管支炎 114 結節性硬化症(プリングル病)

33 網膜色素変性症 74 潰瘍性大腸炎 115 表皮水底症

34 加齢黄斑変性 75 クローン病 116 膿庖性乾痴

35 難治性根神経症 76 自己免疫性肝炎 117 天庖疸

36 突発性難聴 77 原発性胆汁性肝硬変 118 大脳皮質基底核変性症

37 特発性両側性感皆難聴 78 劇症肝炎 119 重症多形溶出性紅斑(急性期)

38 メニエール病 79 特発性門派圧完進症 120 肺リンパ脈管筋腫症(ＬＡＭ)

39 遅発性内リンパ水腫 80 肝外門脈閉塞症 121 進行性骨化性腺維異形成症(FOP)

40 ＰＲＬ分泌異常症 81 Budd-Chiari症候群 122 色素性乾皮症(XP)

41 ゴナドトロピン分泌異常症 82 肝内結石症 123 スモン
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難病患者等居宅生活支援事業実施状況
平成19年９月現在

剌業を実施している
市　　町　　　名

難病患者等ホーム

ヘルプサービス事業

難　病　忠　者　等

短期入所事業

難病患者等日常生活

用具給付事業

人　　津　　巾 ○ ○

草　　津　　市 ○ ○ ○

守　　山　　市 ○

野　　洲　　巾 ○ ○

栗　　東　　市 ○

甲　　賀　　巾 Ｏ ○ ○

湖　　南　　市 ○ Ｏ ○

近江八幡市 ○ Ｏ ○

東　近　汪　市 ○ ○ ○

彦　　根　　巾 ○

米　　原　　市 ○ ○ Ｏ

長　　浜　　市 Ｏ ○ Ｏ

高　　島　　市 ○ Ｏ

安　　土　　町 ○

日　　野　　町 ○

竜　　王　　町 ○ ○

愛　　荘　　町 ○ ○ ○

虎　　姫　　町 ○ ○

湖　　北　　町 ○ ○ Ｏ
高　　月　　町 ○ Ｏ Ｏ

木　之　本　町 ○ ○ ○

余　　呉　　町 ○

西　浅　井　町 ○ Ｏ ○

１）当事業の利用を希望される場合には、実施市町または管轄する保健所へご相談ください。

２）現在実施していない市町やサービスであっても、希望者があれば実施できる場合もありますので、

　

くわしくは最寄りの市町にご相談ドさい。

難病患者等居宅生活支援事業

　

難病患者等居宅生活支援事業(平成９年から開始)は、患者のＱＯＬの向上のために、療養生活支援を[1的

とした事業を実施し、地域における鄭病患者等の自立と社会参加の促進を図っています。

　

詳しいお問い合わせ等は、市町担肖課へご相談ください。

　　

１．難病患者等ホームヘルプサービス事業

　　

２．難病患者等短期入所(ショートステイ)事業

　　

３．難病患者等日常生活阻具給付事業

　　

４．難病患者等ホームヘルパー養成研修事業

　

上

(1)

(2)

(3)

(4)

記、１～３の事業の対象者は、次のすべての要件を満たす者です。

　

日常生活を営むのに支障があり、介護等のサービスの提供を必要とする者。

　

難冷性疾患克服研究事業（特定疾患調査研究分野）の対象疾患(123疾患）および関節

リウマチの患者。

　

在宅で療養が可能な程度に病状が安定していると医師によって判断されている者。

　

老入福祉法、身体障害者福祉法、介護保険法などの施策の対象でないこと。
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難病対策要綱

47

厚

刈
宵

回
生

　

いわゆる難炳については、従来これを統‥一的な施策の対策としてとりあげていなかったが、匈病患お･

のおかれている状況にかんがみ、総介的な郊病対策を実施するものとする。

　

難病対策として収りＬげるべき疾病の祀川についてはいろいろな考え方かおるが、次のように整即す

る。

（1）原囚不明、治療方法米俵､Iﾉﾐであり、かつ、後辿症を残すおそれが少なくない疾病（例：ベーチェッ

　

ト病、服症筋無力川、全身性エリテマトーデス）

（2）経過が幔性にわたり、胆に経済的な問題のみならず介駿等に著しく人手を唆するために家族の負

　

担が屯く、また精神的にも負批の大きい疾病（例：小兇がん、小児慢性腎炎、ネフローゼ、小児ぜ

　

んそく、退行性勧ジストロフィー、腎不全（入に透析対象者）、小児異常行動、亜症心身障吉児）

　

対策の進め方としては、次のﾓ点を柱として考え、このほか柚祉サービスの面にも配慮していくこと

とする。

　

口詞介研究の沼進

　

（2）医療施殼の整備

　

（3）医曝費の自ｄ負担の解消

　

なお、ねたきり老入、がんなど、すでに別個の対策の体系が仁するものについては、この対策から

除外する。

　

日本の難病対策は、1955年頃から原因不明の神経病として

発生したスモンが1967～68年頃に全国的に多発し、社会問題

となりました。スモン患者の運動により、厚生省はスモン協

議会を設置し、検討を開始しました。1970年９月キノホルム

製剤の販売を中止したといころ、以降新患者発生が激減しま

した。厚生省は1972年６月特定疾患対策懇談会を設置し、

1972年10月「難病対策要綱」を制定したのです。

住み良い街づくりの一角をにないたい

生鮮館

TEL 077-522-4765

／……………り?--り-
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看
建

ｔ
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竹口

　

有紀（しがなんれん作業所）
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病

　

対

　

策

　

の

　

概 要

難病対策については、……IS和47年に定められた「難病対策要綱」を踏まえ各種の事業を推進している。

平成19年度予算額

対策の進め方

〔平成19年度予算額

〈難病対策として取り上げる疾患の範囲〉

剛原因不明、治療方法未確立で

　　

あり、かつ、後遺症を残すお

　　

それが少なくない疾病

例：ベーチェット病、重症筋

　

無力症、再生不良性貧血、

　

悪性関節リウマチ

（2）経過が慢性にわたり、単に経

　　

済的な問題のみならず介護等

　　

に著しく人手を要するために

　　

家庭の負担が重く、また精神

　　

的にも負担の大きい疾病

例：小児がん、小児慢性腎炎

　

ネフローゼ、小児ぜんそく、

　

進行性筋ジストロフィー、

　

腎不全（人工透析対象者）

剛調査研究の推進

〔平成19年度予算額

（2）医療施設等の整備

〔平成19年度予算額

（3）医療費の自己負担

　　

の軽減

〔平成19年度予算額

（4）地域における保健

　　

医療福祉の充実・

　　

連携

〔平成19年度予算額

（５）ＧＯＬの向上をめ

　　

ざした福祉施策の

　　

推進

1.147億円（平成18年度予算額

事

　

業

　

の

　

種

　

類

　

60億円（平成18年度予算額

1,134億円〕

53億円）〕

厚生労働科学研究

　

（難治性疾患克服研究）

　

（健

　

（ヒトゲノム再生医療等研究）（

　

（免疫アレルギー疾患予防･治療研究）

　　　　　　　　　　　　　　　

（

康
″

　

(障害保健福祉総合研究)

　

(子ども家庭総合研究)

精神・神経疾患研究

171億円（平成18年度予算額

μ

即
ｊ

(障害保健福祉部)

(雇用均等・児童家庭局)

(医政局国立病院課)

179億円）〕

国立精神・神経センター経費（医政局国立病院課）

重症難病患者拠点･協力病院設備（健 康 局）

独立行政法人国立病院機構の医療機器整備等

　　　　　　　　　　　　　　

(独立国立病院機構)

重症心身障害児(者)施設整備

進行性筋萎縮症児(者)施設整備

906億円（平成18年度予算額

特定疾患治療研究

小児慢性特定疾患治療研究

育成医療

更生医療

重症心身障害児(者)措置

進行性筋萎縮症児(者)措置

7億円（平成18年度予算額

難病特別対策推進事業

難病相談・支援センター事業

特定疾患医療従事者研修事業

難病情報センター事業

3億円（平成18年度予算額

（

（

//

//

891億円）〕

(健 康

５
ｊ

局）

(雇用均等・児童家庭局)

(障害保健福祉部)
ぐ
Ｃ
ぐ

μ

(健

μ
μ

（

7億円）〕

康
〃

難病患者等居宅生活支援事業（健

//

//

4億円）〕

康

５
り
３

り
り
３
ｊ

局

局）
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別筏

難病特別対策推遺事実について

　　　　　

平成１０年４月９日偉医発第６３５号

　　　　　

各－篁府県知事、硬令市長、特別区長宛

　　　　　

厚生省保酸医甕局長通知

最終一領Ｓぐ正平成１９年７月10B≪発第0710001号

　　　　　

一一

離痢特別対策推進事業実施要綱

第１日的

　

難病特男I皿陳推進事裏は、mK.%者び乍皿懲友JS研究事婁の対傘疾魯を

　

いう以下TSIUJW対に総合的な棺談支援愕り也喩おける皿るとともに

　

在宅療贅上の香切な支援を行うことにより、安定した震養生活の確保と四及ぴその家族叱λ

　

下「息盾博」という｡）の生活の質(QualityofLife.QX) ａ句上に賢することを目的とする。

第２

　

1

癩病棺談・支援センター岑業

概要

晒昿で生活する息者郷の日常生活iこおける柚談一声康、電岐交流tffi*≫(J足進及び既劈支援など

を行う拠点施設として、SI宵糖躾・支援センターを廿置し、患者博の療養上、日常生曙上てｙ丿ｇ

みや不安年の蜘恟を図るとともに、息者等のもり穣々なエー痢こ対応したきto≫s>*心根掛や支

援を通じて、ｉｅＳこおける患孝博支援対策←層推進するものとする。

２実施主体

　

寓施主伺ｑ載都道府県とする。

　

ただし。事業の還鴛の全部又は一部を適切な事業運営;≫^≪ftできると認められる匝体4こ委粁す

　

ることができるものとする。

３夷亀方怯

　

瓢重府痢ま、塵病柿談一支援センターを設置し、次の事業を行うものとする、

（1）各毒棺談支援

　

電話。面談、日常生活用具の展示痢こより、療養、目常生活、各種公的手続き準こ対する柳談・

　

支援及び生胆貴報（住居、就労、公共サヽ－ピス等）の提供郷を行うこと。

(2) iffi≪交貴会和（自お膀に肘る支援

　

レクリェーシ５ン、患者埠の自主的な活璽k地域住民や患者tｌ体との交流等を図るための魯の

　

提供支援医療蜀仮者輝を交えた憲－糞換会咬ｔミＪを行うとともに地鳩お

　

けるポラｙティアの育頁知こ努めること。

（3）就労支援

　　　　　　　

Ｉ

２寞施主体

　

実施主伽ｔ瓢篁府県g享生労倣大臣力聡めた●合に厩る｡）とする。

３寞亀方法

（1）四

　

都道府鼎支雇病相談康ｒ－こ医瘤禰ｌ保偉所方四こ

　

耳ｌ肖患者就労支援協凄会を設置するものとする。

（2）定義

　

①この事－こおいて「就劣支援員」とは難第～者の就労が円滑に行うことができるよう助言、指

　

碑笏を行う者をいう

　

②この事剪こおいてr麓労支援協力剽とは。難病患者を受けλれる事裏者をいう

　

③この事劃ごおいて「モデル事業対兪者」とは、本本業の対象となる者をいう

（3）難痢患者就方支援協恚会の役割

　

麹痢患者就労支援協毒会は､円冷な事業の卜影差に資するため､就労支援員を設ｔするとともに、

　

次の業務を行うものとする。

　

ア本事業の対象となる､－者（モデル事業対兪者）ぴｓ豊定をおこなうこと。

　

イ受けλj1凛業者吸労支援臨力釦の選定を行うこと。

　

ウ四助･らの報告Sこ基づき難病患者の就労康境1こついて検肘を行うこと。

（4）就方支援臨力員は、モデル事業対奪者の就労のための支援状況及び勤方状況等1こつbヽ’C、難病

　

息者就労支援協謄会-ヽ報告を行うものとする。

（5）都道府県は、（4）の報告に基づき、モデル事業対象者の勤労状況等についてＳ⌒４柾告を行うもの

　

とする。

第３

　

１

-

厩妻

入統冶療衣泌晏となったーχ雌揚患者ぴ肖状の剔巳砕の理幽により、居宅での療養力q蚕めて困

難な状況となった難病患者をいう｡以下､重症難病患者皿こおいて同じ｡)に対し、

遣畔に遣切な入院施設の確保等ヵ吋？えるよう、地域の医療機関の連卯こよる鳶ｌ有医療体制の整備

を図るものとする。

２実施主体

　

寞施主伺Ｑよ、都道府県とする。

３実施方怯

　

都道府恥ｉ、皿協力を徊ながら、難病医麦連罵協碓会を設置するととも

に､概ね二次医康團ごとにｌ力者ずつのmUふ£下「協力病疏」という｡）を整傅し、

そのうち原則として１力者を四（以下「鬼点丿載」という）に指定しｔｌ薙男

患者のための入碗施設の確保を行うものとする。

　　　　　　　　

３

36

　

離痢考の軟労支賢四携屡援

助、愉報奨肪等を行うこと。

（4）講演・肝修会の発催

　

医療従事者等を講廊としたｍこ対する講演会の冊僣や。保健一医療・篠祉サー－ピスの寞施

機関等の職員に対する各種研修会を行うこと。

（5）その他

　

特定の疾患の防弧都留まらず地域の寞鄙Ｊじ㎝愈エタヨ茎づく四を行

　

うこと。

・一一

（l）この事業を行うに当たり、あらかじめ甘理責任者を定めておくとともに、患者笏に丼する亡要

　

な知謙一経験等を有してい:る|難病柑霞|･支援員|を配置す|る|もの|とす＆

(2) mMよ、１囲看のプライバシーの算嵐に万全を賭するものとし、正当な理由なくその業鵬を通

　

じ知り得た個人の情報を濾らしてはならない。

５駒ぴｇ書の負担

　

１μ耳者は、飲食物費、光熱水料など雅人にヵ丿福費用を貪担するものとする。

，一一

　

管理責任舌は、あらかじWJffl*の守るべき規艮|蒔を例示した管理娩程を定めるものとし、利

用者に周矢回鮑ｌを図らなけれjjならない。

７構造及ぴー偉

（1）この事業の実施に当たっては、バリアフリＨこ配慮した次に榔ずる設備を備えていることを原

　

則とする。

　

ア相破室

　

イ膀話家

　

一一一

　

土便所、洗面所‘

　

オ事務室

　

カ皿火設備、そｆ冶曹非驚災害に備えるために£晏な設備

　

キその他。孝事業に必要なー偉

W WWJ、建築基準法a昭和2S隼法律第291号）第２桑舅９号の２に規吏するｉt瓦建築物又は同

　

粂第９号の３に規全する準耐火建築物とする。

第2-2.難病患青就労女優モデル事業

　

１概要

　　

難病患者の中にlｔ就労可能な状さりこありながら、l・劃であるという理由で解雇され、あるい

　

は就労の機会を失う者が少なくないことから。塵病魯者ｉ堵t労できる環境を整備し、その円肩な

　

tt労活動を支援すること|に|よ|り|√難病他者の/自|立促進|を図1る|も|の|とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　

２

（|）難熹ｌ豪連絡協鵬会の設置

　

都道府'≪ii, ≫8aおける匹を円粛行うための基本となる気匈完碗及び協

　

力爛院の連携協力関係呪構築を図るため、皿協力壽畷ｔ保健所、陽係市区m-t年の闘係

　

者によって構成される難病医島塵肺協議会を股置するものとする。ただし、籾3こ地域において同

　

様の組織がある●剖こl・これを括用して差し支えない.

Ｑ）難病医j・隻嘉協議会の役割

　

羅病医療連絡協廠会は、円滑な事奮の搾進に資するため、俣健齢等の資幡を有する難癖医療専

　

門輿を原則|として１名配置し｡|次の事業を行う/も|の|とする。

　

ア難病医療の確９Ｕこ防する関係機関との連絡皿を行うこと。

　

イ患者刄からの各種棺談ｌ弘摩。医療費、在宅ヶア、心理ケアーに応じるとともに、之－に

　

応じて保衛衝-ヽの適切四を行うこと。

　

ウ患者年からの'mniL応じて拠点夕蜀充及び協力病院へ入院患者の紹介を行うなど、難病医震確

　

保のため朗童範珊鰹を行うこと。

　

エ拠点冲蜀t及び協丿抒餌売等の医療従事者向けに難病研修会を闘－すること。

（3）拠点郷完に吸創

　

拠点戸鴨紅、地峨の実愉に応じて難病医震連絡協議会の案il皿県力ゝら受ｎｆるほか、協

吻６よ四會各

KB (£mこ応|じて権岐遠路員11名|をｉ・し､1次の事業を行う|も|の|とす|る。

・一一一一一

　

業への協力を行うこと。

イ協力參優先等からの要請に応じて、高度の医療を要する患者の受け入れ1入混を含む。以下同

　

じ｡）を行うこと。

　

ウ察力四費駒旅色香を受け入れている福祉施設等からの妻聘に応じて、

　

医学釣な指導・助言を行うこと。

（4）協力病院の役割

　

協力m^-i.↓四及|び拠点冽吻等/と|協力|し､|次の事業を行う|も|の|とす|る。

ア気点丿霞完等からの要1青に応じて、患者の受け入れを行うこと。

イ地峨3こおいて資ｌ冑患者を受け入れている福植海設等からの瞑l青に応じて、医半的な指導・助

　

言を行うとともに、患者の受けλｊtを行うこと。

第４慶病恵者j9宸支援対策推進事業

１概莫

　

患者年の康養上の不安解消を図るとともに、きめ維力々支墜力s叱屡な四難痢患者凛冽を

四布乱こヽ勒iE息

者で、保健、医療及U9纂祉の分蓼９こわたる総合的なサービスの提供を婆する息者をいう。以下、

難良四息巻事業において同じ｡）に対する適切な在建l療養支援桝？えるよう、保健

所を中心として、j吋威μｘｉ農機曇｜四との連携の下に畦病患者地域支

騰対賢桟道事業を行うものとする。

　　　　　　　　

４



２実施主体

　

実施主体は、都道府県、吻疵保健法第５条にーづいて保健所を設置している市及四邨F』区似

　

下「者ＳＩ府県等」という｡）とする。

３実施方法

　　

都道府県等心砲峨タ)実情に応じて、患者等の身近な各種の施設４吻渡等の社会資源を有効に

　

活用しながら。保健所を中心として次の事業を行うものとする。

(1)在宅丿寮養支援升面策定・評価事業

　　

嬰支援黄會冑患者に対し。魯々の患者零の実態に応じて、きめ禰ｶ祝ζ支弩を行うため、対兪患者

　

刄｣の在宅療養支援計画を作成し、各種サービスの西切な捷ggこ賢するものとする。

　　

また、当該支媛計値nこついては、適竃、坪価を行い、そ収汝莽を図るものとする。

(2)訪簡相談事業

　

医療相談事棄に参加できない要支ＩＳＩ冑魯者やその家族詞包える日驚生活上及Ｕ療養上の膳み

　

について、息者零のプライバシーに配盧しりつ、flasilro相談、指－助言郷を行うため、保健師

　

や看護師傅を訪問棺岐員として派遣するとともに、訪問相談員の確保と資賀の向上を図るため、

　

訪問－傾師等の育成を行うものとする。

(3)医療相談事裏

　

難病患者濤の療養ﾄの不安呪肩弘胃|を図1る|た|め|､I塵病に関する|専?賢)医師､I看護価､I社坐福祉士

　

笏による医療相談班を晦或し、1郎威の状況を康案のうえ、患者年の和囲のし易さやプライバシー

　

の保丿重に配憲した会場を設置し、相談事業を実ぜずるものとする。

(4)訪問指毒ほ參痢事業

　

晏支援扁捨患香やその家S4こ対して｡在宅療養に必莫な医半的指導等を行うため､専P9の医廊、

　

対象－者の主冶医、保健師、番霞廊、理隼療法士郷による訪問指導IS厠原を構成し、訪問指

　

m mm事業を実施するものとする。

第5

　

1

四

概要

クロイツフェルト・ヤコブ病等神嘔難病の中には、曳在、有効な治療法がなく、また診琴9こ麻

しても症例ｶt少ないた眠当該神鰹畑冑患者を担当する一戴診喩医似下r担当医』という｡）が

衆作むに苦康することｶり卜常に多いものがあることから、担当医が診療に際して、疑問を抱いた場

合篤iこ緊Ｓこ厚生男働省衣寸曾定する褐i難病の専F哩ぷ下「専門医」という。名mi&m差匁）

と連絡を取れる体利を整備するとともに、担当医の要請に応じて、都道府県、国立大学法人及び

独立了rfafcwa立冽Ｓ刺青が呵７１１を中心とした在宅Ξ座支援チーム｛以下「支援チー－ム」とい

う｡）をＳＩすることかできる体制を整備し､もって当皿奏上の不安を壽暇侮し、

重定|皿る|ものとす４

２実竃主体

　

実施主姻戈都遭府爪且立大学法人及四は下r狐篁府県笏Jと

　

いう｡）とする。

　　　　　　　　　　　　　　　

５

明らヵ4こし、それぞれの症状に合わせた難病欠陳の向上に賢することを目的とする。

２実施主体

　

実施主知ま、－篁府県とする。

３実施方法

　

狐篁府県4気個人票の内容を解析システムを素月し、都道府県協旛会似下r協雄会jという.）

　

に諮るための基礎資科となる１次卵淀賠条をf匁戈するとともに、倣人累をｰう泌りこ'fmtii.

（1）特定良悒医療受給者鉦の交付申請9哨こi酎寸された組人粟の内魯を■WI SHを介し解析システム

　

に入力し１次や淀結果をf科＆する.

(2) 1次申淀尨果をーaこ協旛会で適性に最鮮や皿tを行う.

（3）協議会における最鋳李掟尨剽戈各四半期末ま咽こ解析システムに人がするものとする.な絃

奸象.e≪iof司憲を得た個人凛にっいては、 (特定

　

疾魯屑重研択５徊i）の推進のために活用す４

（4）都道府県において、解析システムに入力した個々gl貴報帛２、各看Ｓ並府県毎に一括管理し、奸

　

象患者の症状に応じた黄ｌ有対葉の虜LLに役立てるものとする。

第７

　

１

-一一

概要

S7^i 2M i8BiaBajfl≫≫≪*≫≪gi*ffla''≫stfc mび乱で

病患者旬に対する水－－ムヘルプサーピス蛎嗇切な介護サービスの提供の推進力収!ｔづけられ、さ

らに、同年１２月２７日･

３実施方法

（1）連絡体刷の整備

　

ア。者覧重府県は、専門医を中心とした支援チームを設ｔｔるとともに、そσＳ塵鳥侶壽|を整葦する

　　

ものとする。

　

イ。者占重府Ｓ気担当医からの支援チー－ムのび刄重要頴に基づき、専門医を中心とした支援チーム

　　

の派遣に肘する皿を行い、または、国立大学法人及四（以下r国

　　

立大学法人等）という｡）に対し、支援チームの派遣に関する調整の依頼を行うものとする。

　

ウ。国立大半法人稀1ま、イにより者駐ｌ府県から依頼を受けた場合、者ｉ蓋府県■Ji^SO:する支援チー

　　

ムを活用し。専門医を中心とした支援チーム!丿凡劃こ附する構整を行うものとする。

（2）支援チームの馬會

　

都道府県等1ま、支援チームの派遣lこ腎する卜睡を行うとともに、支援ﾁﾞｰ-ﾑを派遣するものと

　

する。両短童された支援チームは、担当医の萎魏に応じ、確定診断の指導を行うl劫へ担当医や当

　

腱神嘔難病患者とその家族に升し、今後の在宅療養上の指導や助言、情報の提供等を行うものと

　

する｡

（3）患者の確定診断

　

者覧重府恥ま、クロイツフＪルト・ヤコブ¥秀の疑いのある息者のまぴ會斑から確定診獅を求める饗

　

精があった黒において1λ別に定めるブロック担当嬉括専門医と協詠乃ｔ適切皿こおりヽて

　

ｌｍt行えるよう支援し、また1λ国立大半藍人等に対し、部9賢笞WifcS診咄こ係

　

る支援の依頼を行うものとする。

匈支援チームから.≪K≫I^県等への母告

　

ア。都道府県が支援チームを派遣した魯合、支援チーム1載派遣を終了した後、医療支援の結果

　

や、必要に応じて市町村-ヽの支扱協力の£蔓性の有無等を奢気重府県へ報告するものとする。

　

イ。国立大学法人笏衣s支援チーム四した場合、支観チヽ-MX l戮査を終了した後、医療支援

　

の桔果を風立大字法人等へ報告するものとする。

　

ウ。国立大学良人痢気イにより支援チームから報告を受けた場合、その内容を都道府県･ヽ報告

第6

　

1

するとともに、£翻こ応じ’

とする。

に入力することにより、

るもの

を
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(5)支援チームト鳶童襖了後の文援

　

都這府陶ま(4)における報告に薯づき．実施要綱第２の難痢相鮫・支擾センター事業、同第３の

　

重症難夷患者入院施設確保事業、同第４の員む冑､四推進事葉を積極的に実卜ｌtると

　

ともに．支丑チヽ一ム派遣恥了後の参書の右咤療優支援に努めるものとする

一一

概奥

四ｌλ下「対象患者」という｡）の笥定業罵の効嘩河ﾋを図るとと

もに、離農患者－卵句等を全国観模で･^ewtsため、皿交付申請1刳こ添付す

る臨床喬奮佃人累く以下（倣人剽という｡）の内容を、厚生労傑g？政給斜青報システム似下rw

ＩＳＨ」という｡）に導入されている特定疾患貫査解析システム似下r舛祈システムjという｡）

≪B≫tるとともに、個々の情報を竜貫ｌ府県ごとに一元曾理することで、各々g冷S痢患者の実態を

　　　　　　　　　　　　　　

６

　

tfjBIf卜ｊ、鍵痢患者尊居宅生活支援事業の実施|ご当た。てlｔその対傘となる難哨患者今ａ状

兄介霞の状況笏当該難病四その他の状況及ぴその置力れている康卵こ応じて、当皿

難病悪者嫁本人の意向を尊鳶しりづ､総合的な剱し叔から(1)の目的を適応するために最も適切な事

業及哨更宜を選定蓉の事業を組み合わせる好合を含むけるとともに、事業瞭齢哺

率約な寞施に舅めること。

(5)認ｌ廠策との有機心奥携及び総合妁な事業の実施

　　

ｍｌｉ、羅病息名茸居宅生活支援事棄の実施4こ当たっては。薯覧息府県等が実施する勇ｌ麗唇者

との有権嶺嵐携の確保を図

　

るとともに、総合的な事葉の実施に舅めること。

㈲関儡機関とWSfflt及び協力

　

癩町村は、難病患者蜀居宅生活支援事業の寞施に当たってlｔ囁祉事務所､保健所､医療棟詞、

　

惣珊珊1曼ステーション及び民生委員等との連携及び協力のi艇呆に努めること。

３蔑病患者刄ホームヘルプｔ一一ﾋﾟｽ事業

　

媒島患者笏ホーム⌒りレプサー－ピス事婁のききについては、%mi「難病患者匈ホームヘルプサ

　

ーピス事業運営萎i旬によるものとする。

一一

ｌ四こて葦四こ

るものとする。

５雁旅患者郷目常生居用具給付事業

　

難病息者笏日常生括用JU刮寸事巣の置営についてtt,wm3 '難病患者博日奮生活用輿罷付事

　

業遭言要鴫によるものとする。

第８難痢患者呵ホームヘルノぐ一養成肝修事棄

　

１慨要

　　

躍無き嗇等の多4釘ヒオるニー岡こ対応した濤切なホームベレブサービスの畳曾姚こ£屡なﾀ鴻－

　

技能を有するホームヘルパーの菱成を図るため、難病｡轡者零ホームヘルゞ4-養成冊修事業を寞施

　

する。

２寞施主体

　

寞施主伽ｔ都道府県又は指定冪市とする。

　

ただし、事業の一価又は全部を適当と認められる講習機肘令こ委託することができるものとす

　

る。

３対象者

①皿Ｕ呼成乍厚生省令第号）に定める介護職員轟礎研修課m.

級課起，２鍛俣m.3級課程のしずれj4）研修の修了寄又は履修申の杏

　　　　　　

８

いて、難痢患者の「ＱＯしek括の質3の向上を目指した福祉施策の推進」衣り燈言されたことを

受け、剱痢患者舛の居宅における療養生活を支ｔｔるため、鰹病患者濤居宅生活支援事業を実施

する。

２基冲酌事項

　

難病魯者年ホームベレプサービス事業、羅病患者博短期Ｊ業及び難仄ｍ日鴛生活用具

　

給付事業CgA下（剱痍息者飾居宅生活支援事刻という。）の寞施に当たって1λ次の基本酌事

　

項に留意しりつ、その推進を因ること。

（1）目的

る離病唇者刄の日驚生活を支援することにより、

　

羅病患者等の白立と社会●加を促遣する観点から実－するものであること。

Ｑ）広報笏による周知葡底

　

市町村は、地域aｔlSこ対し、広報等により匍丙患者旬居宅生居支援事業の趣旨、内容、利用手

　

続き等について周知蝕底を図り、その理解と協力を得るよう努めること。

（3）対象書の梗1曾

　

市貨1キtlま、笛祉事務所、保健所、皿劫問看護ステーション及び民生委員等の協力を得

　

て難痢魯者匍居宅生括支援事業の対象となる四努めると

（4〉適切ヵ>^≪(il的な事業の実施
７



②「障信者（貨9ホーム⌒ルパー養成研曾事業の実施について）俘成卜３年障発第２６３号廿

　

会・曖護局長通知）に定めるimt程、２級課程、３殿課程のいずれ衣ゞ）研修の修了者又は履

　

修中の者

③介謡福祉士

　

上記収r功ヽらの乃いずれヵ4こ該当する者で、原則として難病患者笥ホ‥ムヘルブサーピメ事業

に従本することを希望する者、従事することヵ４査定している者又は既に従事している考とする。

４実施方藍

（1）本研疹は、別添４のカリキュラムにより特･SIMSを行うものとする。ただし、tt5≪t4、受溝者

　

の希望郷を考慮して、必要な科目を追加することは差し支えない。

（2）各課程の受講奸象者及び研修時間は次のとおりとする。

　　　　　

‥一一一

受講対象者 時間

若しくは１綴果程研修の修了者又は

藻福祉士

特i･研修６

T者又は履修中の者及びinsis.祉士 特派升修４

Ｔ者又は履修中の者及ぴ介1隻福祉ｔ 時男｢既修４

課程 受講対象者
一一 介護職員基礎研修若しくは１級旅程研修の修二

履修中の者及び刄1蔓福屯ﾋt

-１ ２敏課程研修の修了者又は履修中の者及び介ll

難病jJｰ果程 ３級課程研修の修了者又は履修中の者及ぴ介1聾

介護畷員基礎研修若しくは１級旅程研修の修了者又は

履修中の者及び介１蔓福屯ヒｔ
＝＝=

　　

・

　　

I〒=－－－＝＝♂I-|-=-

　　　　　　　

■

　　

㎜■■㎜㎜㎜♂･-IS
一一一

　　

-

2敏課程研曾の修了者又は履曾中の者及び介1婆４祉士

　　　　　　　　　　　　

-

‥－一一一一
（3）者亀ｔ府県知事及び指定都市市劃一気難病入?Ｗ修了勧i難病基i嘸累起Ｉの研修を受診する場

　

合、囃病驀礎課程Ｉの研修科目及び研修蒔間のうち汐鼎４にーする研修科目及び研修時９を岐免

　

することができるものとする。

(4) (rr証券乃交付等

　

ア都道府県知事及ひ9曾定都市市長は、研修修了者に対し、別に定める暖句こ準じ修了柾書及び

　

携帯用修了証明書を交什するものとする。

　

イ者恒蔓府県知事及び指定者吋i市長1ｔ研修修了者について、修了征書唇－､修了年月日、氏名、

　

生乍月日、年齢年・屡事項を記載した名簿をt匁茨し、管耳ｔするとともに、ｎ弔前後遅両なく管下

　

市町村長に送付するものとする。

（5）冊修会参加費用

　

研修会参加費用のうち、教材篤に係る実費相当分については、参加者力喰視するものとする。

㈲ホームーりレバー養成研修事裏としての指定

　

ア者ｉｌ府県知事及び指定都市市長は、倉ら行う研修事業の他に当該鄭曹府県、指定都市の区域

　

内において、社会福祉協旛会|、農業廬司組合。瑶を公ｔl宰校直人丿医療法人、老人|ク|ラブ等

　

が行う類似の研修事業のうち、適正な審査の'^%BiE!愈定めろ要件をみたすものを、本通知によ

　

る特i限汗修事凛として指定することができるものとする。

　

イ指定された,mi)w*事桑の寞施者は、研修修了者に対し、別丘忿定める様式Jこ準じ僚了証書及

　

む1舅帯用修了昭男書を交付するものとする。

　

ウ都道府県知事及び指定都市市長は、研修修了者のうち、（4）のイに定める名峰ぺの暦載を希望

　

する者については、㈲のイに準じ謝金に取り扱うものとする。

（7）その他

　

ア者亀重府県紅海及t舛暫定都市市長は、本事業の実施に当たって、砥祉人材センター、篠柚玉材

　　　　　　　　　　　　　　　

９

乙

て茂と4

ｊ

故三浦裕子（しがなんれん作業所）
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パンク等との･l扮乱ま携を図るものとし。又、介護実習・普及センターについても活用を図る

　

ものとずる。

イ都道府県知事及び指疋都市市長は、現にホームヘルパー･として盾動している寺のうち、特別

　

研修を受講していない者等が寞務の内容に応じた買質の向上を図れるよう西切なｉ濾を行･)も

　

のとする。

ウ研修の寞施に当たってけ、テキストに加え、副眼本の活用べ１見聴覚教材の活用等を図るもの

　

とする。

第９事集実胞上の留彫事項

　

ｌ郡遣府県は、腱病相談・支援センタヽ一事業を実施-tるに当たっては、地碗の実僚や悪者等の意

　

向等を路まλ、陥係機関と迪旗を図りつつ、患者等の利卵tを･ト分・l言した事鳶の実施に努める

　

こと。

　　

なお、難男相談・支援センターは、地域の実情に心じて、同一都直府県において複甘mtmm

　

することができるものとする。

２都道府県及び市町ﾄ･11ま、四患､者入碗施設確保事業、－蜀､誉者地衣支援ﾀ嘩奮襲事業、神

るに肖たりて心をy者等

円

円

の心厚状態等に十分配慮し、患者等の意見を略ま｡えた事業の実施に努めること。

３都道府県及四かtlj、昨商轜I封策差進事業を実施するに当たっては、次の筝項に留倉する

　

ものとすること。

(1) KS-行硬機関、医師会濤の関係団体、闘係医療機関笏と連携を図り、その協力を得て事業の円

　

滑な実範に努めること。

（2）事業の寞胞士佃り得た事実、如こ個人力埓考定される情報（削人情幸ｉについては、特に慎－に

　

取り扱うとともに、そr舛呆－に十分配慮するよう、関係者に対して希導すること。

（3）地S耐ｔ民及四医療閥弧青に対し、広報誌下を崎じて事業の周知を図るものとすること。

第１０成果４)報告。

　　

都道府県等は、別に定めるところにより、厚生労働大臣に対し、各事業の寞施成果を報告する

　　

ものとする。

第１１国の考叫a

　

国は、都道府県等がこの実施要i冪こ基ｒ八｀て寞施する寥業のために支出した経費については、

　

厚生労働大臣が5」に定めるr皿負担（補助）金交付要綱jにーづき予算の絹用

　

内で楠町するものとする。

10

賛助会入会のご案内

　

滋賀県難病連絡協議会には正会員の他

に、この会の趣旨に賛同して支援してい

ただく賛助会という組織があります。

　

お力をお寄せ下さい。心よりこ入会を

訴えます。

個人

団体

年会

年会

費

費

□

□

０

3，
０

０

０

０

０

郵便振替口座

　　

00990-6-147475



難病相談員名簿

ｎ 社団法人腎臓病

患者福祉協会
〒520-0044　1W;

涼町四匠13 －28

ﾘｿ生会館別館２階
a 077-521-0313

トオ
ミ　ス
ｌ

オストミー協会
＿　　　　大津市債鹿］'日29一1
T520-0102　(・[日國ひjlJj) a 077-579一1312

膠

原

病

川　崎　妙　子 〒520-2304　野洲市永原1079－16 a 077-588-0329

十．　井　智　恵 〒525-0065　草津市橋岡町37－2 3 077-564-4988

松　田　公　代 〒521-1204　東近江山小川町274－ 5 3 0748-42-3601

森　　　　参　子 〒520-2423　野洲市西河原380 3 077-589-2352

ス

モ

ン

林　　　　清　子 〒524-0054　守山市大林町447－H S 077-583-2679

中　西　正　弘 〒522-0041　彦根市平田町185－ 3 a 0749-23-7941

リ

ュ

ウ

マ

チ

奥　村　ひさｆ 〒520-3013　栗東市口川487 a 077-552-2153

洞　　　　圧　子 〒529-1841　甲賀市信楽町ll朝宮1450 a 0748-84-0148

米　谷　誉　子 〒522-0201　彦根市高宮町2834- 2 S 0749-26-0627

筋

無

力

葛　城　勝　代 〒520-0113　大津市坂本一丁目22－12 a 077-578-3424

早　川　文　子 〒520-1613　高島市今津町[l弘部167 3 0740-22-0346

弓 佐　野　屯　介 〒604-8491　京都市中京区西ノ京左馬寮町11-41 酋075-823-3611

ぉ

ぉ

み

大　島　晃　司

　　（神　経）
〒520-2352　野洲巾富波乙677－ 14 a 077-586-8303

藤　井　美智代

　　（神　経）
〒523-0851　近江八幡市市井町210－ 2 一102 S0748－32－2482

ヒ　田　佳　子

　　（消化器）
〒520-3013　栗東I回目川390 a 077-552一8459

奥　村　　　　亨

　　（消化器）
〒520-3031　栗東市紹ΞΓ目8 －23一C306 S 077-553-9399

中　野　佐衣‾F

　（血　液）
〒521-1311　安土町下豊浦8073－ 2 3 0748-46-7227

協て

　ん
　か
会ん

浅　野　和　三 〒520-2423　野洲市西河原2382 昔077－585－8850

中　村　　　　建 〒520-0027　大津市錦織一｣゛目18-47 a 077一525-0885

ンノヾ

ソ　｜

ンキ

原　山　紘　一 〒520-0011　大津市南志賀四丁目5－7 a07ト524-2260

Ａ

Ｌ

Ｓ

葛　城　貞　三 〒520-0113　大津市坂本一丁日22－12 3 077-578-3424

増　田　多美子 〒525-0037　草津市西大路町7－7－110 S 077-564-7997

水　江　孝　之 〒529-1155　彦根市賀田山町775 a 0749-25-1083
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特定非営利活動法人

　

滋賀県難病連絡協議会理事名簿(2007年度）‘

役職名 氏　名 住　　　　所 電話番号 所　属

理Iμ長 森　　　参　了･ 〒520-2423　野洲巾1哨河原380
077一589-2352
(F077-589-4909)

膠原病

副司叩長 中　西　正　弘

駒　阪　博　康

〒522-0041　彦根市平田町185-3

〒520-0844　大津市国分ｌ」刊363－24

0749-23-7941
　　（F兼）

077-533-3563
　　（F兼）

スモン

ぉぉみ

常務即事 葛城貞三 〒520-0113　大津市坂木一Γ目22－12
077-578づ424

　　(F兼) A L S

理　事 浅　野　和　三

岩　井　初　美

土　田　友　久

人　島　晃　司

葛　城　勝　代

清　原　教　子

川　鴫　妙　子

岸　見　明　子

小　西　敏　―

谷　目　玲　子

中　島　　健

原　山　紘　一

藤　井　郁　子

牧　岡　縦　子

前　島　温　子

松　田　公　代

吉　田　栄　治

〒520-2423　野洲市西河原2235-3

〒520-2322　里f洲市近江富士託丁口9－3

〒527-0006　東近江市建部口占町334

〒520-2352　野洲市富波乙677-14

〒520-0113　大津市坂本－･]判22－12

〒523-0896　近江八幡市鷹飼町北4-15-7

〒520-2304　野洲市永原1097-16

〒607-8029　京都市山科区四ノ宮大将軍14

〒520-0836　大津市杉浦町23-26

〒520-0246　大津市仰木の里一J'口13-13

〒520-0852　大津市田辺町9－27

〒520-0011　大汗巾南志賀四丁‾目5－7

〒522-0101　大津市雄琴三I‘日25－47

〒520-0113　大津市坂本八Ｌ日23－10

〒520-0112　大津市日吉台二丁目37一5

〒521-1204　東近江市小川町274－5

〒520-2131　大津市三大寺10－3－201

077-589-5393
(職場F514-1157)

077-586-7760
(F077-587-0695)

0748-22-5154
　　(F兼)

077-586-8303
　　(F兼)

077-578-3424
　　(F兼)

0748-32-7221
　　(F兼)

077-588-0329
　　(F兼)

075－58レ4680
　　(F淑)

077-534-5587
　　(F兼)

077一57ト4387
　　(F兼)

077-534-5261

077一524-2260
　　(F兼)

077-578-4886
　　(F兼)

077-578-3865
　　(F兼)

077-579-7847

0748－42－3601
　　(F兼)

077-545-6333
　　(F兼)

てんかん

おおみ

腎　協

おおみ

筋無力症

膠原病

膠原病

賛助会

賛助会

膠原病

おおみ

パーキン
ソ　　ン

リウマチ

リウマチ

筋無力症

膠原病

パーキン

ソ　　ン

監　　嘔 中　村　　建

洞　　正　子

〒520-0027　大津市錦織一丁目18－47

〒529-1841　甲賀市信楽町上朝寝1450

077-525-0885
　　(F兼)

0748-8←0148
　　(F兼)

てんかん

リウマチ

事　　　　務　　　　所

しがなんれん作業所

〒520-0044　大津市京町四丁目3 －28　　　　077－510－0703
　　　（滋賀県厚生会館　別館２Ｆ）　　　　　　（Ｆ兼）
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅメールsiga-nanren④kvd.biglobe.ne.jp

〒520-3013　栗東市目川1070　　　　　　　　077-552-8197
　　　　　　　　シヤトルハルタ104号　　　　　　（Ｆ兼）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅメールsigananrenwork@ybb.ne.jp
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特定非営利活動法人

滋賀県難病連絡協議会加盟団体

社団法人

　

滋賀県腎臓病患者福祉協会
連絡先

　

〒 大津市

全国膠原病友の会

　

滋賀支部
連絡先

　

〒 野洲市

京都スモンの会

　

滋賀支部
連絡先

　

〒 彦根市

日本リウマチ友の会

　

滋賀支部
連絡先

　

〒 栗東市

全国筋無力症友の会

　

滋賀支部
連絡先

　

〒 大津市

滋賀ヘモフィリア友の会

　

湖友会
連絡先

　

〒

稀少難病の会

連絡先

　

〒

京都市

おおみ

野洲市

上田

　

友久

　

豊

森

　　

幸子

　

豊

中西

　

正弘

　

ａ

奥村ひさ子

　

ａ

葛城

　

勝代

　

豊

佐野 竜介

　

豊

岩井

　

初美

　

a

社団法人

　

日本オストミー協会

　

滋賀支部

連絡先

　

〒 犬上郡 大矢

　　

進

　

豊

社団法人

　

日本てんかん協会

　

滋賀県支部
連絡先

　

〒 大津市 中村

　　

建

　

豊

全国パーキンソン病友の会

　

滋賀県支部
連絡先

　

〒 大津市

日本ＡＬＳ協会

　

滋賀県支部
連絡先

　

〒 大津市

賛助会員グループ

連絡先

　

〒 大津市

原山

　

紘一

　

き

葛城

　

貞三

　

ａ

小西

　

敏－

　

ａ

４１



⑥一一・一一社団法人滋賀県腎臓病患者福祉協会一一一一轡

設立　年　月　日 　昭和45年９月１７日（法人許可平成5年９月２０日）

　慢性腎不全

一　　　　　　　　　　　一一
　乖５２０-００４４　大津市京町四丁目３－２８
　　　　　　　滋賀県厚生会館別館２階　Ｓ０７７－５２１－０３１３

主　な　疾　病

事　　務　　局

代　表　者　名 上田　友久

全　国　団　体　名 社団法人全国腎臓病協議会

尽１７０-０００２　東京都豊島区巣鴨一丁目２０－９　巣鴨フアーストビル３Ｆ
ａ０３一5395-2631　FAX ０３－５３９５－２８３１

全国団体住所

県内推定患者数 2,200名

発生患者の多い年代 50～60才代平均61才

男　女　の　比　率 男：女＝５：５

機関紙（誌）名 「みずうみ」年1回、全国誌「ぜんじんきよう」奇数年月６回

会　　費（年額） 6,000円（全国会費を含む）

　慢性腎不全とは、腎臓機能が著しく低下し、最後には尿毒症を併発して死に至る恐ろしい病気です。

腎不全になると、血液透析療法または腎臓移植を受けるしか方法はありません。しかし透析療法は高額

な医療費を必要とするために、この治療が始まった約20年前は「金の切れ目が命の切れ目」と言われ、

多くの患者がなすすべもなく死んで行さました。

　誰でも安心して透析が受けられるようにとの願いのもとに、全国各地に腎臓病疾患の会が発足して社

団法人全国腎臓病協議会へと発展して行きました。

　医療費の国庫負担と透析施設の増設等の運動を進めてきました。その結果、身体障害者手帳の交付、

障害者医療給付制度、人工透析施設の増設、障害者年金の給付等を得てきました。

慢性の腎不全に至るには以下のような病気があります。

　１．糖尿病性腎症

　２．慢性糸球体腎炎

　３．ネフローゼ

　４．慢性腎孟腎炎

　５．腎硬化症

　6. SL E (全身性紅斑性狼壊）

　７．妊婦腎

　８．その他の代謝性疾患

　９．先天的な腎臓の奇形、発育不全

　10.その他（交通事故や災害のため腎臓に強度の圧迫や損傷を受けた場合など）
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e・・一一一・・一一全国膠原病友の会

　

滋賀支部一一一一一啼

設立　年　月　日 昭和59年７月８日

主　な　疾　病 全身性エリテマトーデス、強皮症、皮膚筋炎、混合性結合組織病、他

事　　務　　局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ａ

谷口　玲子

代　表　者　名
曇　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ
森幸子

全　国　団　体　名 全国膠原病友の会

全国団体住所
唇102-0071　東京都千代田区富士見2－4－9

　　　　　　千代田富士見スカイマンション２０３　　昔０３－３２８８－０７２１

県内推定患者数 1,000名以上

発生患者の多い年代 20～40代

男　女　の　比　率 男：女＝１：９

機関紙（誌）名 「膠原」、「明日への道」ブロック版、滋賀版

会　　費（年額） ４,２００円（全国会費､ブロック費含む）

　　　　　　　　　　　＜全国謬原病友の会滋賀支部の活動＞

　膠原病に関する正しい知識を得て、より貿の高い生活を願う人たちが集よっています。ひとりで悩ん

だり、心配したりすることのないように友の会があります。

　医療講演り目談会を開催し、多くの膠原病専門医のご協力を得て，最新の医療情報をわかりやすくお

届けしています。適切な治療を続け、自分の病気を正しく理解し、日常生活の注意点を守ることでコン

トロールすることができます。そのためには正しい情報が必要です。友の会では電話や手紙、メールな

どによる情報をお届けし、さまざまな相談を受けています。

　ミニ集会・運営委員会を團催しています。基本的には毎月第一土曜日、難病相談・支援センターのあ

る、厚生会館２階で間催しています。病気についての学習や生活全般の情報交換の場であり仲間の出会

いの場、交流の場となっています。どなたでも歓迎します。運営委員会は、友の会の運営について協議

し、決定します。常に会員の皆さんからのご意見をお待ちしております。

　お食事会を中心とし拉交流会を秋に行っています。同じ病気を持つ仲間がさつくばらんに語り、悩み
　　　　　　　　-
を解消したり、生活の工夫を知ったり、楽しみ、生きがいを見つけていくきっかけになるでしょう。

　機関誌は、本部、関西ブロック、滋賀支部から全部で年約10回発行され、お手元に送付されます。医

　一療情報を始め、様々な情報を掲載しています。紙面を通して仲間の様子を知ることができます。
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昏－一一一一京都スモンの会滋賀支部一一一←Sド

設立　年　月　日 昭和45年９月１５日（滋賀支部＝昭和47年６月３日）

主　な　疾　病 ＳＭＯＮ（薬害によるスモン）

事　　務　　局
尽

　　　　　　　　　昔・FAX

代　表　者　名 中西正弘

全　国　団　体　名 スモンの会全国連絡協議会

上　部　団　体　名
京都スモンの会畢

　　　　　　　　　　　　　　　昔　　　　　　　　　　　　　　　　　．

県内推定患者数 １２４名（昭和50年厚生省特定疾患スモン研究班調べ）

患者の平均年令 76歳

男　女　の　比　率 男：女＝１：８

機関紙（誌）名 「虹」月１回発行25日

会　　費（年額） １０,０００円

そ　　　の　　他 会独白の福祉事業等の実施

＊スモンとは

　スモンとは、昭和30～40年代に腸整剤等に含まれていたキノホルム製剤によって引き起こされた世界

に類のない薬害で、多数（4～5万人）の被害者がでました。

　原因のまだわからなかった時代に患者さんの症状からつけられた医学用語の頭文字S (Subacute)亜急

性、M (Myeio)脊髄、○（OptiCO）視神経、N (Neuropathy)末梢神経（障害）をとってＳＭＯＮと名

づけられました。

　原因究明の段階でウイルス説がでたため、多数の自殺者がでたり「村八分」の状況が長年続き、軽症

の被害者や職を持っていた人たちは潜在化して、被害者の正確な数は不明のままで、また会に結集した

人はすべてではありませんでした。

　一般に腹部症状（腹部激痛等）のあと、急性または亜急性に神経が侵されて．知覚障害・運動障害一

白律神経・視神経等広範囲に障害が現れます。

　これらの神経症状は難治性で障害の軽減はよほどのことがないかぎりありません。重症の人は失明し

たり、起立や歩行困難に陥り、失禁・脱使が屡々おこり患者のＡＤＬが著しく制限されます。比較的軽

症の人でも激しい峰れ、痛み、蟻走感、冷感など主として下肢の異常知覚・自律神経障害・頑固な腹痛・

便秘など今なお腹部症状に悩まされています。スモンは原因は究明されましたが治療法は確立していま

せん。患者の高齢イヒとともにスモン本来の障害は当然として、それに伴って併発した合併症に悩まされ

ているのが現状です。遺族会員が半数近くになってきています。
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e←－一一一一日本リウマチ友の会滋賀支部一一一一一一ｅ

設立年月日 昭和59年９月１６日

主　な　疾　病 関節リウマチ

事　　務　　局 尽　　　　　　　　　　　　　　　ａ

代　表　者　名 奥村ひさ子

全　国　団　体　名 肋日本リウマチ友の会

現在　会　員　数 １９０名余

賛　　助　　会
滋賀県下各病院内の先生方　25名
日本リウマチ学会登録医師　25名

会　　費（年額） 年額　４,０００円　賛助会員年額　8,000円

　日本には約70万人のリウマチ患者がいます。リウマチは先ず関節が侵されますが、関節だけでなく全

身病としてとらえることを強調しています。

　原因はいまだ解っていま甘んが、慢性化するのが厄介で、免疫異常をどこで断ち切るかが解れば治療

が進むと期待されています。遺伝の要素は直接的にはないようですが性質が親に似る様に素因は普通の

方より多くあると考えた方がよいといわれています。完治するというわけにはいかないのですが普通の

生活が出来る様にコントロールすることが大切です。関節の破壊は滑脱、軟骨、骨と進んでいさます。

痛みを止めるだけでは関節の破壊は防げま甘ん。抗リウマチ剤として金注射を使うのも一つの方法とい

われています。

＊診断の方法

　巾朝のこわばりが15分以上１週間以上つづく

　②三つ以上の関節がはれて痛い

　③痛む関節が左右対称

　④リウマチ因子が陽性

　⑤レントゲン所見で骨麿爛や骨相転症が見られる

　全身症状としては、全身倦怠感、微熱、血小板増加、リンパ節膨脹、皮膚結晶紅斑リウマチ結節、皮

膚の萎縮、出血がしやすくなることがあります。また、筋肉は筋萎縮、筋力低下、神経は手足のしびれ

など末梢神経障害、頚椎にはめまい、頭痛などの神経症状、骨は骨相髭症、目はシェーグレン症の合併

乾燥性結膜炎、心臓は心膜炎、弁膜炎、心筋梗塞、肺は肋繊維症、胸膜炎、腎臓はアミロイドーシスに

よる腎障害が起こることもあります。

　（扮日本リウマチ友の会は、1960年に誕生して以来、正しい知識を持って明るい療養生活を送るととも

に同じ仲間が手をつなぐ輪を広げてきました。

　療養指導誌「流」は、新しい医療情報とリウマチとうまく付き合うヒントや知恵にあふれた内容をお

届けしています。明日に希望を持ってあなたもこの輪にお入りになりま甘んか。リウマチに負けないた

めに。
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○・・一一一･・・・･・一一全国筋無力症友の会滋賀支部一一一≒eド

設立年月日 昭和59年９月９日

主　な　疾　病 重症筋無力症

辱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ａ　　　　　　　　　　　ぃ

葛城勝代
代表者および事務局

全　国　団　体　名 全国筋無力症友の会

全国団体住所
屡602-8143　京都市上京区堀川通丸大町下ル　京都社会福祉会館4F
京都難病団体連絡協議会内　　　　　　　　　　　　S075-822-2691

発生患者の多い年代 一定しないが男３０～５０才ｲ尤、女20～30才代

男　女　の　比　率 男：女＝１：２

機関紙（誌）名 滋賀支部だより、全国ニュース

会　　費（年額） ４,５００円（全国会費含む）

筋無力症とは

　重症筋無力症(Myasthenia-Gravis)というのが病名です。脳から神経を伝って筋肉への運動の命令が伝

わるのですが、この病気ではその神経と筋肉の結合部分に障害がおきて、筋肉が動かなくなります。そ

の原因や詳しい仕組みはまだ完全に解明されていません。比較的古くから知られている病気ですが、星

近はすい分と治療法がすすみ、呼吸困難で亡くなる人も殆どなく、働ける人も多くなりました。

　症状は、まぶたが下がる。物が二重に見えるなどの眼症状、食べ物や水を飲みこめない、かむことが

できない、話せないなどの局部症状と手や足の脱力、呼吸がしにくくなるなどの全身症状があります。

この病気は症状の変化が激しく、一日のなかでも変化し、また風邪や様々なストレスで悪化するなど、

ゆだんのできない病気です。

友の会活動

　全国友の会は昭和46年に結成され「病気の原因究明と治療の方法の早期確立」と「医療費の公費負担」

を旗印に活動をすすめ、実現に大きく貢献してきました。また原因の分からない病気にかかったことに

よる不安も大さく、友の会では会員同士の経験の交流を通じて、お互いに励まし勇気づけあいをしてい

ます。

　また、専門の医師の協力によって、病気の仕組みや治療についての学習も行い、よりよい療養生活の

向上をめざしています。

　私たちが経験した苦しみを味わう人が一人でも少なくなるようにと多くの人々を対象に医療講演会や

集団検診、相談会をひらき、病気の早期発見と孤独におちいらないための仲園づくりをめざしています。

　福祉の制度も筋無力症には適用されないものも多＜、治療と同時に生活の確保や将来の生活不安など

課題もたくさんあります。

　私たちはその一つひとつをとりあげ筋無力症患者と家族の要望として、行政や一般社会の理解を求め

る活動を行っています。
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京都ヘモフィリア友の会「洛友会」ｏ‾‾‾‾滋賀ヘモフィリア友の会「湖友会」‾‾‾‾○

設立年月日 昭和55年8月２５日

主　な　疾　病 血友病及び類縁疾患

事　　務　　局
尽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昔’　　____＿　　　＿

佐野竜介代　表　者　名

全　国　団　体　名 全国ヘモフィリア友の会

全国団体住所
畢１０５-０００１　東京都港区虎ノ門２－４－１７

　　　　　　　　ＹＫＫビル仁科法律事務所内　Ｓ０３－３５０８－０２４７

県内推定患者数 36名

発生患者の多い年代 1～10才代

男　女　の　比　率 男：女= 99.5:0.5

機関紙（誌）名 洛友会通信

会　　費（年額） １２,０００円（全国会費含む）

　血友病とは、血液凝固に必要な因子の欠損によって、いつも出血の危険にさらされ外傷、打撲、そし

て高頻度に起きる関節内出血による激痛、運動障害はいつも患者を悩ませています。さらに長期の反復

出血により関節硬直や機能不全を招き、出血の不安と共に患者の日常、社会生活に重大な支障となって

います。

　治療…従来より止血治療として新鮮血の大里輸血しかありませんでし↑こ抒、ここ十数年医学の著しい

進歩により、人血漿中から欠損因子(第8、第9因子外)が分離され濃縮した乾燥抗血友病人グロブリン

製剤が使用されるようになりました。そのことで、早期止血、出血防止が可能となり患者の日常生活は

著しく改善されつつあります。

　また、昭和58年２月より家庭治療の自己注射が厚生省より認可され医師の指導のもとで早期に治療で

きる事となり、夜間、休日等の心配もなくなりました。しかし重症の場合とか注射が出来ない患者は通

院が必要です。

　血友病は先天性といわれていますが突然変異も多く、男子人□1万人に約1名の発生でいまだ止血剤は

あっても根治薬はなく、専門医師や医療機関も少ないため内出血による関節障害者も多くの問題を抱え

ています。

　全国組織としては、昭和42年に全国友の会が各地区会の有志によって設立され、2年毎に全国大会を開

催し、機関誌として｢全友｣を発行しています。

課題と要望

　(1)遺伝子工学の一層の進歩と経口薬の開発

　(2)関節障害者自立のための就職促進

　く3)内部疾患として身障者手帳の早期交付

　(4)特別児童扶養手当の早期交付

　(5)小児の指定医療機関の拡大
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稀少難病の会

　

おおみ

設立　年　月　日 昭和59年12月２０日

代　表　者　名 岩井初美辱
a　　　　　　　　　FAX

事　　務　　局

大島　晃司

侭１　　　　　　．　　　　　　　．．　Q'FAX

上田　佳子（ＩＢＤ部会）

辱i　　　　　　　　　　　　　　　昔･FAX

入　　会　　金 １,０００円

会　　費（年額） 1,000円

　県内にすむ難病患者は、その病気の原因も治療法も分からないと医師から聞かされ「どうして私かこ

んな病気にならなければならないのだろう…」と考え込んでしまいます。

　国の指定する特定疾患にも認定されない病気も沢山あります。又病気故の偏見や差別にさらされ、大

変苦しい闘病生活を余儀なくされている人も少なくありません。

　そんな仲間が疾患の違いを越えて一つになって交流しようと出来だのが私たちの稀少難病の会「おお

み」です。医療講演会、交流会を開催したり、機関誌「おおみ」を年４回ほど発行、情報交換などによ

り、難病患者がより良い日常生活が送れるよう励まし合い助け合っています。

　現在（2005年３月）20種類の疾患、160人あまりの会員で構成されています。会員の病名を紹介したい

と思います。

◇神経系疾患◇

　パーキンソン病、脊髄小脳変性症、後縦靭帯骨化症、サルコイドーシス、末梢神経破損症、筋萎縮性

　側索硬化症、多発性硬化症、筋ジストロフィー、広範脊柱管狭窄症、脊髄性進行性筋萎縮症、レクリ

　ングハウゼン病、ベーチェット病

◇消化器系疾患◇

　潰瘍性大腸炎，クローン病、非特異的多発性小腸潰瘍症

◇血液系疾患◇

　再生不良性貧血、特発性血小板減少性紫斑病・サうセミアヘテロ接合体

◇その他の疾患◇

　原発性肺高血圧症、類上皮血管内皮腫、眼球振とう

　病気の原因究明と治療法の確立は勿論私たちの願いです。上部組織、滋賀県難病連絡協議会と共に国

にも働きかけていきますが、病気を抱えながら、どうしたら日々の生活を楽しく送れるか、私だちと共

に話し合っていきましよう。
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e一一一一一社団法人日本オストミー協会滋賀支部一一一一○

設立年月日 昭和63年６月２５日

主　な　疾　病 人工肛門、人工膀胱、オストメイト

事　　務　　局 辱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｆ

代　表　者　名 大矢進

全　国　団　体　名 社団法人　日本オストミー協会

全国団体住所
屡124-0023　東京都葛飾区東新小岩1-1-1-901

S03-5670-7681

県内推定患者数 約2,000名

発生患者の多い年代 25～75才

男　女　の　比　率 男：女＝６：４

機関紙（誌）名 日本オストミー協会会報

会　　費（年額） 3,600円（本部会費含む）

＜日本ォストミー協会滋賀支部（略称：ＪＯＡ）＞

　私達は（人工月工門一人工膀胱）保有者が人にも話せない障害を乗り越えて、生きる希望と勇気を持ち心

身ともに立ち直って頂くことを願って生活しています。当支部は、昭和46年に同憂者が助け合い励まし合っ

て行こうと、京都府及び滋賀県のオストメイトが集まって京滋互療会を結成して以来、ォイトメイトの幸

せを求めて活動の輪を広げ、昭和63年に至り滋賀互療会として分離独立し、発展して参りました。

　その後、平成元年に社団法人日本ォストミー協会滋賀県支部として新たに発足し、現在は滋賀県身体障

害者福祉協会に加盟して、市町村更生会50団体と共に、障害者福祉の向上を目指して活動を続けています。

＜会の目的＞

　人工肛門・人工膀胱に関する正しい知識の普及・啓蒙、オストメイト等、直腸または機能障害を有する

者、及びその家族に対する療養指導、オストメイトの社会復帰に関する調査研究を行うことによリォスト

メイト等及びその家族の福祉の増進に寄与することを目的とする。（定款3条）

＜会の活動＞

　オストメイトの持つ特有の悩み、苦しみ、焦り、失望等から心身共に立ち直って頂くことを目的として

精神面でのケアー、励まし助け合い、同憂者の心のふれあいと大腸癌予防啓発活動等を行っています。当

協会の相談活動は厚生省の委託事業となっており、制度的には、湖東・湖北・湖南のブロックに分かれて

いよすが、月例相談会は県下全域を対象として実施されます。（予約制）

　内容的には、福祉制度や社会保障について、ＥＴ（ストーマ療法士）を迎え、ストーマケア一指導・相

談・体験指導、日常生活ケアー等々、多岐にわたります。

＜その他＞

　滋賀県においては居住する市町村によって補装具の補助金制度にばらつきがあり、相談活動を困難にし

ています。又、ストーマは一般のトイレ使用が不都合なため「障害者用」を利用します。「障害者用トイ

レ」の使用については近年浮上している問題です。
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轡一一・・・･･・一一社団法人日本てんかん協会滋賀県支部一一一ｅ

設立年月日 1989年11月19日

主　な　疾　病 てんかん

蚤‘
Q/FAX

事　　務　　局

代　表　者　名 中村建（支部代表）

全　国　団　体　名 社団法人日本てんかん協会

全国団体住所
畢１６２-００５１　東京都新宿区早稲田２－２－２８　全国財団ビル5F
昔０３－３２０２－５６６１

県内推定患者数 約1万３千人

発生患者の多い年代 Ｏ才～15才

男　女　の　比　率 男：女＝１：１

機関紙（誌）名 LaKe (支部機関紙）（全国機関紙「波」）

会　　費（年額） ７,２００円（全国会費含む）

1.「てんかん」とは

　てんかんは脳の中で電気的な嵐が起こり、その嵐が発作となって現れる脳の病気です。脳の中での嵐

が起きる場所によって、特定の場所で起きるときは「部分てんかん」、脳全体の波及するとさは、「全般

てんかん」と言われます。

　てんかんと言う病名は病気を哀し、てんかんの発作は症状を示します。風邪という病名に、発熱する、

〔眼が出る、鼻ぐすぐすと言った症状があるのと同じです。

　残念ながら、なゼ脳の中で電気的な嵐が起きるのかは十分に解明されていませんが、遺伝や伝染病が

原因ではありません。てんかんについての正しい理解が広がることを願っています。

2.てんかんの診断と治療

　今日のてんかんに関する診断技術の進歩はＣＴ、ＭＲに脳磁図など脳波と併せての検査が発展し、

的確な診断が行えるようになっています。

　治療につきましても、抗てんかん薬が中心ですが、新しい薬の開発、外科手術などにより、8割の方が

服用しながらの普段の生活が可能です。結婚したり出産しておられる方も多数おられます。

　重要なことは、てんかん専門医による的確な診断と治療をてんかんに悩む方々に受けていただくこと

だと考えています。

3.私たちの願いと活動

　てんかん協会は、てんかんに悩む患者本人と家族、特に子どもの親が中心になって作り、活動してき

た団体ですが、多くの医師・学校の先生・施設の指導員などの専門職やボランティアが加わってくださ

り、市民運動団体としての幅広い会員構成と活動が特徴です。

　相談活動や医療講演会などのほか、新しい抗てんかん薬が使えるよう「創薬ボランティア活動」も行っ

ています。

　全国各地でも、てんかんの人の作業所が開設される活動が進んでいます。

　てんかんに悩む患者の福祉向上のため、ぴひ、御支援ください。
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○一一一一全国パーキンソン病友の会

　

滋賀県支部一一一ｅ

設立　年　月　日 平成18年12月９日

主　な　疾　病 パーキンソン病

事　　務　　局
乖
Ｓ

代　表　者　名 原山　紘一

全　国　団　体　名 全国パーキンソン病友の会

全国団体住所 辱165-0026　東京都中野区新井三丁目１－１１Ｂ－１

県内推定患者数 1.037人

発生患者の多い年代 発症年齢のピークは、50歳台後半から60歳台

男　女　の　比　率 男女同数

機関紙（誌）名 ｢全国パーキンソン病友の会会報｣・｢全国パーキンソン病友の会滋賀支部会報｣

会　　費（年額） 会費4,000円

パーキンソン病とは
　パーキンソン病は頭脳（中脳）の黒貿という部分の神経細胞が変性・消失することによって、神経細胞から

出ているドーパミンという神経伝達物質が減少することからさまざまな症状が現れる病気です。その主な症状
は、振戦（ふるえ）・筋固縮（筋肉のこわばり）・無動（動きにくい）・姿勢反射障害（倒れやすい）、の４つで

す。このように症状が現れるメカニズムについてはだいたい分かつていますが、なゼ黒質の神経細胞が変性・
消失するのかについてのはっきりした原因については未だ分かつていません。従ってパーキンソン病は現時点

では完治をめざす抜本的な治療法も未だ確立されておらす、症状の進行をくい止めることも困難な神経性の難

病です。
　　パーキンソン病の患者数は、現在全国ではおよそ15万人（数字は推定）、つまり1,000人に１人（50歳以上で

は100人に１人）くらいの割合になっており、全国的にその数は年々増加の傾向にあります。

パーキンソン病友の会の活動について
　全国パーキンソン病友の会滋賀県支部（略称「ＪＰＤしが」）は、平成18年12月９日全国組織の都道府県単位
の一加盟団体（支部）としてとして、また県内各地域のパーキンソン病患者とその家族が県全体でまとまって

活動していくサークルとして、結成されました。

　≪活動計画≫

　１、支部独白の活動
　（1）各種の交流会やレクレーシヨンの実施
　　　会員相互の交流、パーキンソン病以外の難病患者（その団体）との交流等

　（2）各種の学習会の実施

　　　医療講演会、リハビリ講習会〈講演－相談一実技指導等〉
　（3）支部会報の発行（年３～４回）

　（4）支部の紹介・ＰＲや会員増大の取り組み

２、全国組織関連の活動
　　国会請願及びその署名・募金の活動、全国組織の定期総会・大会参加、全国組織の会報誌の（会員宛）配

　布・発送等

３、他の難病関係団体との連携・協力の活動
　ＮＰＯ法人滋賀県難病連絡協議会・滋賀県難病相談支援センター等の主催（又はそれらの団体との共催）の

　講演会や相談会・交流会への参加
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○－･一一一一日本ＡＬＳ協会滋賀県支部－・一一一一○

設立年月日 平成19年３月３日

主　な　疾　病 筋萎縮性側索硬化症（ALS）

事　　務　　局
砺　　　　　　　　　　　　　　__　．＿

昔･FAX　　　　　　　　　　（葛城貞三）

代　表　者　名 前田　重一

全　国　団　体　名 日本ALS協会

全国団体住所
唇102-0073　東京都千代田区九段北1-15-15瑞鳥ビルIF

　　Ｓ ０３－３２３４－９１５５　FAX03-3234-9156

県内推定患者数 ８２名（平成18年度　特定疾患医療受給者証交付件数）

発生患者の多い年代 発症年齢平均65歳程度

男　女　の　比　率 男：女≒２：１

機関紙（誌）名 全国:「SSK JALSA」、滋賀:「KTK日本ALS協会滋賀県支部便り」

会　　費（年額） 正会員4,000円(全国会費含む)、賛助会員４,０００円(一口)

滋賀県支部会員数 平成19年5月１１日現在　33名（賛助会員含む）

筋萎縮性側索硬化症(amyotrophic lateralsclerosis:ALS）とは、手足･喉･舌の筋肉がだんだんやせて

力がなくなっていく病気です。しかし、筋肉そのものの病気ではなく、筋肉を動かし、かつ栄養してい

る運動神経細胞が死んでしまうために筋肉がや廿で力が弱くなっていくのです。１年間で新たにこの病

気にかかる人は人□10万人当たり約１人です。原因は不明です。多くの場合は遺伝しませんが、5～10

％は遺伝することが分かっています。症状は多くの場合、手指の使いにくさや肘から先の筋肉のやせで

始まります。話しにくい、食べ物が飲み込みにくいという症状ではじまることもあります。いずれの場

合でも、やがては全身の筋肉がやせて力が入らなくなり、歩けなくなって最後は寝たきりとなり、水や

食べ物の飲み込みもで含なくなります。一般に進行しても感覚や知能は侵されにくく、眼球運動障害や

失禁もみられにくい病気です。この病気は常に進行性で、一度この病気にかかりますと症状が軽くなる

と言うことはありません。体のどの部分の筋肉から始まってもやがては全身の筋肉が侵され、最後は呼

吸筋も働かなくなって呼吸不全となり、人工呼吸器を利用しないと呼吸できない状況になります。日本

では約３割の患者さんは人工呼吸器を選択されています。環境制御装置や意思伝達装置を使って00しを

向上することが可能です。しかし、在宅療養については、家族が24時間体制で介護を行っているなど、

患者･家族の負担が大さくなっており、その負担の軽減を図るために患者会は国や滋賀県、市明に療養環

境改善の要望をしています。この病気の告知を医師から受けられると、多くの患者一家族は大きなショッ

クを受けます。ますそのときには、お住まいの近くの保健所で相談してください。保健所には難病担当

の保健師さんがおられます。また、入院確保に関しては、滋賀県難病医療ネットワーク協議会がありま

す。そのほか滋賀県難病相談･支援センターもあります。一人で悩まないで、ますこ相談してください。

（各相談機関の連絡先は本機関誌の末尾に書かれています。この文章は「難病情報センター」と「難病患

者等ホームヘルパー養成研修テキスト」、「日本ALS協会滋賀県支部総会議案書」を参考に作成しました｡）
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難病に関する情報について

滋賀県保健所一覧

名　称 －Ｔ 所　在　地 電　話 FAX

大　津 520-0801 大津市におの浜四丁目４－５ 077(522)6755 077(525)6161

草　津 525-8525　1草津市草淳三丁目14-75 　　077(562)3526
－
　　0748(63)6111

077(562)3533

甲　　賀 528-8511 甲賀市水口町水口6200 0748(63)6142

東近江 527-0023 東近江市緑町8－22 0748(22)1253 0748(22)1617

彦　根 522-0039 彦根市和田町41 0749(22)1770 0749(26)7540

長　浜
一

高　島

526-0033 長浜市平方町1152-2 0749(62)4170 0749(63)2989

520-1621 高島市今津町今津448-45 0740(22)2525 0740(22)5693

滋賀県健康福祉部健康推進課　　　　　　　　　　　　077(528)3619

Ｏ滋賀県難病医療ネットワーク協議会

　　　　　　

ＴＥＬ･FAX

　

077-526-8351

　　　　　　

E-mail

　

ｎａｎｂyｏ-ｎｗ＠ｍχ.scn.tv

　　　　　　

HP

　

httpノ/ｗ　ｗｗ.ＳＣｎ.tｖ/user/nanbyo-nw/index.htm

○滋賀県難病相談・支援センター

　　　　　　

ＴＥＬ･FAX

　

077-526-0171

　　

FAX

　

077-526-O↓72

　　　　　　

E-mail

　

sigananbyo@eχ.biwa.ne.jp

○難病情報センター

　

（財）難病医学研究財団

　　　　　　

HP

　

http://ｗｗｗ.ｎａｎｂyｏｕ,ｏｒ･Jp/

　　　　　　

TEL

　

03-5996-7214 (メニューガイダンスに従って利用）

滋賀県難病医療拠点病院
病　院　名 －Ｔ 所　在　地 電　話

大津赤十字病院 520-8511 大津市長等1丁目1-35 O了了(522)4131

大津市民病院 520-0804 大津市本宮2丁目9-9 077(522)4607

滋賀医科大学医学部附属病院 520･2192 大津市瀬田月輪町 O了7(548)21 11

滋賀県立成人病センター 524-8524 守山市守山5丁目4-30 077(582)5031

国立病院機構紫香楽病院 529-1803 甲賀市信楽町997 0748(83)0101

近江八幡市立総合医療センター 523-0082 近江八幡市土田町1397 0748(33)3151

彦根市立病院 522-8539 彦根市八坂町1882 0749(22)6050

長浜赤十字病院 526-8585 長浜市宮前町14-7 0749(63)211 1

市立長浜病院 526-8580 長浜市大戌亥町313 0749(68)2300

公立高島総合病院 520-1121 高島市勝野1667 0740(36)0220
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お寄せいただいたご好意に感謝申し上げます

し財自l法人滋賀県民間福祉振興財団より助成金

　

財団法人滋賀県民間福祉振興財団は、平成６年６月15日滋賀県遊技業協同組合からの寄付

を基本財産として、民間福祉従事者の養成と資質の向上や民間福祉関係団体の活動強化に

資するための助成事業を目的に設立されました。毎年県内の民間福祉活動に助成をされて

います。

　

ＮＰＯ法人滋賀県難病連絡協議会は設立当初から助成を受け、その資金は当協議会をは

じめ加盟団体の活動資金として、難病相談会や医療講演、機関誌の発行などに使わせて頂

いています。当協議会や各加盟団体にとって会費とともになくてはならない貴重な活動資

金となっています。

∧機関誌 「しがなんれん」は赤い羽根共同募金の配分を受けています

　

ＮＰＯ法人滋賀県難病連絡協議会が発行する機関誌「しがなんれん」は毎

号滋賀県共同募金会から助成を受けて発行しています。共同募金の伸び悩み

の傾向から、助成金額も厳しいものとなっています。しかし、この助成をい

ただけることで多くの難病患者さんや関係団体機関の皆様に難病についての

情報をお伝えすることができています。心から感謝申し上げます。

”’
ぷ

１難病患者の作業所「しがなんれん作業所」にお寄せいただいている
物心両面のご支援に心から感謝申し上げます

　

県下唯－の難病患者の作業所が栗東市にできて早５年になります。準備段階から今日に至

るまで、滋賀県をはじめ地元栗東市、守山市、野洲市、草津市の各自治体はもとより、お

仕事を頂いている企業のみなさま、民生委員さんやボランティアのあたたかい励ましやご

指導によりここまで歩んでくることができました。心からお礼を申し上げます。引き続き

ご指導ご協力をよろしくお願い申し上げます。

丿難病患者の患者会にご支援を

　

ＮＰＯ法人滋賀県難病連絡協議会は昭和59 (1984)年９月９日難病の患者会6疾病団体565名で誕生

しました。平成20（2008）年１月１日現在12団体2280名になりました。この間、滋賀県をはじめ多く

の県民の皆様のご支援とご協力のおかけで今日まで活動を続けることが出来ました。ありがとうござ

いました。感謝申し上げます。

　

今日、ＮＰＯ法人滋賀県難病連絡協議会は活動の危機を迎えております。―つは、財政の問題です。

これまで滋賀県から支援いただいていた補助金がなくなり、患者の会費だけでは事務所の維持経費が

賄えなくなってきました。二つには、役員の高齢化です。 24年間の歳月は次代を担う人材を求めてい

ます。

　

この課題克服のための支援のお願いです。一つは、賛助会員になっていただきたいのです。年会費

１口千円で財政的支援をお願いしたいのです。（郵便振替：口座番号00990-6-147475 ・加入者名滋賀

県難病連絡協議会）二つには、日常の活動にお力をお借りしたいのです。難病患者の作業所「しがな

んれん作業所」の送迎ボランティアや滋賀難病連の事務所（大津市京町四丁目3-28滋賀県厚生会館2

F）でパソコン、書類整理、電話の応対などのボランティアのお願いです。この他、療養環境改善に

向けた署名活動をしています。お力をお寄せください。お願いします。（問い合わせ先:NPO法人滋

賀県難病連絡協議会077-510-0703)
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滋賀県難病相談・支援センター

〒520-0044

　

大津市京町四丁目3-28

　

(滋賀県厚生会館別館2階)

月曜日～金曜日1 0:0 0～1 6:0 0

077-526-0171

077-526-0172

shigdnanbyo@ex.biwa.jp

しがなんれん作業所

〒520-3013

　

栗東市目川1070番地

　

(シャトルハルタ104号)

月曜日～金曜日1 0:0 0～1 5:0 0

077-552-8197

shigananrenwork@ybb.ne.jp

しがなんれんは

赤い羽根共同募金の配分を受けています。

県民のみなさまのご厚情に感謝申し上げます。

NPO法人 滋賀県難病連絡協議会

〒520-0044大津市京町四丁目３ －２８

　　　　　　　

滋賀県厚生会館別館２階

ＴＥＬ・FAX

　　

０７７ （５１０）０　７　０　３

メールアFレス:siga-nanren @ kvd.biglobe.ne.jp
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